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第一章










総務部の華はな子こさん




　会社員というものは難しい。派手でも目立つし、地味すぎても目立つ。

　当然のように社会性というものを求められる。

　そのバランスは難しいけれど、雑貨の輸入、資源開発、流通などを中心とする、そこそこ大手と言われる商社に勤めて数年。これでも結構上手に生きてきた……はず。

「やだぁ、磯いそ村むらさん。どこ触ってるんですかぁ」

　どこか嬉うれしそうな若い女の子の声が耳に届いた。

　本当に、どこ触っているんでしょう？　ここは資料保管室で、確かにあまり人は来ないですけどね？

　あまり来ないですが、全く来ないわけでもなくてですね！

　課長に頼まれてファイルを探していたとき、唐突に開いたドア。そしてすぐに始まったイケナイこと。二十八年も生きてきたら、それくらいの察しもつく。

　ど、どうしよう。振り返ってはならないと思う。

　だけど、段ボール箱の乗った棚のすぐ後ろでは、すでに何かが始まり出してない？

　困る。困った。

　逃げようにも、ここは資料保管室の奥で、出入口はひとつ。逃げるためには彼らの前を通らないといけないわけで……。

　でも、でも、ただ無言で聞いていたら、〝ノゾキ〟みたいじゃない？　ノゾキなんてするつもりはなくてもノゾキになっちゃうし。

　私がいることをそれとなく伝えて……やめさせないと。

　とはいえ、どうやって……？

　考えながら、静かに深呼吸した途端。

「クシュン！」

　……ギャグだわ～。

「だ、誰かいるの!?」

　うわずった女性の声。その後聞こえたのはバタバタとした足音と、ドアが一旦開いてから閉まる音。

　とりあえず、助かったのかな？

　ほっと胸を撫なで下ろしたら、微かすかに靴音がした。

「……あんたも、つくづく間が悪いよな」

　少しだけ乱れた前髪。外されたネクタイと、ワイシャツのボタン。

　若干イラついたような視線だけど、決して私のせいじゃない。

「お互いさまでしょう。そちらが後から入ってきたんですからね」

　この男は鬼門だわ。

　男らしくキリッとした眉。少し垂れ目がちで、なんとなく甘さを感じさせるくっきりとした二ふた重えの瞳。鼻筋はスッと通っていて、どこか貴族的。身長は……百七十八センチと聞いたことがあるから、かなりのルックスだとは思う。

　しかも営業成績トップクラスだし。独身の三十二歳で、噂うわさではそれなりにモテているらしい磯村さん。

　それでも、会社でっていうのはどういうことなの？　しかも、これで二回目なんですけど！　この男はデリカシーも常識すらもないらしい。

　さっさとファイルを探そう。

「ところでさ。あんたの格好……ギャグか？」

「私は真ま面じ目めに仕事をしています」

　不真面目なのはあんたの方でしょう！と睨にらみつけたら、吹き出された。

「つーか、マスクに三角巾に白手袋にゴーグルって、ギャグにしかならねぇだろうが」

「資料保管室はホコリがありますから。これが普通です」

　私にとってはね。

　お目当てのファイルを見つけて、段ボール箱を棚に戻す。

　こんなところはさっさと出てしまおう。空気が悪いし、ホコリは舞うし。

　ああ、制服を着替えたい。

　資料保管室を出ると、マスクとゴーグルを外す。いつも通りに眼め鏡がねをかけてから、三角巾を取った。その拍子にシュシュが外れたけれど、手袋を脱いでさっと直す。

　ゴーグル以外を廊下のゴミ箱に捨てたところで、後ろから声をかけられた。

「総務部のお局つぼね様に、男いないって本当らしいな」

「仕事に男女は関係ないでしょう」

「そういう意味じゃねぇよ。あんた、キスもしたことないだろう」

「何を――」

　振り返ってはいけなかった。磯村さんの挑発なんて、無視してしまえばよかった。

　それなのにまんまと振り返った瞬間に、唇が塞ふさがれた。

　とても間近に磯村さんの顔。押しつけられた温かい感触。

　するりと入り込んできた柔らかい何かが、口内をぬるりと動いて、歯をなぞる。

　なぞったそれが、彼の舌だと気づいた。

　気づいて、意識を手放した。




　目を開けたら医務室だった。白い天井と、見慣れた女医の顔。

「ああ、起きた？」

　綺き麗れいな栗色の長い髪を耳にかけ、赤い唇を艶えん然ぜんと微ほほ笑えませている女医は、水みな瀬せはるかという。私の唯一無二の親友。

「で、磯村さんに抱えられてきたけど、何があったの？」

　何が……何がってさ。

「は、吐きそう」

「え。やだやだ！　ゴミ箱」

　ゴミ箱を渡されてじっと眺める。胃はムカムカするし、口の中は気持ち悪い。

　だけど、お昼前に吐けるようなものもなく、溜ため息をついた。

「うがい薬をちょうだい」

「はいはいー」

　受け取って、ガラガラうがいをしていると、水瀬が呆あきれたように苦笑する。

「磯村さんに何かされた？　あの人、女関係、派手だからねぇ」

「……キ、キスされた」

「……潔癖症のあんたには、きつい仕打ちをされたのね」

「きつすぎる……」

　そう。私は潔癖症。

　昔ほどではなくなったけど、いまだに握手は苦手だし、他人とはある程度の距離がないと足が竦すくむくらい。

　満員電車には乗れないから、いつも自転車通勤。規則正しく、清潔な生活がモットー。

　なのに、あの男はキスしてきた。しかも舌まで入れてきた。

　舌で、口の中をかきまわされた!!

「まぁ、よくあんたにキスしてきたね」

「それは私もそう思う」

　自分で言うのもなんだけど。

　仕事に支障のない程度にまとめられた髪。顔の半分は隠れる、古くさい黒縁眼鏡。『直してあげるよ』なんて名目で、なれなれしく他人から触られることがないように、制服はきっちり着込んでいるし、人のペンは借りないように自分で何本も持ち歩いている。後は少しきつい口調を心がけたら完璧。

　こんな立派な〝お局様〟には、あまり人は近寄ってこなくなった。

「お互いにもうそれなりの年なんだし、キスくらい、いいんじゃないのぉ？　あんた、このままだと一生ひとりよ」

「いいよ。私はもう諦めてるから。仕事を頑張って貯蓄して、年金生活になっても困らないようにするんだ」

　それでも、昔は努力した。

　好きな人ができて、手を繋つなげるようになって。大丈夫だと思ったけど、大丈夫じゃなかった。

　キス直前に彼を突き飛ばし、逃げ帰った。そんなことを繰り返して、彼とは別れてしまったけれど……。

　それを思い出して首を横に振る。考えたってしょうがない。

「……仕事に戻るね」

「はいはい。頑張ってね～」

　医務室のドアを開きかけて、水瀬を振り返る。

「ねぇ。私、ファイルを持っていなかった？」

「さあ？　運ばれてきたときには何も持っていなかったけど？　ああ、でも……」

　濁された言葉に眉をひそめる。

　……磯村さんか。

「わかった……」

「頑張って」

　水瀬の言葉に、疲れたように息を吐いた。頑張りたくないけれど、仕方がない。

　医務室を出て、七階の営業部に立ち寄って磯村さんを探す。

「何かありましたか？」

　営業部では、色違いの総務部の制服姿がとても目立つ。すぐに男性社員に声をかけられて、彼を振り仰いだ。

「磯村さんはいらっしゃいますか？　先ほど、医務室まで運んでいただいたようで」

「磯村なら、届け物をしてから二、三件回ってくると言って出てます。帰りは……」

　彼の視線の先を追って、ホワイトボードに書かれた【直帰】の文字に肩を落とす。

「ありがとうございます」

　曖あい昧まいに頭を下げてから四階の総務部に戻ると、探していたファイルは課長の手に渡っていた。

「営業部の磯村君が持ってきたよ。伊い原はら君、倒れたんだって。もういいのかね」

「はい。問題ないです。申し訳ありませんでした」

　席に着いたら、ようやく落ち着きを取り戻せた。

　うん。何も変わらない、変わらない。

　そりゃそうだよ。世界がひっくり返ったわけでもないんだし、キスをしただけ。キスを……。

　なぜ、あの男は急にそんなことをしてきたんだろう。

　邪魔したから？　私が、その……邪魔をしたから？

　だって、私は悪くない。あんなところで盛さかっている方が悪いのよ。あんな……。

「伊原さん、朝に渡された書類――」

　無表情で、素早く振り返る。

「そこに置いてあります」

「……どうも」

　薄笑いを浮かべながら、同僚は去っていった。

　……これが普通の男の反応よ。普通の。




　そして仕事も終わり、夕飯の買い出し中。

「あんた、自分で飯作ってるのか？」

　その問いかけに、私は無言で立ち止まる。

　なんで、あなたがこんなところにいるの？　あなた、外まわりして直帰する予定じゃなかったの？　ここ、うちの近所のスーパーなんですけど？

　どうして磯村さんがいるんだろう。

「大根に、ニンニクに、イカ？　何を作るんだ？」

　彼が何気なく近づいてくるから、思わず身構えて眉をひそめる。

「なぜ、磯村さんがここにいるんですか。どうして私の横に来るんですか」

「最近引っ越してきた。最も寄よりのスーパーがここ。煙草たばことビール買いに来たら、あんたがいたから」

「迷惑です。煙草とビールを買って、さっさとお帰りください」

　磯村さんはニヤニヤすると、唐突に顔を近づけてきたので、私は一歩引いた。

「なぁ、あんた」

「なんですか」

「対人恐怖症か何か？」

「ち、違います！」

　確かに近いものはあるけれど、人が怖いわけじゃない。

「じゃ、潔癖症だな。大変だな～。それで社会人やるのも」

　どうしてわかったの？

「……不思議そうな面つらしてんな。そんなの、わかるだろう。ファイルを探しに行くだけで、あんな完全装備してりゃ。大掃除っていうならまだしも」

　そうか。そうかもしれない。

　まさか、磯村さんに言い当てられるとは思ってもみなかったけど。

　だいたい、うちの会社に入って数年になるけれど、営業部の事務方とは接点があっても、営業の人とは直接の接点なんてほとんどない。

　たまに『会議室を押さえておいてほしい』という内線はあるけど、鍵は事務方の子が取りに来るし。

　そう考えてみれば、この男との最初の接点は最悪だった。

　あれは二ヵ月くらい前のこと。役員会が行われる会議室にお茶を持っていこうとして、給湯室のドアを開け、その瞬間に見えたものに驚き、瞬時に閉めた。

　絡み合うように抱き合い、キスをする男女の姿と、そのまま制服のスカートをたくし上げようとしている男の人の手。

　違う階の給湯室を使おう、と歩き出した背後で、開かれたドアの音。振り返ると、出てきた磯村さんに睨まれた。

　そりゃ磯村さんは噂にもなるほど有名な人だから、顔くらいは知っていた。

　知っていたけれど、このファーストインパクトが強すぎた。

　モテるのは頷うなずける。

　だからって、会社で何をしてくれちゃってるのよ、この男は！

　そんな悪印象だった。

　決してお近づきにはなりたくない。なりたくないのに……どうして、レジにまでついてくるの？

「なんなんですか」

「いや。あんた、面おも白しろいな～と思って」

　とっても楽しそうに言われ、ムッとして彼を見上げる。

「私は面白くありません」

「まぁ、そう言わず。目も悪くないんだな」

「どうして……」

　そう言いかけて、仕事帰りに自転車に乗るときに眼鏡を外したことを思い出した。

　伊だ達て眼鏡だから、自転車に乗るときは外しちゃう。でも、それを弁解する必要性はないと思う。

　無言でレジでの支払いを済ませ、無言でエコバッグに食材を突っ込み、無言で店を出る。

　急いで自転車にまたがってマンションまで激走した。

　今日はきっと厄日だ。

　部屋に帰り、食材をビニール袋に入れて、そのまま冷蔵庫にしまった。

　そしていつもより念入りに歯磨きをして、シャワーを浴びてから、パジャマを着て寝室に向かう。

　今日は何もせずに眠ろう。とっても疲れたから……。










軟派で○○な営業マン




　何事もなく数日が経ったある日。

「おはようございます」

　爽やか笑顔の営業マンがフロアに現れた。

　そうね。営業マンは笑顔が大切ね……大切だとは思うけど。

「伊原さん、いますか？」

　その笑顔に騙だまされた後輩が私の方に目をやるから、見つかってしまった。

　後輩の背後にいる営業マンというのは……ニヤリと笑う磯村さん。

　この人、表と裏の顔があるんだと痛感した今日この頃。

「何かご用ですか」

　私がツカツカと近づくと、彼は邪悪な笑みを引っ込めて、爽やかかつ困ったような笑顔を見せるという妙技を繰り出した。

「ミーティングに、Ａ会議室を頼んでいたと思うのですが」

「ああ。はい……」

　会議室の使用表をめくって頷く。確かに、十一時から営業部のミーティングが予定として入っている。

「人数が増えまして、今からＣ会議室を押さえられませんか？」

　使用表を指で辿たどって、眉間にしわを寄せる。

　ちょっと無理かな。すでにＣ会議室は他の課が使用中。

「今からですと難しいです。Ａ会議室に椅子を増やせば、十人は入りますが」

「十五人になるんです。やっぱり難しいですかね」

「外部の方もいらっしゃるミーティングですか？」

「そうですね。業者の方が……」

　答える磯村さんを見て、眼鏡のズレを指で直す。

　Ｃ会議室は、無理やり詰め込めば二十人程度がギリギリ座れるくらいの広さ。でも、外部の人も出席するのなら、ぎゅうぎゅうの場所に押し込むわけにはいかない。かといって、あまりに広すぎる部屋でもミーティングには不向きだと思うし。

「Ｅ会議室でしたら空いてます。開始は十一時からで問題ありませんか？」

　頷く磯村さんに、私も頷きを返した。

「そちらに変えさせていただきます。少しお時間をいただけますか？」

「……どれくらいかかりますか？」

「多少、机の配置を変える程度ですから、それほどはかかりません」

「よろしくお願いします」

　磯村さんの了承が出たところで、営業部の使用会議室をＡからＥに訂正した。

「これ、課長に変更確認印をもらっておいてくれる？」

　近くの後輩のデスクに使用表を置いて、その奥の席の、暇そうにあくびを噛かみ殺している男子社員と視線を合わせる。

「少し手伝ってもらえる？」

「力仕事ですか？」

「Ｅ会議室、研修用のままだから、ミーティング仕様にして」

「承知しました」

　Ｅ会議室の鍵を持ってドカドカと出ていく後輩をスッとよけてから、笑いを堪こらえているような磯村さんを見上げる。

「まだ何か？」

「いや。実にさりげなくよける」

「進路の邪魔でしょう？」

「……とにかく、助かりました。僕は先方にも会議室の変更を伝えてきます」

　そう言って去っていく磯村さんの後ろ姿を見つつ、唇を尖とがらせる。

　これって、内線でもよくない？

　ここ最近、なんだかよくわからないけれど、些さ細さいな用件で磯村さんが総務部に顔を出す。

　それはそれで総務部の女子社員がウキウキしているものの、名指しでなくてもいいようなことまで私が指名される。

　……なんだか、遊ばれている気がするんですよね。

　遊ばれているとすれば、あまり気分はよくないよね。磯村さん、モテるんだから、他の女の子たちと遊べば……。

　いや、会社で〝遊んで〟ほしくはないけれど。せめて人が踏み込まないような場所で遊んでほしいところですが。

　どこにでも、精力的に〝遊ぶ〟人っているものだ。

　大学生の頃も、女の子をとっかえひっかえする男の子がいたな。はたから見ていただけなんだけど、修羅場は大変そうだった。

　渦中には近づかない。近づいてもいいことがないし、そもそも人に近づいてほしくないし。

　地味に、目立たないように……って思っているのに。




　総務部と同じ四階にある経理部に呼び出され、向かっていた途中の廊下で、誰かから名前を呼ばれた。

「ちょっといいですか、伊原さん」

　数人の女子社員に囲まれて立ち止まる。

「磯村さんのことなんですけど」

　水色の制服を見て首を傾げた。営業事務の人たちみたい。

「なんなんですか。最近、磯村さんに言い寄っているんですか？」

　滅相もない。

「鏡、見たことあります？」

　そりゃ、自分の顔くらいなら毎日見てるわ。鏡も私自身も汚れていたら嫌だし。

「年齢、考えました？」

　年齢……私、今年で二十九だよね。来年で三十歳か。貯金、頑張らないといけないかな。

　それにしても、今どきこんな経験は貴重かもしれない。こういうことは空想の世界の演出だとばかり思っていた。

「何か言ったらどうなんですか」

「何を言えばいいんでしょう？」

　逆に尋ねたいですよ。聞かれたことに答えればいいの？

「磯村さんに言い寄っていませんし、鏡は毎日磨いているから見ていますし、来月中に二十九になりますけど。そんなことを聞きたいんですか？」

　それなら、『どうしちゃったの？　あなたたち』と、逆に聞きたくなるけど。

「違います！　何か思惑があるんじゃないかって聞いてるんです」

　思惑？　思惑というか……。

「ありません。それから、忙しいときにどうでもいい用件で名指しで呼ばれることほど迷惑なこともないです。どう思いますか？」

「ど、どうって……」

「憶測でものを言うのは、それこそ勝手ですけど、そういうことには人を巻き込まないでいただきたいです」

　仕事中だしさ。そもそも私がなんと答えれば満足するの、あなたたちは。

「ちょっと……なんなの」

　それはこっちの台詞せりふだと思ったけど、彼女たちはじりっと近づいてきた。

　逃げたら相手の思うツボだし、ドラマや漫画ならこういうときには誰かが助けに来てくれるのが定石だけど……世の中そんなに甘くはない。ご都合主義は滅多にないわ。

「いい加減にしてください。これ以上、邪魔をするなら、営業部に苦情を入れますよ」

　すると突然、彼女たちは慌てたようにお互いに顔を見合わせた。それから私を睨み、プイッと顔を背けてその場を去っていった。

　なんだろう？　とりあえず助かった？

〝先生に言いつけます戦法〟が有効だとは思わなかった。

「女の戦いは怖いねぇ」

「ひっ……」

　突然響いた声に、おそるおそる振り返ると、そこに見えたのは、邪悪な笑みを浮かべる磯村さん。

　そしてその隣にいる、なぜか困惑気味の……少し癖っ毛で無造作なヘアスタイルのこの男性は、確か企画室の山やま本もとさん。

「……見ていらしたんですか？」

「この廊下、見通しいいし。近づいてみたら、あんただったから驚いた」

　それはそれは……さっきの女子社員たちが磯村さんに気づいて去っていったなら、私は磯村さんに助けてもらったことになるのかな。

　いやいや、見ていたなら、もっと早くにどうにかできたと思うんだけど？

　……でも、わざわざややこしい場面に首を突っ込んでいく人は珍しいか。

「そんなに威い嚇かくしなくても。猫みたいだな、あんた」

「れっきとした人間です。構わないでください。あなたが構ってくるから、ああいうことに私が巻き込まれる……」

　何を思ったのか、磯村さんが急にずいっと近づいてきたから、私は一歩下がる。

「構われてる自覚はあるんだな？」

「あ、あからさまでしょう。しょっちゅう総務部に来ては、名指ししてくるし」

　彼がまた、ずいっと近づいてきたから、また一歩下がる。

「あんたに頼んだ方が、話早いし」

「他にも総務部員はいます！　今後は別の人に頼んでください」

　背中を向けてダッシュすると、後ろから笑い声が聞こえた。

　あの男は、絶対に面白がっている。面白がって構ってくるから、大迷惑。

　大迷惑なんだけど、面と向かってそれを伝えたら、それすらも面白がるような気がする。

　そういう相手には無視が一番……なんだけど。




　経理部から予算案の書類を受け取り、総務部に戻ると、当の本人がまた顔を出していた。入口近くにいる総務部の後輩と、楽しそうに話をしている。

　私……なんだか疲れました。

　確かに、小学生の頃の愛読書は恋愛漫画だった。そして、中学生の頃の愛読書は恋愛小説だったよ。

　自分の特殊な潔癖症も、いつか治ると信じていたあの頃。素敵な恋人ができればきっと……なんて、恋に恋をしていたあの頃。

　当時に比べれば、潔癖症はだいぶマシにはなったけど、まだまだ健在。

　完治は諦めて、将来を考え始めたときにどうして、恋愛のいざこざを抱えていそうな大迷惑が、まわりをウロチョロするようになったのか……。私、前世の行いでも悪かったの？

「伊原さん。サインもらえますか？」

　フロアの奥から後輩のひとりに声をかけられて、そちらへ向かう。クリップボードに貼られた社内通達の予定時間と、その割り振り。そして差し出されたボールペン。

　それには目を向けず、胸ポケットから自分のボールペンを引き出してサインした。

「後で主任のサインももらっておいて」

「わかりました」

　それから、経理部から受け取った書類を課長のデスクに置く。

「今月の予算変更案だそうです」

「ええ？　また削減か～」

　世の中もいろいろ大変だよねぇ。

　自分の席に戻ろうとしたとき、大きく手を振っている磯村さんと、遠慮がちに手を振っている後輩が視界に入った。

「……何かありましたか？」

　もじもじしている後輩を見て、それから磯村さんを睨んだ。

「今日は急な変更に対応していただき、ありがとうございました」

　爽やかな声音で言って、磯村さんは微笑む。私はそれを眺めて目を細めた。

「……会議室の件でしたら、職務のうちですのでお気になさらず」

「そう言われると思いましたが、お礼をしたいので、営業部と総務部で今度飲みに行きませんか？」

　期待に満ちた後輩の視線と、胡う散さんくさいくらいに爽やかな磯村さんの笑顔。

「皆、飲み会なら喜ぶと思います」

　私がさくっと答えると、磯村さんは頷いた。

「よかった。では、伊原さんも参加されますよね？」

「私は……お酒の席は苦手ですので」

　顔をしかめないように努めながらさらりと返すと、彼は気にした様子もなく、また頷いた。

　何を企たくらんでいるの？

「残念。でしたら今度、食事でもいかがです？　伊原さんには別口でお礼しますね」

　なんのお礼？　というか、何が別口で？

　頭にクエスチョンマークが生えたけれど、そのままスルーされて、磯村さんはまた後輩と楽しそうに話し始めた。

　なんだろう、何かが腑ふに落ちない。

「営業部の方々となら、合コンでもいいですよ～？」

「それでもいいですね」

　嬉しそうにはしゃぐ様子の後輩に、磯村さんもニコニコと対応している。

　なんだか、馬鹿にされた気がする。

　でも、いいか。どうせ飲み会っていったら近場の居酒屋でしょう？

　まず無理。誰かと間近に座ったり、居酒屋特有の大皿料理を皆で取り分け合ったりなんて。酔っぱらいはベタベタしてくるし、言語道断。

　お酒を飲むとすれば宅飲みだよね。そういえば、最近は飲んでないなぁ。

　明日は休みだし、飲んじゃおうか。生ビール……は高いから、発泡酒。おつまみに何を作ろうかな。

　そんなことを考えながら、仕事に取りかかった。










夜道のお散歩




　総務部と営業部の飲み会は盛り上がったらしい。楽しかったのか、数日前のことなのに、いまだにその話をする同僚たちの声には我関せずで書類を整理する。

　そして、いつものように舞い込んできた内線を受けた。

『どうも。伊原さん？』

　この声の主は天敵だ。

「磯村さん。いい加減、無意味に名指しするのはやめてくださいませんか？」

『伊原さん、話しやすいし』

　そんなはずはない。人からそんな風に言われたこともないし、話しやすさを心がけてもいない。

「ご用件はなんでしょうか」

『明日の十五時から、会議室に空き、ありますか？』

「明日……何人ですか？」

　使用表を引き寄せながら、空いている会議室をチェックする。

『三人。外部の方はいないです』

「Ａ会議室が空いています」

『では、そこでお願いします』

「承ります。鍵は――」

『取りに行きます。じゃ、また』

　磯村さんが人の話を遮って内線を切ろうとするから、慌ててつけ加える。

「会議室のことでしたら、他の総務部員でも対応可能ですから、次回からは名指しはやめて――」

『でも、今月の使用管理者は伊原さんでしょう？』

　この人、『人の話は最後まで聞きましょう』って教わらなかったのかな。

「そうですが」

『それなら、やっぱり伊原さんに話をした方が早い。では』

　そう言って切られた内線を睨みつける。

　確かに、今月の会議室の管理者は私だけどね。誰だ、あの男にリークしたのは。

　まぁ、機密情報でもなんでもないからいいんだけど。営業部の人たちはスタンスが軽いから、いろいろなところと知り合いなんだろうし。

　受話器を拭ふきながらうなだれた。

「なんなんだか……」

　ふと呟つぶやいたら、隣の席の後輩が軽く飛び上がった気がするけど、スルーしよう。

　私だって人間だもん。たまにはひとりごとも言いますよ。

　最近では不用意に近寄られることはなくなったけど、毎日一度はかかってくる内線電話。相変わらず磯村さんの取り巻きには睨まれ、総務部では好奇心いっぱいの後輩にヒソヒソと噂される。

　侮あなどっていた……磯村さん。あなた、かなり有名人。

　とはいえ業務は山のようにあるわけで。集中しにくい環境でも、仕事は待ってはくれない。

　午前中は部長会。午後からは役員会。会議室を回すのはあくまでも業務の一部で、すべてじゃない。イライラは募るばかり。

　あの男、人のことをオモチャか何かだと思ってない？

　確かに面白いのかもしれないわ。潔癖症はある意味、特殊な症状だよね。

　わかってるわよ。わかっていてもどうにもならないのよ。どうすればいいのよ。

「伊原さん。去年の仕入れ伝票の写しって、資料保管室に移したのでしょうか？」

　内線電話の通話口を片手で押さえながら、後輩のひとりが首を傾かしげる。

「去年の？　先月末に移動させたけど、使用するの？」

「経理が、探してほしいらしくて」

「直接持っていきます、と伝えて」

「わかりました」

　私は立ち上がり、総務部を出ると、ツカツカと廊下を歩く。一階のロッカールームに立ち寄ってマスクと新しい手袋を手に取り、資料保管室に向かった。

　資料保管室は二階廊下の突き当たり。相談ブースや備品倉庫などが並んだ区画にある。普段ほとんど使用されないから、人が来ることも滅多にない。私にとっては安心できる場所だけど、その分、掃除もしていないからホコリが酷ひどい。

　いつも通りの格好で武装して、資料保管室のドアを開ける。

　去年の仕入れ伝票の写しは、確か奥の棚にしまったはずだと思うんだけど。

　そちらへ行きかけて、何かに躓つまずいた。

「きゃ……っ」

「うわっ！」

　咄とっ嗟さに棚を掴つかんだ。不安定だった段ボール箱が落ちてくる音。バサバサとこぼれるファイル。

　それから、目を見開いた磯村さんと視線が合った。

「……あんた、本当に間が悪いな」

　見てみると、無残にも崩れたファイルに埋もれて、磯村さんがひとり剣けん呑のんな目を向けている。

「……あなたこそ、何してるんですか」

　なぜそこに座り込んでいたのでしょうか？

　座り込んでいなかったら、私だって躓かなかったし、ファイルが落ちることも……。

　段ボール箱やらファイルが散乱している床から、ホコリがもうもうと舞い上がる。一気に血の気が引いて、目の前がクラクラしてきた。

「あ、待て。今気絶したら、身体触りまくるぞ」

　それは嫌だ。キッと磯村さんを睨む。

「なんでそれで持ち直すのかわかんねぇ」

　私には、そんなことを言うあなたがわからない。

「とりあえずサボりだよ、サボり。ここは人が来ないから」

「全く来ないわけではないです」

「あー……だけど、滅多に来ないだろ。とりあえず起き上がるからよけてろ」

　言われた通りにドアまで下がると、ファイルを落としながら磯村さんは立ち上がり、被かぶったホコリを払ってからくしゃみをした。

「クリーニング代金……お支払いします」

「んなもんは別にいい。今日は外まわりじゃねぇし」

　鼻を押さえながら言う磯村さんに、思わずシュンとしてしまう。

「……すみません」

「そう思うならキスくらいさせろ」

「む、無理」

　私が小さく答えると、磯村さんは落ちたファイルを拾い上げて顔をしかめた。

「適当に突っ込むぞ」

「な、何を？」

「何をって、ファイルに決まっ……」

　視線が合って、ニヤリと邪悪な笑みを見せる磯村さん。

「あんたはエロ乙おと女めか。何を突っ込まれると思ったんだ、バァカ」

「な、何も思ってないです！　ファイルだと思いましたし！」

「あー、そうかそうか。そういうことにしておいてやる。どっちにしろ、眼鏡にマスクに手袋つけてる女は、俺がヤる気にならないから安心しろ」

　彼はそう言いながらファイルをしまい終え、段ボール箱を元の位置に戻す。

「今日は……ゴーグルと三角巾はしないのか？」

「今日の目当てのものはどこにあるか覚えてますから。探さなくてもいいんで」

「よく覚えてるな」

　ホコリは多いけれど、実はここは新入社員の頃からの私のオアシス。

『仕事を教えるから』と誰かに近づかれることはないし、『歓迎会だから』と誘われることもない。

　ファイルを探して、見つけ出して、お渡しするだけの簡単な仕事ばかり率先してやっていた。

　その代わり、他の仕事は自力で覚えなくてはならなかったけど、そうしているうちに社内でひとりでいられるようになった。

「あんた、友達もいないの？」

「いますよ！　どうしてそうなるんですか」

「いや……誰かと仲よく社食で飯、ってわけじゃなさそうだし、仕事終わりもひとりで帰るみたいだし。総務部でも〝近寄るなオーラ〟出してるし」

　……それはそうですが。

「あんたも深刻だなぁ。ペン差し出されてるのに無視して、自分のペン出してサインしてるの見て、マジかよと思った」

「……どうだっていいでしょう。あなたに関係ない話です」

　さっさとファイルを持っていこう。サボりに付き合ってはいられない。

　磯村さんの前を通り過ぎ、床に置いてあった段ボール箱から目当てのファイルを取り出す。

　振り返ると、今度は目の前に磯村さんが立っていた。

「俺としては、あんたと関係作るつもりでいるけど？」

　彼が楽しそうに笑いながら身を屈かがめ、顔を近づけてくるから、私は青ざめた。

「か、関係……ですか？」

　じんわりと深くなっていく彼の微笑み。だけど瞳は冷静そのもので、その視線に絡め取られたように目が離せない。

「そう。『関係ない』とは言われない関係」

　それは、どんな関係？

　私の横には、積み上がった段ボール箱。背後には、ホコリだらけの棚。

　目の前には、邪悪な笑みを浮かべる男。

　逃げ場がない？

「今、抱きしめられるのと、後で飯付き合うのと、どっちがいい？」

　どっちも嫌だ。

「答えないなら、抱きしめかな」

　じりっと追いつめられて、背中を冷たい汗が流れる。

「後でご飯、付き合うことにします」

　慌てて言うと、途端に磯村さんの雰囲気がからりと晴れやかなものに変わった。

「そう。なら、退社後に駅で待ち合わせしよう。うちの近くの駅でいいな？」

　必死でコクコク頷くと、磯村さんはスッとよけてくれた。

　過去数年間に一度も、こんな脅おどしに遭ったことはない。

　私は半泣きになりながら、資料保管室を飛び出した。




「んで、男と飯に行くっていうのに、あんたはデニムにパーカーなわけ？」

　自宅の最寄りの駅前。

　そっちもスーツ姿じゃないか。待たせちゃいけないと思って、直接急いで来たのに、その言い草はなんだ。

「あなたが退社後を指定したんでしょう。通勤時は動きやすい服なんです」

　磯村さんは私の服装と自転車を見て、それから駅の改札を振り返った。

「……なるほど。つくづく大変だな。電車にも乗れないか」

「乗れないわけじゃありません。混んでると乗らないだけです」

「タクシーにも乗れない？」

「……知ってる人の車なら、私のことをわかった上で車内を綺麗にしてくれるから、乗れます」

　磯村さんは呆れた顔をして、肩を竦めた。

「うちの最寄りの駅前指定でよかった。着替えてこい」

「え？」

「着替え。その格好だと、居酒屋くらいしか行けねぇだろうが。めかし込めとは言わねぇから、せめてレストランに行けるくらいの格好してこいよ」

「家に帰れと？」

「……一緒についていく」

　ええー。ついてくるの？　でも、断ってもついてきそうだよね。

　諦めて自転車を押しながら歩き始めると、その隣を磯村さんがついてくる。

　そうして歩きながら、無言の磯村さんを見上げた。

　退社後にご飯って言うから、居酒屋に行くものだと思っていた。嫌だけど、とにかく食べるのに付き合えばいいだけ、と覚悟して来たわけなのに。

「スカートの方がいいですか？」

「あるなら、そっちの方がいいな。あんたの脚、綺麗だし」

　彼の返事にぱっと顔を赤くしながら、立ち止まる。

「磯村さん。ここです」

　声をかけると、磯村さんは驚いたようにマンションを見上げた。

「……ここ？」

「はい。あのぅ……シャワーも浴びてきていいですか？」

　無表情で見下ろされて、一歩下がる。

「どれくらいかかる？」

「三十分……くらい？」

「オーケー。何号室？」

「四一五ですけど……」

「あんた、素直だな。答えるか？　普通」

　ちょっと困ったように笑われて、自分で自分が情けなくなってきた。

「……このまま帰っていいですか」

「いいぜ？　押しかけても平気なら」

「ここでお待ちください」

　急いで駐輪場に自転車を停めてから、エレベーターで四階まで上がり、走って部屋へ飛び込む。

　きっかり三十分で支度を終わらせて下りていくと、真剣に書類を眺めていた磯村さんが顔を上げた。

「遅い」

「ちょうど三十分ですよ。待つのが嫌なら、帰ればいいじゃないですか」

　不貞腐れたように反論する。

「それじゃ、礼になんねぇだろうが」

　……礼に？　礼って、なんの？

「この間、無理言っただろう。あんたには別口で礼をするって言った」

　そりゃ、言ったかもしれないけれど。単に飲み会をするための口実なんだと思っていたから……。

「案外、律儀なんですね」

「会社なんて、ひとりきりで仕事してるわけじゃねぇんだから、たまには感謝も必要だろう」

　それはそうだけど。

「それに、律儀っていったらあんたも相当、律儀だと思うぞ？　待ち合わせに律儀に来たし、着替えろって言ったら律儀に着替えて下りてきたし」

「や、約束は約束ですし」

「……やっぱりな。そのツンケンしてる口調は、人よけか」

「な……っ」

　じっと見つめられて、ぐっと黙り込んだら、ふっと笑われた。

「そこまでツンケンしてたら、なれなれしく寄ってくる奴もいなさそうだしな？　見てたら、寄ってきてほしくないのがすぐわかる」

「わからなくていいです！」

　顔を険しくして睨んだら、磯村さんは軽く眉を上げ、それから首を左右に振る。

「まぁ、取っかかりでもなきゃ、本当のところはわからねぇだろうけど」

　取っかかり？

「ゴーグルに三角巾にマスクに手袋。大掃除かと思った」

　彼がそのままニヤニヤ笑うから、そっぽを向いた。

「その装備を惜しげもなく捨てて、キスくらいで白目剥むく。近寄ったら逃げる。対人恐怖症じゃないなら潔癖症だろう、と思ったら、その通りだったろ？」

「す、すみません」

　だって、身体が自然と逃げちゃうんだもん。

「しょうがねぇ。まぁ……少し歩くぞ」

　今度は先に歩き出した磯村さんに、私が並んでついていきながら、彼の横顔を見上げた。

　こうしてみると、本当に整った顔をしている。さっき支度を終わらせて下りてきたときに見た真剣な表情は、異性を〝恋愛対象〟として見ることがない私でも、ドキッとするほど素敵だった。

　表向きは爽やかな営業マンだから、やっぱりモテるんだろうな。

　取り巻きがいるし、会社の中でいちゃつくのはどうかと思うし、鬼畜っぽいし、口は悪いけれど、それだけなら悪評しか立たないはずだし。

　女性の噂は絶えないのに、逆に言うと、磯村さんの悪い噂ってそれだけだ。

　人をからかってオモチャにするのもどうかと思うけど、悪い人じゃないのかな。

「ところでさ、あんたの潔癖症って、どうしてそうなったのかわかる？」

「え？」

「なんか、中途半端な潔癖だと思って」

　潔癖症状に、中途半端なものってあるの？

　そう思いながら考える。なんで急にそんな話になったのかな。

「俺の親戚が潔癖症だったから。部屋からちょっと出ただけでも手は三十分かけて洗うし、風呂に二時間かける。財布ごと札や硬貨まで洗うほどだったけど」

　お金は……さすがに洗わない。

　確かに、触れたら手を洗いたくはなるけれど、水瀬に『洗わなくても人間は死なない』と言われ続けて、ようやく慣れてきた。

　でも、ペットボトルは洗ってから、買ってきた食材はビニール袋に入れてからじゃないと冷蔵庫にしまえない。家に帰ると着ていた服を洗濯しないと気が済まないし、シャワーは朝と夜に浴びないと気持ち悪い。

　シーツや枕カバー、ベッドカバーは毎日取り替える。以前は掃除機も毎日かけていたけれど、これも水瀬に言われてから、一日置きにした。

「うちの親戚の場合は、行きすぎたしつけが原因だったらしい」

　手の平を見ながら、ぼんやりと考えてみる。

　そうだなぁ、きっかけと言われれば……。

「うちは厳しくなかったです。小さい頃は、砂遊びもできてました」

　そう。その頃は何にでも触ることができたと思う。だけど……。

「テレビが……」

「テレビ？」

「洗剤の宣伝ですかね。布巾か何かの細菌が、数時間で増殖するって」

「ああ、今でもあるな。除菌系の洗剤のコマーシャルとかで」

「それ以来、手を洗わなかったときの雑菌の増殖とか、食中毒の細菌の増え方だとかも見て、顕微鏡で見たらあんなに気持ち悪いバイ菌や細菌、雑菌が、目に見えないだけで自分の身体に付着してるって……！」

　磯村さんが私の手を見て、少し引いているのに気がついた。見ると、自然と指先がわなわなと動いていて、顔を赤らめながらそっと手を下ろす。

「……そう思ったら、他人と接触するのが怖くなって、触れるものもすべて怖くなりました」

「……ずいぶん、想像力豊かなガキだったんだな」

「おかげさまで」

「今はそんなに拒絶反応を起こしているようにも見えないけど？」

「カウンセリング受けて、だいぶ改善されましたから」

　だから、〝中途半端〟なのかな？

　そうだなぁ。人と握手はできるようになった。だけど、他人の触れたボールペンに触る勇気はまだないなぁ。ボールペンを洗う人はいないだろうし。

「……ところで、磯村さん」

「ああ？」

「どこまで歩くつもりですか？」

　結構歩いている気がするんですけど。

「あんた、タクシーもダメなんだろ？　文句言わないで歩け」

　そう言われて、一定の距離を保ちながら、かなりの距離を歩き続けた。

　そして到着したのは、お洒しゃ落れで綺麗なレストランだった。ドアは磯村さんが開けてくれたし、店内のテーブルも絶妙な配置で置かれていて、他人とぶつかることはない。

　気を……遣ってもらっているんだろうか。

　黙って見ていたら、睨まれた。

「気絶寸前の奴とは食事したくないからな。それに、女をエスコートするのは当然のことだろうが」

　このタラシめ。

　磯村さんは、きっとどこかひとこと多い人なんだと思った。










綺麗好きはいいけれど




　そろそろ木々の葉が色づいてくる十月。

　大学推薦枠の一次面接を終えて、これから本格的に新卒採用の面接で忙しくなるな、と予定を考えていたら……。

「――ありますか？」

　総務部のドアを開けたのは、企画室の山本さん。話しかけながら入ってくるから、最初の言葉が聞き取れなくて、皆がポカンと彼を見る。

「え……あれ？」

　なぜ皆の視線を集めているのかわからないらしく、顔を赤くしている彼の背中を、後ろから誰かが叩たたいた。

「……痛いって。何す――」

「伊原さん。コピー用紙、企画室に欲しいそうです」

　山本さんの後ろからひょっこり顔を出したのは、やっぱり磯村さんだった。

　出ましたね。鬼畜タラシの営業マン。

　目を細めて彼を睨む。

「ですから、磯村さん。名指ししなくてもいいです、と何度も申し上げています」

「いや。伊原さん、だいたいのことを把握されてますから……話が早いでしょう？」

　あなたのそれは、単なる嫌がらせでしょう。

　ムッとしながらも、コピー用紙の束を一いち瞥べつし、残り少ないことを確認してから入口近くの後輩を見る。

「伝票、記入してもらって。私は倉庫へ行って用紙を補充してくるから」

　デスクの引き出しから軍手を取り出して、片手で備品倉庫の鍵を持ち、片手で台車を引きながらドアに向かう。

「すみません。少々お待ちいただけますか？」

「あ。一緒に取りに行きますよ」

　伝票にサインをして、山本さんが振り向く。私はそれに頷きを返してから、前を向き……。

「磯村さん。よけていただけませんか？」

　何を意地悪そうな笑顔で、人の行く手を阻んでいるのよ。

「すみません」

　彼はそう言って、しおらしくよけてくれたけど……。

「山本。お前、廊下にいるときからもう頼み始めてたぞ」

「ああ、それで皆、あの反応だったんだ」

　なぜ、あなたは山本さんと一緒についてくるんでしょうかね？

「磯村さんは、今日は外まわりはよろしいのでしょうか？」

　エレベーターがなかなか来なそうだから、行きは階段にしよう。そう思いつつ声をかけた。

「今日は企画室との会議なので」

「……そうですか。総務部に用があったわけじゃないんですか？」

「いや。別に」

　平然と答える磯村さん。

『別に』って。じゃあ何しに来たのよ、あなた。

　ともかく、階段を下りるために台車を畳もうとして、身を屈ませる。

「待て」

　磯村さんが急に近づいてきたから、慌てて飛び退のいた。

「運んでやるよ。山本はそんな気の利く奴じゃねぇし」

「そ、そういうことは近づく前に言ってください」

「ああ、わりぃな」

　何事もなく台車を畳んで下りていく磯村さんを睨みつける。そうして視線を横へ向けると、山本さんと目が合った。

「……仲がいいですね」

　のほほんと言われて、首を横に振る。

「め、滅相もない」

「いやぁ、そうか。前にも磯村と話してましたよね？」

　何かに気づいたように顔を輝かせる彼を見て、首を傾げた。

『前にも』と言われても、最近は何かと構ってくるから、いつのことを指しているのか……。

「そうそう。あの磯村が女性に対して乱暴な口調だったから、驚いた記憶があります」

　話しながら、山本さんが近づいてくるから身構える。

「おい、山本。そいつに近づくんじゃねぇぞ？」

「え。ごめん、そうなの？」

『そうなの？』って、何が、どうなの？

　でもありがとう、磯村さん。そう考えながら、山本さんの話の内容に思い当たった。

　この間、営業部の女子たちに囲まれたときのことか。

　スッキリした気分で、急いで階段を下りていくと、今度は磯村さんに近づかれそうになって後ずさる。

「なんですか……」

「あいつには気をつけろ」

　小さな声に、再び首を傾げる。

　あいつって、山本さん？

　少し離れて、ゆっくりと階段を下りてくる山本さんを振り返る。

「お局だろうがなんだろうが、気にせず、のほほんと近づいてくるからな？」

　……無頓着なのね。

　無頓着な人はやりにくい。冷たくあしらっても、きついことを言っても、気にせず近寄ってくるから。

「気をつけます」

　頷いて、台車を返してもらう。

「磯村さんと山本さんは、仲がいいんですか？」

　磯村さん、外面はよさそうなのに、廊下に私たちしかいなくなった途端にガラが悪くなったよね。

「あいつとは大学から一緒。企画室と合同のコンペも多いしな」

「そうなんですね。友達、いたんですね」

「あんた、俺のこと馬鹿にしてんの？」

　鋭い視線と低い声を返されて、身を竦ませる。

「磯村さんって三十二歳でしたよね」

「三十二だが、なんだ」

「いえ。少し疑問に思ったもので」

　普通、その年にもなって、こんなチンピラみたいな言葉遣いの人も少ないと思うんですよね。

「伊原さん。磯村は男同士の仲間内だと、もっと酷いよ」

「なんでお前はそーゆーとこだけ察しがいいんだよ」

　山本さんと磯村さんの会話を聞き流しながら、備品倉庫の鍵を開けた。

　……ここは空調が効いているから、ホコリは酷くないけれど、マスクを持ってくればよかったかな。でも、大げさなマスク姿はあまり人には見せたくないよね。

　顔をしかめていると、ズカズカと磯村さんが中に入り、コピー用紙の束を山本さんに渡して追いはらう。

「ありがとう」

　そう言ってにこやかに去っていく山本さんを、ぼんやりと見送った。

　用事のあった自分が帰り、用事のないはずの磯村さんが残っていることを、彼は何も不思議に感じないのでしょうか。

「山本さんって、なんと言いますか……え、得がたい人ですね」

　たぶん、この状況を不思議に感じない人はいないと思うんだけど、彼が気にしている様子はなかったなぁ。

「あいつに常識は通じねぇよ。んで、何を補充するんだ」

「Ａ４と、Ｂ５……五束ずつ、です」

「はいはい」

　それぞれ台車に乗せてもらって、磯村さんの顔を眺める。

　……この人は、本当に何しに来たんだろう。

「……ありがと、ございます」

「バレたくないんだろ？」

　ポツリと呟かれた言葉に、無言で彼を見上げる。

「潔癖症。他の奴らには」

「あ……はい」

　静かな視線を向けられ、なんとなくいたたまれなくなって俯うつむいた。

　磯村さんにはバレたけれど、あまり人には知られたくない。それはその通り。

　潔癖症って、ある程度なら『仕方ないか』で済ませられる。でも私は〝ある程度〟を越えているから。

　知られて奇異の視線で見られたことも多いし、中には、磯村さんとは違った意味合いで面白がる人もいた。

　磯村さんみたいに、からかってはきても、一定の距離を守ってくれる人ならいい。だけど、そんな人ばかりじゃないのも知っている。皆、社会人だからそんなに酷いことはしないだろうけど、過去には悪意でもなく、ただ面白がっていじってくる人もいたし。

　大学の頃『ノート貸してね』なんて軽く持っていかれたときは、返してもらっても触れなかった。

　他の人なら簡単にできることが、私にはできない。

　自分で自分を守るためには、強くなるしかなかった。

　他人の力を借りない。他人に力を貸さない。

　だって……私の手だって、汚れている。

　皆は気にならないかもしれないけれど、私の皮膚にも無数のバイ菌や細菌、雑菌がいて、私の触れたものに移っていく。

　移って、増殖して、そして……。

「おい」

　声をかけられ、無言で磯村さんを見上げる。

「なんか言え」

「――れてる」

「は？」

「私も、汚れてる……から、近づいてほしくないですし」

「はぁ？」

「だって、バイ菌も細菌もたくさんいるなら、私の身体にだっているわけで、私が触れたら増えるじゃない」

「そりゃまあ、そうだろうな」

　呆れたような声音が聞こえて、磯村さんを睨む。

「だから、近づいてほしくないのに。ただ静かに余生を送りたいのに！」

　そう思っているのに、あなた、実は優しいし。

　優しくなんてされたくないし！

「余生……って、夢ねぇな」

　あっさり返ってきた言葉にイラッとした。

「夢なんてないわよ！　好きな相手ですら、怖くて触れられなかったんだから、夢も希望もない！」

「オーケー。あんたのトラウマに首突っ込んだのはわかった」

「トラウマじゃなくて事実よ！」

　私が叫んだら、彼は片耳を押さえて眉をひそめる。

「とりあえず、うるせぇ」

「うるさくて悪かったわね！」

　言った瞬間、磯村さんの目が据わった。

　ひやりとするような視線。だけど、ゾクリと熱量を感じさせる視線でもある。

「――ても、気ぃ失ってんじゃねぇぞ」

「え？」

　言葉が聞き取れず、呟いた瞬間に、眼鏡が外された。

　無意識に後ろに下がると、壁にぶつかった。軽い衝撃に息を吸い込む。

　その瞬間、煙草の香りと、重なった唇に、目を見開いた。

　唇は冷たくて。だけど、入り込んでくる舌はとても熱くて。

「……んぅっ！」

　絡め取られた舌先に暴れたら、壁に身体を押しつけられた。

　柔らかい。温かい。熱い。

　息が……。

　息ができない……。

　最後に軽く舌を吸われてから、離れていく唇。

　いつの間にか閉じていた目を開いたら、間近に磯村さんの視線。

　深い、深い色をした、黒い瞳。

「ああ……やっぱりな」

　……何が、やっぱり？

「あんた、泣き顔かなりクる」

　――この鬼畜!!

　そう思った瞬間に、彼を突き飛ばして、走り出していた。

　なぜか咄嗟に思ったのは、『逃げなくちゃ……』ということ。

　捕まる前に逃げないと。何から逃げるのかはわからないけど、怖いから逃げる。

　そして駆け込んだ先は、水瀬のいる医務室だった。




「はい。ですので、少し休ませたら早退させます」

　水瀬が内線で総務部の上司と話し終え、受話器を置く。

　それをぼんやり眺めてから、私は「ふぅ……っ」と溜め息をついた。

「ごめんね」

「いいわよ。あんたは普段の行いがいいのね。調子が悪そうなので早退させますって言っただけなのに、全く疑われなかったわ。だいたい、それで戻ったら何事かと思われるし。実際、私も思った」

　眼鏡がなくなっていて、涙でボロボロの顔。引っかけて破れたストッキング。

　実はリボンタイもなくなっていたし、ブラウスも第二ボタンまで外されていた。

　シュシュも外れ、乱れた髪が肩を覆っていて、まるで襲われた後みたいだ。

　いや、ある意味では襲われたんだけど。

「しっかし、まぁ～。磯村さんの噂は聞いてたけど、思った以上に手が早い」

「問題視するところは、そこじゃない」

　不貞腐れて呟くと、困ったような笑みが返ってきた。

「まぁ……ねぇ？」

　水瀬は診察用の椅子に座り、脚を組んだ。

「あんたの潔癖症をわかっていて、ベロチューかましてくるんだから、確信犯だ」

「どんな顔して、明日から出勤すればいいの？」

「そこは普通でいいって」

　普通でいいの？

「一応、大人の女なんだから、キスごときでうろたえないの。とりあえず、よく失神しないでここまで来られたと思うよ。進歩じゃない」

　進歩かな。進歩というより……。

「失神したら、何されるかわからなかった」

　真剣な顔を作って言ったら、水瀬の口元がひきつった。

「そこまで鬼畜か……磯村さん」

　水瀬は知らないから。磯村さんは、給湯室だろうが資料保管室だろうが気にしない人だもん。誰が来るかわからない、そんな場所でキスするような……。

　キス……二度目なんですが。

　確かに水瀬が言うように『キスごとき』なんだろうな。たとえ初キスであろうとなかろうと、キスはキス。

　キスしたところで死なない。死なないけどさぁ……。

　ぼんやりと両手を眺め、その手で磯村さんを突き飛ばしたことを思い出した。

「手、洗いたい」

「手？　唇じゃなくて？」

「磯村さんを突き飛ばしたから」

「あんたからっ!?」

　まさか、磯村さんが私を突き飛ばすわけがないじゃない。なぜそんなに驚くの。

「えー……。そっかぁ、なるほどねぇ。なるほど、なるほど」

「……何が」

「私には真似できないわぁ」

　感心したような水瀬に、眉をひそめて問いかける。

「だから、何が」

　ひとりで納得されても困るんだけど。

「いいよ。そのままでいなさいよ」

「うん……？」

　よくわからないけど、誰かが来る前に帰ろうかな。どうせキスごときでうろたえて、早退しちゃうような奴ですし。

「少し落ち着いた」

「そうみたいね。まだちょっと目が赤いけど」

「わかる？」

「誰かに聞かれたら、熱があるとでも言いなさいよ。もっとも……」

　水瀬はじろじろと私の全身を眺めて、ビシッと親指を立てた。

「その姿じゃ、あんたが伊原華子だとはわからないでしょう」

「私もそう思う」

　いつもの私とはだいぶ違うもんね。眼鏡をかけていないし、リボンタイはないし、髪も乱れているし。

「まぁ、誰とも会いたくないだろうから、ロッカーまでこっそり隠れながら行くといいよ」

「……いろいろ、ありがとう」

「私はこう見えてもお医者様だから、敬ってくれてもいいわよ？」

　水瀬は肩にかかった髪を、気取った仕草で払いのけ、すました表情でそう言った。

「遠慮しておくわ」

　お互いに小さく笑ってから、私は軽く手を振って医務室を出た。

　なんだか情けない。うろたえてばかりじゃいけないのは、わかっている。でも、あまり前向きにもなれない。

　いや、ここは前を向くべきでしょう。それでも生きていくんだし。犬に噛まれたと思ってさ。

　……犬。

　犬って、たまにヨダレ凄いよね。舌がベロンってなってるときもあるよね。

「可愛かわいい。犬は可愛いわよ！」

　ひとりで呟きながら廊下を速足で歩く。

　とにかく、マンションに帰ったら掃除しよう。

　掃除して、雑巾がけして、床はフローリングだから、綿棒で細かな溝の汚れも取って……うん。楽しくなってきた！

　決意を新たにロッカールームで着替えてから、自転車に乗って自宅マンションへ向かう。

　眼鏡、新調しなくちゃな。

　そんなことを考えながら。










衝動と衝撃




　あれからは本当に何事もなく……もちろん磯村さんからのアクションもないまま、また数日が経った。

「伊原さ～ん。メールを送ったんでぇ、社内報のチェックお願いしま～す」

　後輩の千せん里りさんの言葉遣いに、少しずり落ちた眼鏡を人差し指で上げる。

「語尾を伸ばさない。不愉快に思う人もいるから気をつけて」

「すみませーん。癖で～」

「外部の人の前では気をつけてちょうだい」

「はーい」

「返事は『はい』よ」

「はい……」

　無言になった千里さんを見てから、送られたメールを開く。

　社内報の管理は、今回、私の割り当てじゃないんだけどな。

　文章を追いながら、文面に眉をひそめる。

「会社内に不審者？」

「ブツブツ言ってる見たこともない人が、社内の廊下を歩いていたそうです～」

　私のひとりごとに千里さんが振り向いた。

　……きっとこの子、無頓着なタイプだな。近づかないように気をつけよう。

　でも……社内でブツブツ言いながらって……まさか私？　だとしても、知らんぷりでいいよね？

「……文章に問題はないわ。社内報、流していいわよ」

「はい！」

　……やればできるのね。

　そんなことを思いながら、仕事を続ける。

　世界はどんなときも回っている。いつも通りを心がければ、いつも通りの生活を送っていける。平和だわ。

「伊原さん。五番に内線です」

「はい」

　内線電話の受話器を持ち上げ、五番を押す。

「替わりました。伊原です」

『伊原さん？　プリンター直せます？』

　この声は、天敵磯村。最近見かけないし、内線の呼び出しもなかったから、少し油断していた。しかもなんですか、その用件。

「プリンターは直せません。業者を呼びますので、型番を教えていただけますか」

『ああ。ですよね。冗談です』

　内線、切っても問題ないかな。

　半目になりながら受話器を握りしめる。

「用件はなんでしょうか」

『二十三年度決算の報告書が必要で。経理に問い合わせたら、総務に聞いてほしいって言われまして』

「二十三年度決算報告書……お待ちください」

　引き出しからファイルを取って、経理部から保管を委託された件を視線で追う。

「ああ、総務部管理になっています。すぐ必要でしょうか？」

『あるなら取りに行きます』

　資料保管室のキャビネットの中だとう思うから、それだとすぐに来られても渡せない。私でも探し出さなきゃいけないレベルの古い資料だ。

　……ずっと座りっぱなしだから足もむくんできたし、今日はフロアに人が多くて気疲れしたし、いい運動と気晴らしになるかな。

「三十分程度、時間をください。後ほどお届けしますので」

『伊原さんが来るの？』

　後輩に持って行かせよう。

「後ほど、お届けします」

　彼の質問には答えずに内線を切った。

「席、外すわ。在庫管理表……任せても問題ない？」

　後輩たちの方を振り向くと、ひとりが片手を上げた。

「共有フォルダに入っているものなら、去年やったことがあります」

「そう。じゃ、お願いします」

　キャビネットの鍵を持ってからロッカールームに向かい、いつもの装備を持ち出す。

　人ひと気けのない区画に到着し、完全防備してから資料保管室に入った。

　キャビネットは積み上がった段ボール箱の奥だから、まずは段ボール箱をよけないと開けられない。男性社員に任せればよかったかもしれないと思いつつも、ファイルの入った段ボール箱をずらし始める。

「……あんたなぁ。そんな気がしてたが、いい加減にしろよ」

　急に背後から声が聞こえて、驚いて振り返った。

　ドア……開きっぱなしだったかな。いや、閉めたと思う。

　そこには、不機嫌そうな磯村さん。ツカツカ入ってくると、スーツのジャケットを脱ぎ、腕まくりを始めた。

「よけろ」

　睨まれて、よける。

「持ってろ」

　ジャケットを突きつけられて、それと磯村さんを交互に見る。そして眉を八の字に下げてみせた。

「手袋してんだろ。クリーニングにも出してある」

　指先でそっとジャケットを持ち、少し離れると、磯村さんが段ボール箱を移動し始めた。

「総務部にだって男手はあるだろうが」

「……まぁ」

「あんた、女なんだから、これくらいはやらせるべきだぞ」

　でもね。これは総務部の職務怠慢というか……。

「――す」

「言いたいことはハッキリ言え」

「目的のものを探せなくて、結果的にはもっと時間がかかると思います」

　磯村さんは呆れたような顔をして、段ボール箱を床に置いた。それから、キャビネットを振り返る。

「どれだけ伏魔殿なわけ？」

　思わずへらっと笑ってしまった。

「決算期しか整理しないんですよ。普段は他の業務もありますから」

「あっ、そう。だからって、女のあんたがすることでもねぇだろうが」

「私だってたまにはサボります」

　ここに来たがる人はいないから。

「ありがとうございます。よけていただけますか？」

　一瞬、視線が合わさる。磯村さんはジャケットを受け取ってからよけてくれた。

　……磯村さんは普通に接してくる。

　そうだな。やっぱり『キスごとき』ということなのだろう。

　キャビネットの鍵を開けて、決算報告書を探し始める。

　これでもない。あれでもない。こっちかな？

　そう思いながらファイルを探していたら、聞こえてきた低い声。

「どうだったよ？」

　……何が？

「案外、大丈夫だろ」

　無言になって眉根を寄せる。

　だから、何が……。

　そう考え始めた瞬間、何が大丈夫なのかを聞いているのに気づいて、戦せん慄りつした。

　まさかとは思うけれど、この間のキスのことを言ってるの？

　あれが大丈夫かと言われれば……そんなわけがないじゃない。

　何を根拠に！　なんの権利があって！　ふざけないで！

　心の中で罵ば詈り雑ぞう言ごんを叫ぶ。

　この間は優しくされて、ちょっと昔のことも思い出しちゃって、変な風にネジが緩んで八つ当たりしたら、結果があんなことになったわけだから……。

　そもそも言う必要はなかった、不必要なことまで喚わめいていた。だから今回はスルーしよう。

　私が無言でいたら、イライラとした不機嫌な声が飛んできた。

「無視かよ？」

「何を言えとおっしゃっているんですか」

「ファイル、見つかったか？」

「おそらく、この辺りのはずなんですが」

「俺も手伝った方が早い？」

「……急いで探します」

　磯村さんは腕を組み、指先でリズムを取っている。もしかして、急いでいるのかな？

「あ、ありました」

　ようやく見つけて振り返ると、すぐ目の前には磯村さん。真横には積み上がった段ボール箱。真後ろにはキャビネット。

　……どこかで見たぞ、この位置関係。

「なぁ？」

　片方の口角を上げて不敵に笑う磯村さんは、大魔王のような雰囲気。

「なん……でしょうか？」

「あんたも学習しねぇなぁ」

「普通、こんなことをする人はいませんから」

「俺は何回かしただろうが」

　そうだけど。確かにそうだけど。

　視線を下げて、どうしようか考える。

　こんなことする人は、会社にはいないと思うのが、普通でしょ。

　慌てているのがバレないように、とにかく真面目な表情を取り繕って顔を上げた。

「それじゃ、あまりにも不真面目です」

「俺の本領発揮は営業だしな」

　言葉だけ聞いていると〝素敵〟だけど、態度が全く〝素敵じゃない〟から！

　私はひびが入りそうな顔を引きしめる。

「真面目に営業している姿が思い浮かびません」

「そりゃそうだ。あんたはまわりを見ないから」

　見ない……と言われれば、見ない。そうかもしれない。

「あんた、明日の休みは何してんの？」

「何……って、関係ないで……」

『関係ないでしょう』とは、言えなかった。

　不敵な笑みを浮かべたまま、じりっと磯村さんが近づいてきたから。

「わ、私をいじめて楽しいですか」

「まぁな」

　あっさり答えるな！

　焦って視線をさまよわせ、逃げ場を探す。

「こ、肯定しますか、普通」

「普通じゃねぇんだろ。きっと」

　そうだね。あなたは鬼畜だ。間違いなく鬼畜。

　持っていたファイルを突きつけて身体を押したら、磯村さんが少しよろめいた。その隙間をすり抜けて、素早く棚の後ろに隠れる。

「……逃げ足、早いよな」

　少しだけスーツに触ってしまったけれど、あの状態でいるよりはマシ。

　私だって、伊達に潔癖症を二十八年やっているわけじゃない。ホコリまみれの段ボール箱にも触ったから、制服はとっても脱ぎたいけれど、今は我慢できるくらいの社会性だって身についている。それは大まかに言うと、水瀬のおかげではあるけれど。

「キャビネットの鍵、閉めさせてください」

「閉めればいいじゃん」

『おいでおいで』をされて、キリキリと歯を食いしばる。

　遊ばれてる。絶対遊ばれてる！　なんだか無性に腹立つー！

「あんた、普通だよなぁ」

　磯村さんがしみじみ呟いて眉を上げたから、私はぱちくりと瞬まばたきする。

「普通……ですか？　私が？」

「まぁ、似た者同士だなぁ、と思って」

　誰と誰が。私とあなたがですか？　まさかでしょ？

　私の思いが通じたらしい。磯村さんは持ったファイルを振りながら、軽く目を細めて片方の口角を上げる。

「あんたは潔癖症を人に知られないように生きていて、俺はこの性格を知られないように生きているわけだろ？」

　……この性格って、鬼畜な性格のこと？

「社会生活ってのは、多数決の世界だからな。少しでも人と違えば、一気につま弾きに遭う。拒否されたり、興味半分に近づかれたり、反応はさまざまだが」

　驚いてはいけないのかもしれないけど……たぶん、驚いてしまうのは失礼なんだろうけど。

　普段は軟派な磯村さんが、真面目な顔をして、真面目な話をしている。

「……あんたさ」

　深い深い溜め息つきで、睨まれた。

「はい？」

「かなりわかりやすく表情変わるから、馬鹿にしてんのはわかるんだぞ？」

「……すみません。驚いちゃって」

「まぁ、いいけどよ。だいたい、俺だって知ってる。自分がいらんことを言う奴だってこと」

　うん。いらんことを言うっていうか、ひとこと多いっていうか、行動が鬼畜っていうか。

「意地張ってる女を見ると、無性に泣かせたい衝動に駆られるし。壊したいともたまに思うが」

　いやいやいやいや。それはそれでどうなのか。そんなカミングアウトされても困る。

「そんな本性を晒さらして生きてけるほど、世の中は甘くはないしな」

「はぁ……」

「だけど、あんたには包み隠さず接してるのに、何も知らないみたいに、他の奴らと同じように〝普通〟に接してくるよな？」

　普通って……話しかけられたら返事をするのは普通じゃないのかなぁ。それとも、嫌だと思ったら嫌悪感を丸出しにしながら、会話も一切しないもの？

　考えたことはなかったけれど、そういう意味では、私も普通じゃないからかもしれない。たぶん一般的な常識の範囲内の〝普通〟を装うのがうまくなった。

「だからな？」

「はい？」

「あんたは面白い」

　そう言って、磯村さんはキャビネットの前からどいてくれた。触れ合わないようにしてすれ違い、キャビネットに鍵をかけて振り返る。

　資料保管室のドアを開けながら、磯村さんはファイルを持ち上げてふっと笑った。

「ファイル、サンキューな」

「いえ。仕事ですから」

　やっぱり小さく笑って、磯村さんは出ていった。私は三角巾とゴーグルを外しながら、なんとなく腕を組む。

　いつもと違う真面目な磯村さんは、何がどう……というわけじゃないけど、どこか、何かが不思議だ。

　そう考えて、言われたことに気がついた。

「そっか。明日は休みか」

　きっと、洗濯して、掃除機かけて、スーパーで買い出しかな。

　私の休日なんてそんなもの。人の多い場所に出かけるとろくなことはないし。

　たわいないことを思いながら、私も資料保管室を後にした。




　そして、就業時間を過ぎた時刻。

　定時すぐのロッカールームは混み合うから、少しだけ棚の整理をしてから、総務部を出る。エレベーターもこの時間帯は混むため、階段を下りるのが日常。思えば健康的かもしれない。

　空いてきたロッカールームで着替えをして、駐輪場から自転車を引き取り、マンションに向かって漕こぎ出す。

　買い出しは今日にしよう。

　そう考えていつものスーパーで買い物をした帰り道、磯村さんを見つけた。

　……普通、ここまで頻繁に知り合いに会うものなんだろうか。

「買い出しか？」

「はい。夕飯の材料を適当に」

「ふーん」

　そう言いながら、磯村さんが隣を歩くから、私も自転車を降りて歩く。

「営業なのに、定時上がりですか？」

「営業だからって毎日は残業しねぇよ。接待なんかも原則禁止されてるだろ」

　そうですね。最近は、残業するなってうるさいし。

　私はうっすらと微笑んだ。

「総務も、忙しいのは決算期と〝月つき一いちさん〟の締め切り前くらいですね」

「ツキイチサン？」

「広報部がメインの仕事ですが……社内報の小冊子の制作に追われます」

　各部署の社員のインタビューや、部長クラスの対談やら、そういったものが載った、たった四ページの冊子だけど、フルカラーの社内報の制作はかなり大変だ。

「あー……毎月配られてる奴か。あれはあんたらも作ってたんだ」

「名前も覚えてもらえない社内報ですけどね」

　広報部は毎月ネタに悩んでいる。社員用に作られる専門誌だから、ある意味マニアックにしなくちゃいけないしね。

「煮魚、食いたいな」

　話の流れとは関係のない唐突な発言に、磯村さんを見上げる。

「え？」

「前に住んでたところなら、近所に定食屋があったんだが、こっちはファストフードか洒落た店しかねぇ」

「自炊しないんですか？」

「するように見えるか？」

　見えないけど。

「で、なぜ、私を眺めるんですか」

「そう言ったら、作るかな～と」

　爽やかな営業スマイルが飛び出して、鼻で笑ってしまう。

「作りませんよ。だいたい、磯村さんをうちにご招待するつもりもないですから」

　その発想は、いったいどこから出てくるの。

　呆れたら、すねたような顔をされた。

「冷てぇな」

「なんとでも。か――」

『関係ない』と言いかけて、口を閉じた。

『関係ない』は言わない方がいいように思う。前に食事に誘われたときみたいに、挙げ足を取られたくはないし。

　その後は無言で歩き続けていると、磯村さんは「コンビニで買い物するから」と言い、そこで別れた。

　それからそのままゆっくりと歩いて帰り、マンションの駐輪場に向かった。

　実家を出てからかなりの期間になる。このマンションに来てからは、五年くらい。

　電車を利用するのは稀まれだけど、駅まで徒歩で五分圏内。近くにはコンビニも、清潔そうなスーパーもあるし、なかなか好条件だ。

　家賃は少し高いけど、オートロックで、管理人も二十四時間体制。寝室とリビングは分かれているし、バス・トイレももちろん別。これは譲れない。

「遅かったな」

　急に声をかけられたのは後ろからで、聞き覚えのあるその声に、びっくりして振り返った。

「磯村さん？」

　彼はコンビニの袋をガサガサさせつつ、ズボンのポケットに片手を入れたまま近づいてくる。

「何しに来たんですか？」

「……何しにって言われてもなぁ」

　それはそれは胡散くささ漂う笑顔で、ポケットから何かの鍵を取り出す。

「何に見える？」

「何って……鍵、でしょ……？」

　ありきたりな鍵だと思う。どちらかというと、普通の家の鍵。

　……見たことあるような形状。いや、実際に見たこと……が、あるかも。私も持っているかもしれない。

「磯村さん。最近、こちらにお引っ越しされてきたんでしたよね」

　総務部は住所変更も担当している。だけど磯村さんの家がどこだったかなんて、あまり気にしていなかった……。

「そう言ったよな」

「それって……あの、もしかして……」

「最近は、近所に引っ越しの挨あい拶さつする風習なんてなくなったからなぁ」

　彼は微かに笑って、マンションの自動ドアをくぐり抜ける。

「よろしくな。お隣さん」

　嘘うそでしょー!?










夢は見ない




　総務部に提出された転居届の書類をこっそりと探して、頭を抱えていたのは数日前。

　何回見ても住所に変わりはない。磯村さんは間違いなく、私の隣人になったらしい。もう見なかったことにして仕事をしよう。

「伊原さん。企画室の退職者にお渡しする書類って、どれでしたかぁ？」

「三番の棚の、右からふたつ目のバインダー。相手が後ご藤とう幸さち子こさんなら、確定拠出の書類も説明してあげて」

　毎日、何かしらの業務があるから決して暇じゃない。だけど忙しさには次第に慣れてくる。

「伊原さん。人事の久く住すみ部長のお母様が亡くなられたそうで、お花代をどうするかって、経理から内線が……」

「わかった。替わるわ」

　経理の問い合わせに答えてから、パソコンに向き直る。

「伊原さん。今日の十五時にＡ会議室は空いてましたか？」

「今月の会議室管理は松まつ山やま君です」

「伊原さぁん、備品のことなんですけど……」

「さっきからなんなの、あなたたち。質問ばかりで」

　振り返ると、後輩たちが笑みを浮かべている。

「伊原さん、聞けばなんでも答えてくれるから」

　なんでもは答えませんから。

　少し脱力して一瞬目を瞑つむると、引き出しから青いファイルを取り出した。

「聞かないで覚えなさい。新卒じゃあるまいし」

　パラパラめくって備品リストを抜き取り、それを一枚コピーして後輩のデスクに乗せる。

「今日は勤怠管理で忙しいの。よろしく」

「伊原さんの虎の巻もらった」

　その言葉に、ずり下がる眼鏡を指で上げてから睨んだら、さすがに後輩たちも黙り込んだ。

　よし。静かになった。

　勤怠管理は大変なのよ。分担してはいるけど、ミスすると人事がうるさいし、経理のお小言も頂戴する。社員の給料に直結することだから気が抜けない。

　外注してしまえばいいのにと、いつも思いつつ、これも業務の一環だと割り切る。

　見れば、勤怠管理を割り振られた子たちは、この騒ぎにも不参加でパソコンに向き合っている。

　それでいいのよ、それで……というか、どうしたのよ、この懐かれ方。

　今までは落ち着いて、どちらかというと淡々と仕事ができていたのに、今になってこの感じ。

　どうしてこうなったのか、全くわからない。でも、仕事は待ってくれない。だから、頑張るしかないのだけれど……。




「だからって、弁当持参で医務室に昼休憩しに来る人はいないわね」

　昼休み。水瀬の冷たい視線は無視して、微笑みを浮かべながら使い捨てのお弁当箱を彼女に渡した。

「賄わい賂ろよ」

　水瀬も苦笑して受け取ったお弁当を机に置くと、自分のお茶を淹いれる。

「医務室は消毒薬の匂いが強いから、『楽しくお弁当』とはならないと思うのは、私だけかしら？」

　それはそうかもしれないけど、会社内で、ここまで綺麗な場所もないと思うのね。

「いつも華子は休憩室で食べていたじゃない」

「最近、なぜだか、後輩たちが寄ってくるの……」

　懐いてくる彼女たちに悪気はないだろうけど、こちらは気が気じゃない。

「よかった……じゃない？」

「私はよくない」

　文句を言ったら、水瀬にクスクス笑われた。

「そうなるわよね。まぁ、どうしたものかな？　気苦労が増えただけね、あんたの場合は」

　その通り。だから、気心も潔癖症も知っている水瀬の近くは安心する。

「ところで、磯村さんはどうしてる？」

「え？」

「最近、あまり話を聞かないから」

「ああ……」

　近頃は顔を合わせることもないから。

　そもそも、総務部は四階で、磯村さんのいる営業部は七階。普段はそんなに接点が多いわけでもない。家がお隣さんだとしても、出勤時間が違えばそんなものだと思う。

「さぁ？」

「『さぁ？』で終わらせないでよ。あれだけつきまとわれてたのに」

「あっちも仕事が忙しいんでしょ。新しいプロジェクトがいくつか立ち上がっているみたいだし」

　総務部にいると、結構いろいろなことがわかる。会議が頻繁な部署はどこだとか、残業が多いのはどこだとか。

「暇なときに遊んでただけでしょ」

「華子にキスしておいて？」

「挨拶代わりじゃないの？　だって……」

　他の女性とは絡み合ったりしていたし。

「犬に噛まれたと思って、忘れることにしたの。どうせ暇潰しにからかってきただけだろうし、磯村さんは他にも付き合いがあるでしょうし」

「付き合いねぇ」

「そうそう」

　絡み合っちゃうような付き合いは、私のガラじゃない。

「だいたい、私に普通のお付き合いなんて無理。社会生活すら、ままならないのに」

　片手を振って答えると、背後から低い声が割り込んできた。

「無理と思い込むから無理なんだろう」

「そんなことを……」

　言われても？

　水瀬はお茶を片手に、眉を下げて口を閉じていたので、慌てて振り返った。

「頭でばっかり考えてるから、そんな風になるんだろうが」

　そこには、不機嫌オーラ全開の磯村さんが立っていた。

「……な、何しに？」

「ケガ」

　ヒラヒラさせる手の平から滴したたる、赤いもの。

「流血!?」

「手当てしますから、こっち来て、座ってくださいね」

　素早くお仕事モードに移行した水瀬が立ち上がり、私は邪魔にならないようにベッドの方へ移動した。

　磯村さんはそんな私たちを交互に見てから、それぞれのお弁当を見つけたみたい。

「伊原さんの友達って、女医さん？」

　椅子に座りながら不思議そうに言うから、私は顔をしかめた。

　だったらなんだと言うの。

　私が黙っていると、傷の具合を診みていた水瀬が、不思議そうに磯村さんを見る。

「またパックリ切りましたね。営業部で何があったんですか」

「ガラスの花瓶が落ちてきたので、受け止めただけ……なんですが、手の中で割れまして」

　営業部にある、ガラスの花瓶？　あれかな、入口付近に飾ってあった奴。営業部の子が毎日花を活いけていたから放っておいたけど、危なかった……かぁ。

「私、片づけに行きますね」

　立ち上がろうとしたら、磯村さんが手を振った。

「すでに連絡してあ……っ」

「ああ、ごめんなさいね。少し痛いですよ～？」

　痛そうな磯村さんに優しく笑いかけながら、傷口に消毒薬を塗り込む水瀬は、ある意味で怖い。

「破片はないみたいですね。利き手は右手ですか？」

「……はい」

「利き手じゃなくてよかったですね。縫っちゃうけど、麻酔はいらないですよね？」

　そう言って一度離れた水瀬に目をやってから、磯村さんはちらりと私を見た。

「あんたの友達、サド？」

　鬼畜も似たような種族だと思うの。

　私が無言でいたら、水瀬が天使のように微笑んだ。

「毛細血管が多いから、流血すると派手ですけど、五針くらいでしょ」

「って、マジでここで縫うの？」

　焦る磯村さんも楽しいけれど、笑顔の水瀬はやっぱり怖い。

「私、医師免許ありますから」

　あるけどさ、水瀬さん。

「冗談よ。応急処置だけ。紹介状出すから、後は華子が手配して」

　手配は総務部の出番よね。

「内線、借りるね」

「はいはい」

　水瀬がおとなしく応急処置をしている間に、私は総務部に連絡して、磯村さんを病院に行かせるための手配をする。

「華子。確か見まわりのときに、他のフロアにもガラスの花瓶があったと思うんだけど、どこだったか忘れた」

「うん。社内通達もお願いしておいたから大丈夫」

　内線電話の受話器と耳元を拭いてから、水瀬を振り返る。彼女から紹介状を渡されて、磯村さんを見た。

「病院、行ってください」

「ひとりは嫌だな」

　子供かい。

「行けるでしょう。わかりやすい位置にありますから」

「ひとりだとサボるけど、オーケー？」

　そんなオーケー、出せません。

　無言でいたら、楽しそうに微笑まれた。

「よし。拉致して行くか？」

　腕を掴まれそうになって、急いで距離を取り、作り笑いを浮かべる。

「歩いて行きましょうか」

「わかってくれて嬉しいよ」

　どうしてすぐに追いつめようとするのよ、この鬼畜。

　そんなことを思ったけれども、仕方がないのでついていくことにする。水瀬にお弁当の残りを押しつけて、医務室を後にした。

「……医務室の女医は美人って噂だったが、ありゃ美人なだけじゃないな」

　呆れ半分、恐ろしさ半分という複雑な表情で、磯村さんは医務室のドアを振り返る。

「往診鞄かばんは持ってますから、下へ手たなことを言うと本当に縫われますよ？」

「医師免許は本物なんだ」

　感心したような声音に、なんとなく誇らしくなって頷いた。

「もちろん。あれでも、救急医経験者の産業医です。今はもっぱらメンタルケア中心ですが」

　エレベーターホールのボタンをボールペンで押すと、磯村さんに見下ろされる。

「あんたが前向きな潔癖症の理由か？」

「……なんですか、それ」

　前向きな潔癖症なんて聞いたことないわ。

　そもそも、前向きなら細かいことは気にしないでしょう。気にしないなら、潔癖症にはならないでしょうよ。

　エレベーターが来て乗り込むと、なぜか磯村さんに吹き出された。

「今度はなんですか」

「あんたの名前、華子っていうんだ」

　華子で悪いか。子供の頃は〝ババア〟とか、〝トイレのはなこさん〟とか、散々からかわれたし。

「あー……からかわれた口だな」

　察しないでほしい。どちらかというとスルーしてほしい。でもきっと、そうしないのが磯村さんなんだろうけど、このままからかわれるのも嫌だし……。

「それにしても、営業部は最近、忙しそうですね？」

「ああ。企画室と合同のプロジェクトも始動したからな。やることは変わらねぇけど」

「残業も増えてますけどね」

「睡眠は減ったけどなぁ」

　磯村さんがボヤいている間にエレベーターは一階に着いて、彼はよそ行きの爽やか営業マンの顔をする。

　……どれだけ外面いいんだか。

　エントランスを抜けて受付の前を通り過ぎたとき、私たちの姿を見て顔を見合わせている受付の子たちに気がついた。

　また、変な噂にならないといいけれど。

「最近、伊原さんの方はいかがですか」

　人前だからか、磯村さんは先ほどとは打って変わって敬語で話しかけてくる。

「何がです？」

「忙しいですか？」

「総務部も変わりないです」

　忙しいのはいつものことよね。人事の辺りはすでに火が点いているみたいだけど。

　もうすぐ行われる株主総会は秘書課が中心に動くから、総務部はそのお手伝い。それは毎年のことだから、普段と代わり映えしない。

　その後の源泉徴収時期が一番忙しい。毎年、必ずひとりはいるんだよね。生保の控除証明なくして泣きついてくる人だとか。でも、それだって当たり前のことで、想定の範囲内。

　会社の自動ドアを抜けた途端、力が抜けたような声が降ってきた。

「あんた、麻ま痺ひしてんな～」

「何がですか？」

「総務部の他の奴は、大変だって愚痴ってたぞ？」

「他の奴？」

「この間、総務と営業で飲み会やったときにアドレス教えられた」

「……へぇ」

「そいつから、毎日のように愚痴メールが送られてくる」

「……そう」

　磯村さん……うちの部署の子と、メールしているんだ。

「それを普通だと思ってるだろ、あんた」

　普通のことだと思う。仕事である以上は捌さばいていくだけだし、捌ききれなければ割り振って分担するだけ。それって、当たり前のことじゃないの？　進捗率が悪ければ、誰かにしわ寄せが来るかもしれないけど、そういうときは気づけば課長や主任が割り振り直しているし。

　そう思いながらも、首を傾げる。

　なるほど、総務部も今は忙しいから、あんなに私に質問が飛び交うのか。

　それからは無言で病院に向かい、磯村さんの手の平は六針縫われた。

　労災だな。

　ぼんやりと考えつつ、どこか釈然としないというか、頭の片隅にわだかまりが残る。

　自分の部署のことなのに、違う部署の人にそんなことを言われたからかな。私は本当にまわりのことを見ていないと言われたようなものだからかな。

　なんだか、心の中がもやもやして、イライラする。




　そして治療が終わって会社に帰ると、磯村さんは受付の子に呼び止められて話を始めたから、そこで別れた。

　総務部に戻ると、ちょうど多少手が空いたという人に、主任が仕事を割り振り直していた。

「伊原さん、おかえり。磯村さんのケガはどうだった？」

「はい。六針のケガでした」

「就業中のものだから、労災申請だな。書類、営業部に渡さなけりゃ」

「社内メールで送ります」

「連絡もよろしく。それと伊原さん、牧まきのフォロー頼めるか？　あいつ、ちょっとミスってなぁ」

　振り返ると、パソコンにかじりついていた牧君が、少しだけ嫌そうな顔をするのが見えた。

　そうだね。嫌な顔もするよね。午前中、私は後輩たちの質問をバッサリ一刀両断にしたんだから。

「どこをミスしたの？」

　私が聞くと、彼は少しだけ驚いたような顔をして、ポカンと口を開けた。

「えっと、法務部への連絡事項で……」

　そう言って尻すぼみになる声音に、目を細めて息を吐き出す。

「あそこは小さな文面のミスにもうるさいから、気にすることはないわ。共有フォルダの私のファイルに、法務部用の書類作成例を入れてあるから、見ておいてくれる？　私は労災申請のメールを営業の磯村さん宛てに送らないといけないの」

「え。見てもいいんですか？」

「聞けないなら、盗むしかないでしょう」

「いや、あの……その。い、伊原さんに聞けないわけじゃ」

　聞きにくいでしょうよ。私は親切じゃないし、親切にもしてこなかったし。

　質問されれば答えるけれど、質問されなければ教えないし。

　きっとこれからもそう。いっそ社会から弾かれてしまった方が楽なのかもしれない。弾かれて、ひとりになって……。

　そうすれば、他人を煩わずらわせなくて済むし、自分だって煩わされない。そのつもりでこれからも生きていくんだろうし。

　それでも、寂しいから、人の中にいたいから、我慢しているのかもしれない。そんなときもあるのかも。

　我わが儘ままだな。人に近づいてほしくはないくせに、ひとりは寂しい……なんて自分勝手すぎる。

　輪の中に入れれば、それが一番いいことなんだろうけれど……。

　触れるのが怖い。触れられるのも怖い。

　矛盾だらけで、ぐちゃぐちゃで……それでも〝普通のふり〟をするのは上手になった。上手にならなきゃ、寂しくなるから。










それぞれの普通




　広葉樹の葉が、ちらほらと落ちてくる季節。静かに仕事をして、静かに退社する。

　業務もちゃんとこなすし、聞かれたことにもきちんと答える。後輩たちのフォローにも、たまになら回るように心がける。

　そんな毎日を送っていたら、後輩の千里さんに顔を覗のぞき込まれた。

「先輩？　最近、疲れてませんかぁ？」

　大きい瞳を心配そうに細めた状態でそんなことを言われて、首を傾げた。

「そう？　普段と同じだけど」

「そうですかねぇ～？　でも、なんか覇は気きがないっていうか～」

「それより、語尾は伸ばさないでって言ったでしょう」

「はぁい」

「間も伸ばさないの」

「はい」

　千里さんは無頓着だけれど、素直でもあるから、話していて気楽かもしれない。誰にでも変わりなく話しかける彼女は、私に対して身構えることもないから。

「伊原さん。磯村さんから、書類について聞きたいって内線が入ってます」

　呼ばれて振り返り、内線の受話器を持ち上げ、光っている内線番号のボタンを押す。

「替わりました。伊原です」

『ああ、伊原さん。労災申請の書類についてなんですが、治療費の金額がわからないんです』

「名前と治療日だけ記入して、印鑑を押していただければ、その項目はこちらで記入してから処理しますので問題ないです。治療費は直接会社に請求されていますので」

『そういう処理になるんだ。こんな申請をしたことある奴はまわりにいなかったんで、どうなのかと悩みました』

「そうですか」

『……伊原さん？』

「はい」

『元気か？』

「はい。問題ないです」

『……それならいいけど』

「では、書類をお待ちしてます」

　磯村さんが内線を切るのを待って、受話器をウェットティッシュで拭き取る。

　顔を上げると、厳しい表情の千里さんが近づいてきた。

「先輩。医務室に行った方がいいです」

「医務室？」

　どうして私が医務室に行かなくちゃいけないの？

　真剣な千里さんをぼんやり見つめ返す。

「絶対、どこかおかしいですって、先輩」

「別に、調子は悪くないけれど」

「いいですから。行ってきてください」

　よくわからないけど、千里さんに言われるままに医務室に向かった。

　中では、水瀬が何かの書類にサインをしている最中で、私の顔を見るなり不思議そうに首を傾げた。

「どうかした？」

「ううん。どうもしてない……けど、後輩が医務室に行けって」

　水瀬は腕を組み、私をじっと見てから顔をしかめると、診察用の椅子を示す。

「……で？　私にも、なんともない顔には見えないけれど」

「顔……？」

　顔がどうかした？　椅子に座りながら、首を傾げる。

　毎朝、鏡は見ている。今朝は顔色も普通で、体調も普通で……。

「誰かに触られた？　それとも、磯村さんにちょっかい出された？」

　言っている意味がわからない。でも、水瀬も千里さんも、私がどうかしていると思っているらしい。

「何か、ストレス溜まってる？」

「ストレス……」

「医者としてじゃなく、友達として言うけど、何もないって顔じゃないのよ」

「そう？」

「目が死んでる。あんたは結構わかりやすく表情が変わるのに、今はそれが一切ない。あんたをここに送り出した後輩を褒めてあげたいわね」

「確かに最近は後輩のフォローにも回るから、身体に触らないように気が気じゃないよ。でも、私は何も……」

「気づいていないから、危ないんでしょう」

　断言されて、また首を傾げる。

　人に触れないように気をつけているのは、普段と変わりない。触れると嫌悪感が酷くなるから。昔は他人の服に触れるのさえ嫌だったけど、最近は肌に直接触れない限りは、あまり気にならないようになった。

　誰かに何かされたわけでもないし、わからない。

「なんだろう？」

「……思いつかないのね」

　だって〝普通〟にしてるだけ。いつも通り出社して、仕事をして、退社するだけ。普通に生活……できていると思うけど。

　違うのかな？

　違うって言われても、私が理解できていないから〝普通〟にできない？

　水瀬は困ったような顔で見ている。別に困らせたいわけじゃないのに。

　ああ、本当に世の中は多数決だ。多数決に参加できない人間には、どうしたらいいかもわからない。

「……普通が、わからないのかも」

　ポツリと呟いたら、水瀬の手がピクリと動いた。

「誰もあんたに『その他大勢と一緒の行動を取りなさい』とは言ってないわよ？」

「ああ、うん。まぁね」

　うまく言えないけど。

「それに、言っておくけれど、あんたは異常じゃないわよ」

「潔癖症は異常じゃないの？」

「汚いものが好きな方が変わっているでしょ」

「でも、触れただけで気持ち悪くなる人もいないと思うの」

「極端なだけでしょうが。現に、誰かさんとはキスしても吐いてない」

　そう……だけど。

　一度目は気持ち悪くなったけれど、吐けなかっただけだし、二度目は唇よりも手の方がムズムズした。だから手を洗いたくなったし。

　妙な感覚を起こさせる人。スケベだし、鬼畜だし……。

　そうよ。鬼畜なのよ。人のことをからかって振りまわすくせに、自分はなんでも知っているって顔で意見もしてくる。確かに私にも非はあるんだけど、磯村さんは関係ないじゃない。

　そう……関係ない。友達でもなんでもない。単に同じ会社に勤めている、ってだけのお隣さんよ。関係ない彼のことを考えている時点で、私は馬鹿なんだわ。だいたい、会社でしか接点がないし、連絡先すら知らないような相手よ。

「世の中は難しいわね」

　ムスッと呟くと、水瀬は笑いながら頷いた。

「ちょろいとは言わないけどね」

　そう言いながら、彼女は肩を竦めて脚を組む。

「……少しは落ち着いたみたいね。般はん若にゃみたいな顔してる」

　え。それはそれでまずいんですけど。

　自分の顔に触ったら、ますます水瀬に笑われた。

　そして「また何かあったら来なさい」と言われ、医務室を後にした。

　だいたい、今は忙しいんだから、医務室に行ってる場合じゃないのに。

　でも、しばらくはかかるかな、後輩たちのフォロー。これも仕事の一環だし、見て見ぬふりしてきた私も悪いしね。

　あれこれ考えながら総務部に戻ると、なぜか騒がしかった。

「どうしたの？」

　声をかけると千里さんが振り返り、それから後輩のひとりを指す。

「ミスしちゃったらしくて」

　見ると、彼が主任に叱られている最中だった。

「……発注のこと？」

「はい。書類の数値、間違ったまま発注してしまったみたいで」

　それはいろいろまずいけど、怒るより先にすべきことがありそうな気がする……と思っていたら、課長が先に動いた。主任から問題の書類を取り上げ、ざっと眺めてから顔を上げる。

「伊原君、柿かき沼ぬま工業に頼んで数値を二百に変更。千里君、イーシー・クラフトワークに連絡。なんとか百にできないか交渉してくれ。牧君は……」

「あ……イーシー・クラフトワークなら、私の方が話は通るかと」

　片手を上げると、課長が微かに笑った気がしたけど、それは一瞬のこと。私はすぐに千里さんへ振り返っていた。

「柿沼工業は、工場長の乃の坂さかさんって方に連絡して。あくまでも下手に、そして甘えるように」

「あ、甘えるんですかぁ？」

「乃坂さん、人情家だし、若い子に弱いから」

「せ、先輩ぃ」

「私に甘えない。しっかりして！」

　デスクに戻るとすぐに、パソコンに保存していたイーシー・クラフトワークの浅あさ田ださん直通の電話番号を探し出す。この人は乃坂さんとは逆に事務的で融通が利かないから、千里さんには荷が重い。

　連絡がつき、冷たく突き放されながらもひたすら交渉。途中、フロアに磯村さんの姿が見えたけれど、他の子が対応していた。

　そうして話し終え、カチャンと受話器を置くと、皆の視線に緊張が走る。気づけば私は、かなりの時間を浅田さんと話していたらしい。

「……えーと、すみません。二百で折り合いがつきました」

　課長が肩を落としながらも、少し安心したように笑顔を振りまく。

「まぁ、千よりはいいだろう。悪いことしたなぁ。すぐにライン止めてくれたんだろうなぁ」

　百が千に……そんな大きなミスだったんだ。

「お疲れさん。これで通常業務に戻れるが……発注体制を少し変更しよう。確認がずさんな気がする」

　主任が課長に呼ばれて出ていく。先ほどまでずっと注意を受けていた後輩は、皆に頭を下げていた。

　それを見るともなしに見て、デスクに置かれた書類に気がついた。

　磯村さんの労災申請。そこに黄色い付ふ箋せんが貼られている。

【お疲れさま】とたったひとこと。

　なんというか……磯村さんが、たとえエロ鬼畜であろうと、胡散くさい爽やか営業マンであろうと、少しだけ、モテる理由が理解できた気がした。

「伊原先輩。先ほどはアドバイスありがとうございましたぁ」

　千里さんが近づいてきて、私の顔と、手にした書類とを見比べる。

「顔が赤いですよぉ？　やっぱり具合悪いんですか～？」

「ち、違うわ」

　それから、書類の付箋と申請者の名前を見て、にんまりと笑う。

「先輩、磯村さんに好かれてますねぇ」

「絶対に違う」

「えぇ～？　そうですかぁ？　結構、先輩には気を遣っているように見えるんですけどー」

　そりゃ、彼には潔癖症がバレているし。そういった部分では気を遣ってくれているかもね。

　それに、二度も絡み合いを目撃した。そう、そんなこともあった。

「磯村さんって、男らしくて素敵じゃないですかぁ。営業の同期から聞いた感じだと、仕事中は真面目で、真剣な表情にもどこか色気があるって聞きましたし」

　うっとりと楽しそうに話し続ける千里さんに、瞬きを返す。

「いつもさりげなく大口の取引を成功させるけど、それを自慢することもないし、営業の中じゃリーダー的存在らしいですよー。仕事ができて、身長も高くて、イケメンで。恋人にするなら最良物件だと思うんですけどねー」

　そうなんだ。でも、恋人にしようとする気がないのに、変なことを言われても困る。

「そんなことより、仕事」

「はぁい。なんだか、週末前に仕事をしたって気分になりましたねぇ～」

「語尾は伸ばさない！」

「すみません～。癖でぇ」

　仕事がどんなに大変でも、気がつけば週末はやってくる。

　明日は何をしようかな。カーテンを洗おうかな。それともまたフローリングの溝を掃除しようかな。ソファのカバーは昨日洗ったし。

　そんなことを考えながら、落ち着いて通常業務に戻る。

「そういえば、千里さん」

「はい？」

「ありがとう。医務室に行けって言ってくれて」

「いいえ。だって先輩、疲れてたみたいですし～」

「そう、だったみたい……ね」

「明日は土曜ですから、ゆっくり休んでくださいねぇ」

　なんだか少し照れくさいな。

　こうしてみると私って、水瀬とはくだらない話はするけれど、それ以外の会社の人とは必要最低限の内容しか話をしたことがなかったらしい。趣味もないし、付き合いも悪いし。

　……そうか。これくらいなら、たぶん普通に話せるようになったんだ。




　退社後、いつものスーパーに買い出しに寄った。

「よぉ」

　……だから、なぜ、隣に、磯村さん。

「今日は早いんですね」

「営業先から直帰。残業してると経理に文句言われるし」

「まぁ……週五十時間くらい越えると、水瀬からも言われますね」

　私が眉を下げながら笑うと、一瞬だけふたりの視線が交わる。

「ああ。それで女医さん、営業部に顔出してたんだ。そんなこともするんだな」

「人事や総務関係に近いですからね。総務以上に、会社のリスクマネジメントに真面目に取り組んでます」

　……って、違う。どうしてこんなことをペラペラと、スーパーで並んで仲よく話してるんだ、私は。

　これって、〝普通〟になるのかな？

「夕飯は何にすんの？」

　まぁ、磯村さんには通じないか……と諦めて答える。

「……カレーライス」

「いいなぁ。俺の分もよろしく」

「どうして、磯村さんの分も作らないといけないんですか。友達でもないのに」

　迷惑そうに磯村さんを見ると、彼はにんまりとする。

「お隣さんじゃねぇか。なんなら、俺の家に来て作るか？」

「お隣さんだからって、作りには行かないでしょうよ」

　もう、本当に呆れちゃう！

　そう思ったのに……。

「んじゃ、キスした間柄ってことで。二度もキスした仲だし、作ってくれても損はないと思う」

　あ……あっさりと、ハッキリと、何を言ってくれちゃうんだ、あなたは！　それに損得の問題じゃないし。

「それは冗談にしても、今日の格好なら問題ないからついてこいよ」

「はぁ？」

　今日の格好なら？　黒のレギンスパンツに、白い無地のブラウスだけど。

　意味がわからなくてポカンとしていたら、カートからカゴを取り上げられた。そのまま磯村さんはスーパーの入口に向かう。

「飯食いに行こうぜ。あんた相手じゃ、きたねぇラーメン屋に連れて行くわけにもいかねぇから、ちょうどいいだろ」

「何がちょうどいいのか、理解できないです。それに、あなたと食事に行く理由が私にはないと……」

「関係、作ってもいいが、まだ拒否られそうだしな」

　カートを押しながら、立ち止まった磯村さんに追いついて見上げる。彼はニヤリと笑い、それから微かに目を細めた。

「一緒に飯食うのと、あんた自身が食われるの、どっちを選ぶ？」

　ご飯を食べるのと、私が食べられるのと……。

　わ、私!?

　カートごと退しりぞくと、その拍子に足がもつれて、あっさり転んだ。

「何してるんだ」

　持っていたカゴを置き場に戻し、私の手から離れたカートも戻してくれた磯村さんは、目の前にしゃがみ込む。

「意地張ってる女がタイプなんだよ。知ってんだろうが」

　なんとなくは聞いたけれど。

「わ、私は意地張ってるわけじゃないです。だ、男性を求めてるわけでもないですし」

「本当に？」

「本当に！」

　自分で言っておいて、なんだけど、恥ずかしいから聞き返さないで！

「じゃ、なんでキスに応えたわけ？」

　え？

「二度目は応えてくれただろう？　こじ開けなくても大丈夫だったし、舌も……」

　し……舌？

「絡んできたし」

　からかうように笑われて、背筋を何かが駆け抜ける。

　嫌な感じではないけれど、ゾクリとした慣れない感覚。

　私を見ていた磯村さんの瞳から、からかうような輝きが消え、漆黒の闇に色を変えた。なんだか冷たさも感じる。

　どこかで、何かで見たことがある。

　その漆黒の闇は……冷徹に、冷静に、獲物を狙う獣の目のよう。

「私……」

「ああ？」

「ご飯がいいです！」

　一気に言うと、彼の目は獣のそれではなくなって、いつの間にか聞こえなくなっていたまわりの音も戻ってくる。

　自分がどこにいるのか、すっかり忘れていた。

　磯村さんは息を吐きながら立ち上がって、それからじっと私を見下ろす。

「少し触るぞ」

　そう言いながら私の腕を掴むと、立ち上がらせてくれた。

「いつまでもこけてるんじゃねぇよ」

「あ、ありがとうございます」

　触れられた腕が熱い。ムズムズして、変な感じ。




　結局、スーパーから少し離れた洋食屋のオムライスを食べ、ふたり並んでマンションまで帰った。

　なんだろう。これって、普通のことなのかな？










日常化




　休み明けの月曜日。朝から冷たい雨が降っている。

　自転車通勤の私は、いつも家を早めに出るのが日課。今日みたいに天気が悪い日は自転車ではなく、空いている時間帯の電車に乗るために、もっと早く出ることになる。

「おはよう。早いな」

　部屋のドアの鍵を閉めているときに声をかけられたのは、ある意味で偶然だった。見ると、バッチリと決まったスーツ姿の磯村さん。

「おはよう……ございます」

　私は始発狙いだとしても、磯村さんは違うと思うんだけど。

「磯村さんも早いですね」

「おー……残業できねぇなら、早くに出社するしかないだろう」

　当然のように言われたけれど、あまり普通のことだとは感じない。営業成績トップクラスは伊達ではない……ということか。

「遊んでるだけで売り込みもできりゃ、世話ねぇよ。それなりに実績とデータが必要ってもんだ」

　彼が眠そうにあくびを噛み殺しているから、納得しながらも呆れて笑う。

「あんたは……電車か？」

「さすがにこの雨じゃ……」

　窓から見た景色は雨一色。ただでさえ木々の葉が落ちて灰色になった街並みが、よりいっそう暗く感じられた朝だった。

「冬も自転車なのか？」

「始発ですね」

「地下鉄の駅は遠いしなぁ」

　そんなことを話しながら、エレベーターに乗り込んだ。

「会社じゃないんだから、女は奥に乗った方がいいぞ？」

　操作パネルの前に立つ私に、磯村さんが呟いた。

「え？」

「背後にどんな野郎が乗り込んでくるか、わからねぇだろうが」

「あ……はい」

「あんた、そういうところ、迂う闊かつだな」

「はぁ……」

「まぁ、俺はそこにつけ込むけど」

　今後は気をつけよう。




　その後もあれこれ話しながら駅に着くと、私が切符を買っている間に、磯村さんは缶コーヒーを買っていた。

「朝、弱いんですか？」

「昨日の休みに書類眺めてて、寝るのが遅くなった」

「ところで、早朝出勤の申請、出してませんよね？」

　金曜日に出された申請書類は、労災申請だけだった気がする。

　改札を抜けてホームに立つと、磯村さんは無言で私を見下ろした。

「あんたもだろ？」

「私は時間を潰してから出社します」

「……申請したら、残業と変わらないだろ。だから裏技があるんだよ」

「警備員に、話を通してあるんですね」

「そういうこと」

　本来なら、早朝出勤の申請を提出して、出勤を前倒しにするのが原則。ビル全体の玄関が閉まっていて入れないから、早朝出勤者には前もってセキュリティカードが貸し出される。土日祝日も同じ扱い。もちろん、早朝出勤のデータも残る。

　だけど、警備員は二十四時間体制で働いているから、こっそり裏口から入れてもらう人もいる。これなら出勤データは残らない。こういうやり方をしている社員がいると、話には聞いたことがあった。

「秘密な？」

「あまり大っぴらにしないでくださいよ？」

「了解、了解」

　電車がホームに入ってきたので乗り込み、人もまばらな車両を眺める。

「座らないのか？」

「遠慮します」

「じゃ、着いたら起こして」

　座って目を瞑る磯村さんに視線を向けた。

　……私に言ってるの？

　降りる駅の直前まで悩んだ挙げ句、ボールペンでつついて起こしてみたら、少しだけ睨まれた。

　いや、だって、ねぇ？

　多少の愛あい想そ笑いを浮かべて、駅前で磯村さんと別れ、傘を差しながら近くの喫茶店に向かう。

　梅つ雨ゆの時期と冬には常連になる喫茶店。綺麗な店内が嬉しい。

　そこで紅茶を飲みながら時間を潰して、会社の玄関が開く頃に出社する。

　就業時間にはまだ早い。薄暗い廊下を歩いて、ロッカールームに辿り着いた。

　誰もいないように感じるけれど、どこかに、誰かは必ずいる空間。それがなんだか不思議。

　着替えてから警備室に向かい、顔見知りの警備員に挨拶をしてから、総務部の鍵を借りる。ドアを開け、電気を点けて、がらんとしたフロアに首を傾げた。

　早すぎたかも……しれない。

　いいか。できることから取りかかろう。

　そうしているうちに出勤してくる人も増え、朝礼を終えると一日が始まった。

　仕事はゆっくりでも確実に。それが総務部の基本。

　千里さんが眉根を寄せてメール画面を眺めているので、通りがかりに社内報の文章を勝手に確認。

「……経理の通達、抜けてないかしら」

「あ。やっぱり抜けてますか。ヤバ……」

「ヤバくない、ヤバくない。まだ間に合うから落ち着いて」

　そう言いながら手元の書類を眺めていたら、まわりがシーンとしていることに気がついた。

「何か？」

「いいえー。大丈夫です」

　……変なの。

「そういえば牧君、外に荷物を取りに行っているんだったわね。雨に濡ぬれて、風か邪ぜひかないといいけど」

　今度は皆からポカンとした顔をされていることに気づき、周囲を見渡した。

「……何？」

「先輩、悪いものでも食べましたかぁ？」

　はぁ？　なんの話よ。

「なんなの？」

「だって先輩～、『ヤバくない』とか言ってるし、牧の心配とかしてる」

　微妙な表情をしている千里さんを、無言で眺める。

　確かに、普段からきつい口調を心がけてはいるけど、後輩の心配くらいはするでしょうよ。そこを驚かれている私は、鬼か。

「心配……くらいするわ」

　わざわざ言わなかっただけで……。

「はぁい。ですよね～。先輩、丸くなりましたねぇ」

「そんなことない。とにかく仕事しましょう。そろそろ採用関係が佳境の時期だから」




　その後も仕事をこなして、昼休みには水瀬のところに顔を出した。

「……また、お昼休憩に来たの？」

「忙しい？」

「大丈夫だけど。相談……？」

　首を傾げる水瀬に、頷いてみせる。

「わかったわ。座って」

　水瀬は立ち上がると、ドアのところに【面談中】の札をかけてから戻ってきた。

「それで、相談って？」

　目の前に座って、水瀬は脚を組む。

「うん。どうやら、私は磯村さんに狙われてるらしい」

　そう言うと、彼女はたっぷり私を眺めてから頭を抱えた。

「今さらなの!?」

「うん。今さら。ご飯食べに行くか、私が食べられるか、どっちか選べって言われた」

「ほうほう」

「意地張ってる女が好みって聞いていたし、泣かせたいとかなんとかも言ってた気はするけど」

「ふむふむ」

　気のない返事に困って、水瀬を見つめる。

「真面目に聞いてよ。水瀬」

「真面目にって言われてもねぇ……」

　そんな風に情けないような顔をされても。

　水瀬は立ち上がると、ゆっくりお茶を淹れてから、また戻ってきて脚を組んだ。

「確かに、男って据え膳を食べる習性はあるだろうけど、あんたは明らかに据え膳にはならないでしょうが」

「ならないね」

　お局様スタイルは、そういう対象にはなりがたいと思う。

「まぁ、普段からきちっとしている女の乱れる姿に興奮する男もいるけれど」

「そうなの？」

「でも、ある程度の前提があるわよ。相手に多少の好意を持つって前提が」

　前提……ねぇ。

「磯村さんは、私に好意を持っているとは思えない」

「そう？」

「潔癖症を面白がられているとは思うけど」

「うーん。私は磯村さんとほとんど話したことがないから、人となりがわからないな」

　ふたりで難しい表情をしてから、お互いに顔を見合わせた。

「だけど、あんたは好意を持ってるよね？」

　水瀬ったら、何を根拠に言い始めた!?

「キスされても逃げ出すことができたじゃない。本当にダメだったなら、最初みたいにその場で気絶ものでしょう」

「逃げる段階でダメでしょ」

「キスできたってことが凄いじゃない」

「だって磯村さん、突然なんだもん！　不意打ちなのよ！」

「子供じゃあるまいし、わざわざ宣言してキスしないでしょ」

　……そうだね。『キスしてもいい？』なんて、あまり聞かないかな。

　あ。でも、あれ？

「二度目は聞かれたかも？」

「なんて？」

「あまりよく聞こえなかったけど、『気を失うなよ』とかなんとか」

「……まぁ。ある意味、言われてるのね」

　うん。言われてるね。言われたからって、どうなるものでもないけど。

　水瀬は考えるように小首を傾げて私を見る。

「キスは気持ち悪かった？」

　気持ち悪いかどうか……。あのとき、そんなことは考えなかったかも。

「熱いなって、思ったかな」

「熱い？」

「二度目は、応えたって……磯村さんに言われた」

「はい？」

「私、二度目は、舌、絡ませたらしい？」

　お茶を飲んでいた水瀬が吹き出した。

「そこまで生々しく聞きたいわけじゃないから！」

　赤くなって怒鳴る水瀬に恥ずかしくなり、前髪をいじって俯いた。

「あ。うん。確かに生々しいね」

　水瀬はぐったりとしながらも、吹き出したお茶を布巾で拭き取っている。

　それから、クスッと小さな笑い声が聞こえた。

「……それが答えなんじゃないの？」

「答え？」

「私が言うとなんでもあんたは鵜う呑のみにしちゃうから、少し自分で考えてみなさい」

「……わかった」

　頷いてみたけれど、どうしようもないよね……。

　たとえば、私が仮に、磯村さんのことが好きだとしても……よ？　行動に移すつもりはないなぁ。

〝好き〟という原動力で動けるのは、子供の頃だけ。世の中は大好きなものだらけで、何をしていても楽しくて、寝る間も惜しんで物事に取り組めた。

　そのうち、怖いものができて、好き嫌いができて、我慢することを覚えて……。

　大人になるとなんでもできると思っていたけれど、実際は大人になると、できないことが増えていく。

　できないことが増えると、諦めることもうまくなる。

　諦めることが前提なら、最初から何もしないことにしよう。何を言われようが、何をされようが、耳を塞いで、目を閉じて。

　どうにもならないものを求めても仕方がない。もう何年も前に決めたじゃない。稼いで、貯蓄して、ひとりで暮らすと。

「水瀬。ありがとう」

　冷静になって言うと、水瀬が私の顔を覗き込む。

「落ち着いた？」

「うん。スッキリした」

　水瀬が心配するようなことは何もない。

　大丈夫。大丈夫。

　立ち上がると、水瀬が難しい顔をしたから、笑みを返す。

「何よ」

「……うーん。華子がスッキリしたならいいけれど」

「また何かあったら、相談しに来るね」

　彼女はなんとなく納得していないみたいだけど、私は小さく片手を振った。

「思いつめる前に来てよ？」

「大丈夫。そんなことはないから」

　考えるまでもなくシンプルだよね。明確に気持ちを言われたわけじゃないし、私自身でハッキリわかっているわけでもない。

　微かに、そう……惹ひかれていたのかもしれない。でも、それならまだ引き返せる。

　しばらくは構われるかもしれない。でも私が反応しなければそのうち離れていくでしょう。新入社員のときもそうだった。新人の女子に声をかけてくる人は多いけど、相手にしなければ近づいてくる人は少しずつ減った。

　好きだと思う人に好きだと告白して、結ばれれば、嬉しいことだと思う。ただし、それは〝一緒〟にいられればの話。

　私は一緒にいられない。好きでも触れない。拒絶してしまう。

　拒絶して、振りはらって、逃げて。

　……高校生のとき、なんとか手を繋げるまでになった好きな人からは、キス寸前で逃げ出した。

　好きだった。

　好きだったけど、怖かった。怖くて、振りはらって……。

　私の潔癖症も理解してくれた優しい人だった。

　好きなのに触れ合えない寂しさは、ひとりでいる寂しさよりも大きい。寂しくて、悲しくて、傷つけた。

　だから、もういらないって思ったのに。好きな人なんて、いらないって思っていたのに。

　私、きっと磯村さんが好きなんだろう。

　どうしてなのか……。でも、それはそれでわからないままでいい。理解なんてしたら引き返せないし、理解できても、どうしようもないと思うし。

　まだ、引き返せる。たぶん、引き返せる。

　だから、引き返す。










告白？




　月末の慌ただしさはなくなり、月初めのゆったりとした雰囲気が流れているけれど、根本的な忙しさは変わらない。陽が落ちるのが早くなってくると、不思議と一日も早く感じる。

「伊原先輩。営業部の方の名刺発注の書類、どの欄に記入していただけばいいでしょうか？」

　千里さんには懐かれたな……と思いつつ、いつもの口調との違いに、キーボードを打つ手を止めた。素直な彼女は、総務部以外の人の前では語尾を伸ばさない。

　振り返ると、千里さんの奥にあるカウンターの向こう側に、磯村さんが見えた。

「一番下の欄の、申請者名と部署名のみで問題ありません」

「わかりました」

　千里さんが対応している間に、パソコンに向き直る。

　ここ数週間で知ったこと。さすがの磯村さんも、忙しそうにしていたら呼びつけてこない。フロアに来ても千里さんに任せればオーケー。

　まぁ、内線電話はしょうがないけど……。

「伊原さん。人事から、そろそろ採用者の書類をまとめてほしいと……」

　牧君に呼ばれて、また顔を上げる。

「……あなた、自分でまとめられるでしょう。どうして私に聞くの」

「伊原さん、邪険にしつつも答えてくれるから」

　へらっと笑う牧君に冷たい視線を送ると、彼はちょっとひきつった顔をした。

「伊原。最近はずっとフロアにいるな」

　横から課長に言われて、曖昧に頷く。

　出社して、ずっと総務部のフロアにいるのは確か。お弁当もデスクで食べる。そうしていると、磯村さんと偶然に会うこともない。

　彼は外面がいいから、皆がいるところでは構ってこない。その代わり、私もフロアを出ないせいで息抜きができないけれど。

　接点さえなくなれば、そのうち構うのも飽きるでしょ。

　そんなことを考えながら書類を作成していたら、いきなり視界の端に千里さんが入ってきたから飛び退いた。

「び……びっくりさせないで」

「す、すみません。そんなに驚かなくてもぉ」

　彼女も目を見開いて驚いているので、軽く咳せき払いしてから姿勢を正す。

「何か用？」

「磯村さんと喧けん嘩かしましたぁ？」

「……してない、けど」

「磯村さん、とても不機嫌そうに先輩を見てましたよぅ？」

　それは知らない。だって私は見ていないもの。というか、見ないようにしている。

「知らないわよ。だいたい、私は磯村さんと喧嘩するほど親しくないわ」

「そうですかぁ？」

　そうですよ。ちょっとしたことで会わなくもできたし。つまりはそれくらいの接点なわけで。

　帰りさえ気をつけていれば……本当に会うことはないはず。




「いつまで人のことを避ければ気が済むんだ、あんたは」

　……マンションの前に立っているのは、普通じゃないと思うな。

「避けていません。ただ会わないだけの話でしょう」

　自転車を置いてカゴからバッグを取り出すと、磯村さんを睨んだ。

「どいてください。帰りたいんです」

　お互いに睨み合ったけれど、無言でよけてくれたから、マンションに入って停まったままのエレベーターに乗り込む。ところが、彼もすぐ後から乗り込んできた。

「話がある」

「私はありません」

「俺にはある」

　手袋をしたまま四階のボタンを押すと、エレベーターのドアが閉まって動き出す。それを確認してから、彼を無表情で振り返った。

「ないです」

「よし。わかった」

　……わかった？

「どうせ俺のガラじゃない。もうやめる」

「そ、そう……」

　憮ぶ然ぜんとした顔から視線を逸そらして、四階で停まったエレベーターから逃げ出すように降りた。

　その瞬間、腕を掴まれる。

「……あのっ」

「直接肌に触れたわけじゃない。まぁ、気絶してもらった方が、運びやすそうだが？」

　笑みを浮かべて呟く磯村さん。視線が合わさるけど、目は笑っていない。

　笑っていないどころか……どこか邪悪だ。

「は、離さないと……」

「暴れても、大声上げてもいいぞ？」

　ぐいぐい引っ張られて、身体が引きずられる。

　待って、ちょっと……。

「わかった！　話を聞くから、乱暴はやめて！」

「乱暴は……いや、わからねぇな」

　冷たい笑顔のまま、磯村さんは自分の部屋の鍵を開け、ドアを開くと同時に私を中に押し込んだ。

　慣れない人の家の匂い。微かに漂う煙草の香り。

　腕を離されてよろめくと、背後でガチャリと鍵がかかる音がした。

　頭が真っ白になって、呆ぼう然ぜんと磯村さんを見上げる。

「で、抱き上げられて運ばれるのと、自分の足で入るのと、どっちを選ぶ？」

　いや。ここまで来ると拉致だよね!?　拉致監禁だよね!?

　そしてその台詞は脅迫だよね!?

「よし、運んでやる」

「自分で歩きます！」

　慌てて靴を脱いで、磯村さんの家におじゃますることになった。

　人の家に上がったのは何年ぶりだろう。それこそ、物心ついたときには潔癖症になっていたから、数える程度しかない。親戚の家に行ったら気絶するような子供だった。

　磯村さんが照明のスイッチを点けて、部屋が明るくなる。

　間取りはうちとは逆転していて、リビングにはふたりがけのソファ。その前にはガラステーブルがあり、ノートパソコンと、ビジネス雑誌と新聞紙が置かれている。シンプルなテレビ台の上には大きなテレビ。

　……全体的にモノトーンで統一された、飾り気のない部屋。

「ソファに座っていいぞ」

　無言で、磯村さんの動きを視線で追う。

「心配しなくても、カバーは新品」

　ジャケットを脱いだ磯村さんが、小さく苦笑して首を左右に振った。

「別に、計画的に連れ込んだわけじゃねぇよ。今日も無視されたらなんとか話をしようとは思っていたが」

　いや。うん。計画的に拉致したとは……少ししか、思っていなかったですよ。さすがに。

「何か……飲むか？」

「お構いなく」

　おとなしくソファに収まると、彼は肩の力が抜けたかのようにうなだれた。

「俺があんたを構いたいんだ。そこは諦めろ」

　諦める部分が、どこか違う気がする。

　緊張して固まっていると、彼はキッチンの冷蔵庫から烏ウー龍ロン茶のペットボトルとビール缶を取り出し、ガラステーブルに置いた。それから距離を置いて、キッチンカウンターの前で振り返る。

「そんで、急にどうしたよ？」

　プシュッとビール缶を開けながら、磯村さんが切り出した。

　なんだかいろいろ突っ込みたい。『どうした』って、私が聞きたい。

「急に一線引いたろ、あんた」

「引くでしょう。食べるとか、食べないとか、あんなこと言われたら」

「いやぁ。引くとすれば、泣き顔のことを言ったときだろ？」

　それもそうかもしれない。

「いろいろおせぇよ、あんた」

　嘆息しながら笑う磯村さんから視線を逸らして、じっとビール缶を眺める。それから私も困ったように眉を八の字に下げた。

「磯村さん。私と、その……セクシャルな関係になりたいの？」

　彼はキッチンカウンターに寄りかかりながらビールを飲み、難しい顔をする。

「セクシャル……とはまた、お上品だが下品な質問だな」

　確かに下世話な話だけど……。

「そういった関係の相手なら、あんたみたいな面倒くさい女じゃなくてもいるだろう」

　それは思う。自分が面倒くさい女ってことも知ってる。

「じゃ、じゃあ、構わなければいいじゃないですか。私はひとりでいいんですし」

「いやー。あんた、ひとりがいいとは思ってねぇだろ」

　はあ？

「過去に何回か、変な場面を見られてるが……あんた、どっちかっていったら羨うらやましそうだったし」

　羨ましそう？

「そんなことない！　慌てたのは確かだけど、羨ましそうって、何を見たらそんな考えになるわけ!?」

　磯村さんはまた新しいビール缶を開け、ごくごく飲みながら首を傾げる。

「……顔」

　私の……顔？

「あんた、きっと頭いいよな。頭はいいが、どっか抜けてる。落ち着いているときは冷静に対応するが、そうじゃないときには感情がだだ漏れ」

　どこか不ふ遜そんで邪悪な笑顔を見ながら、自分の口が開いていたのに気がついて、慌てて閉じる。

「だから、つけ込めるんだけどな」

　喉のどの奥で笑われて、少しカチンときた。

「お、面白がるだけなら、他の人にすればいいじゃない」

「単に面白がるだけでも、あんたみたいな面倒くさいのは選ばねぇよ」

「なんなのよ！」

　磯村さんはビール缶に唇をつけながら呟く。

「なんなのって言われてもな。惚ほれたもんはしょうがねぇだろうが」

　ほ、惚れ……。

「まさか、それ疑われてたか？」

　疑うっていうか……。

「困る！」

「なんで」

　焦って首を横に振ると不思議そうにされて、ますます焦った。

「私、触れないもの」

「ああ。まぁ、知ってっけど」

　どこか飄ひょう々ひょうとした磯村さんの言葉にムッとして、睨む。

「そんなのじゃ付き合えない！　触られたら拒否しちゃうもん！」

「それは仕方ねぇよな」

「最初はよくても、そのうち嫌になるの。嫌になって、嫌いになる！」

　叫ぶようにして言うと、磯村さんが顔をしかめた。

「断言するなよ」

「だって、元彼がそうだった！」

「うん？」

「最初はしょうがないって……潔癖症なんだからしょうがないって言ってくれたけど、そのうち、好きなのにどうしてって……言うように……」

「おー……」

　磯村さんはビール缶をキッチンカウンターに置き、ゆっくりと近づいてくる。

「俺はまた、あんたのトラウマに首を突っ込んだみたいだな？」

　真顔で言われて、ソファにしがみついた。

「トラウマじゃ、ない……です」

「少しは学習したか。落ち着いたな」

「は、はい」

　確か、前にこの展開になったときにはキスされた。しかも、ここは磯村さんの家。相手のホームグラウンドで勝負には出られないというか、迂闊なことはできない。

「今のでひとつ、わかったことがあるぞ」

「……何をですか」

　クッと上がる彼の口角を、ぼんやりと眺める。

「あんた、俺を好きだろう」

　低く滑らかに耳に届いた声に、目を剥いた。

「好きじゃないです！」

　慌てて反論すると、磯村さんは喉の奥で笑ってから断言した。

「いや。それはねぇな」

「その自信はどこから？」

「好きな相手でも〝過去に〟触れなかったんだろ？　しかも、〝過去に〟好きな奴に嫌いになられたんだろ？」

　それは……。

「つまり、〝今は〟俺に嫌われたくないってことだろ？」

　……磯村さん。どこまで深読みするんですか。

「諦めろ。あんたも面倒くさい女だが、俺も相当、面倒くさい男だから」

　自分で言うかな、それ。

「覚悟しろよ？　待たないから」

　ニッコリとした胡散くさい笑顔に、私は頭の中にクエスチョンマークを浮かべた。

「やめたって、さっき言っただろ」

　さっき？　確かにさっき、そんなことを言われた……けど？

「慣れるの待ってても逃げられるくらいなら、逃がさないから」

「……あ」

「ちなみに、泣こうが喚こうが、俺は気にしないからな」

　磯村さんは、それはそれは壮絶な笑顔でソファの背もたれに手をかけ、上から覆い被さるように私を覗き込む。

　……気がつけば、私の身体は震えていた。

　ダ、ダメじゃない？　これって、いわゆる、危機じゃない？

「とりあえず……」

「は、はい……」

「このまま押し倒されるのと、飯食いに行くの、どっちがいい？」

　どっちも嫌です。

「結局は、飯だろうな。行くか？」

　コクコク頷くと、磯村さんは呆れたような顔をして、ゆっくりソファから離れた。

「じゃ、何を食う？」

　またしばらく無言でいたら、睨まれた。

「……あんたを喋しゃべらせるためには、イラつかせないとならないのか？」

「……しょ、食欲が、ない」

「俺はある」

「なんでもいい」

　目を丸くして固まったまま呟くと、磯村さんは腰を屈めて、また私を覗き込む。

「無理強いはしない」

　うん？

「でも、遠慮もしない。怯おびえた顔もいいが、あまり怯えてっと本当に襲うぞ」

「行けるお店、少ない」

「ああ。それは考慮してやる」

　先ほど脱いだジャケットのポケットからスマホを取り出し、何やら検索中の磯村さん。考慮はしてくれる……らしいけど。

「あいにく、近所だとスペースのある店は少ないが……」

「……磯村さん……」

「ん？」

「私たち、付き合うの？」

　磯村さんは少しだけ眉を上げ、それから本当に楽しそうに目を細めた。

「おー……話早いな」

　え。なんだか違った？　私、間違ったことを聞いたらしいよ？

「訂正します！」

「させねぇよ」

　あっさり、きっぱりと断られても困る！

「します！　だいたい私は磯村さんのことを何も知らないもの！　そんな人とは付き合えません！」

　そう言ったら、彼は面白いものを見つけたように、笑顔で見つめ返してきた。

「他人のことを全部知ってたら、怖いだろうが」

　それはそうだけど。

「似たようなものじゃないの。行く先々にいるくせに。今日なんてちょうど私の帰宅時間にマンション前にいたじゃない」

「あー……気をつけた方がいいな。総務部の奴で、あんたのことを逐一報告してくる女がいる」

「は……？」

　私はポカンとする。だけど彼は気にする様子もなく、ひとりで頷いていた。

「テキパキ仕事して、ツンツンしてるあんたに憧あこがれてるんだと」

　顔をしかめたら、とても自然に磯村さんがソファの肘ひじかけ部分に座っていることに気がついて、慌てて離れる。

「あんたの悪いところは、頭でばっかり考えるところだよな。気づかなけりゃ気づかないくせに」

「わ、悪い？」

「そうだな。まぁ、そういうものなんだろ？」

「……すみません」

　なんとなく謝ってしまう。するとなぜか磯村さんが無言になって、少し困ったものの、何か断る理由はないかあれこれ考えて、彼をビシッと指差した。

　……あるじゃない。決定的なものが！

「会社でいちゃつくような人とは付き合えません！」

「キスしたことは謝んねぇよ？」

　しれっとした顔で言う磯村さんを、まじまじと眺めた。

　いやいやいや、そうじゃなくて。

「私じゃなくて！　私以外の人と、会社でいちゃいちゃするような人ってことです！」

「ああ……今度から、来たら拒否する。それでいいか？」

　来たら拒否する？

「今までは、基本的に拒まなかったからな」

　……ダメだ、この人。基本的に拒まないだけでなく、人の話を聞かないらしい。

「少し言ってもいいか？」

「は、い？」

　腕を組み、偉そうな彼は、またしてもニッコリと胡散くさい笑みを見せる。

「拒否がおせぇよ。拒否すんなら、俺が興味持つ前にシャットアウトしねぇとダメだろうが」

　ダメだろう……って。それって私のせい!?

「意味がわかりません！」

「そーだなー。最初に飯食いに行った辺りで拒否されてたら、たいして踏み込まなかったかもしれないな」

「最初……」

　なんだか、よく……わからないけれど。

「ところで、気づいてるか？」

「何を、ですか」

「これって、いわゆる〝痴話喧嘩〟って奴だぞ？」

　小首を傾げて、どこか可愛らしく笑う磯村さんを見て、こめかみを押さえる。

　私、この人相手に、どうして引き返せると思ったんだろう。

　とりあえず、この人とはどうするべきなのか。

　ちゃんと考えないといけないのかも……しれない。










それから




　総務部は比較的に雑用も多い。経理部や人事部との連携、多岐に渡る書類管理、それから備品の在庫管理、勤怠管理に、各支社への通達が毎日の仕事。

　取締役関連のことは秘書課が一部を担っているから、全部が全部というわけじゃないけれど、それなりに仕事量はある。

　だから、暇を見つけるのはなかなか難しいはず、というのが前提。

「先輩、忙しそうですねぇ？」

　静かに近づいてきたのは千里さん。

「……どう見ても、そうじゃないでしょう」

　営業所への通達も終わったし、経理からのお小言も頂戴したから、備品の在庫チェックでもしようかな……なんてぼーっと思ってましたよ。

「あの、先輩にお願いが……！」

「……何？」

「名刺が届きましたので、各部にお届けを……」

「いいわよ。手が空いているから」

　受領書と印鑑を持って千里さんを振り返ると、ニッコリと段ボール箱を示された。

「ほとんど営業部ですからぁ」

　じゃあ、あちこち行かなくていい……って、営業部はたくさん名刺の発注があるから、箱が重いわよ!!

　……台車、いるかな。

　軍手を取り出し、段ボール箱を台車に乗せて、エレベーターに向かう。

　いつもの作業工程よね。申請者のリストを見ながら各部署巡り。

　最後に営業部に立ち寄ると、なぜか大勢の視線を浴びた。

　それらの視線に多少怯えながら、近くの営業事務の子に話しかける。

「すみません。名刺をお届けに……」

　私、最近、何かしたかしら？

「お預かりします」

「受領書を記入していただけますか？」

「私が代筆でも？」

「問題ありません」

　さすがに名刺申請者が大勢いたら、ひとりずつ手渡しなんてしませんよ。名前と顔を一致させるだけでもひと苦労になってしまう。

　受領書を書いてもらい、承認印を押して、経理に渡す分と営業部に残していく分に分けていたら、人のよさそうな笑顔で磯村さんが近づいてきた。

「僕の名刺、ありますか？」

　普段は『俺』なのに、ここでは『僕』なの？　本当に猫被りなんだな……。

「……ありますよ。確かめてください」

「了解。伊原さん、今夜は空いてます？」

　段ボール箱を開けて名刺を確認しながら、磯村さんはさらっと聞いてきた。

「は？」

「だから、今夜、暇ですか？」

　……いきなり何を言い始めた？

　びっくりしている営業事務の子と目が合って、瞬きを繰り返した。それから、営業スマイルの磯村さんを見上げる。

「忙しいです」

「ああ。そう言われると思いました」

　ならばなぜ、ここでそんな質問を？

　不思議に思いながら首を傾げるけれど、楽しそうに自分の名刺を見つけてから出ていく磯村さんを見送った。

「なんなの、あの人……」

　目の前の営業事務の子の同情的な視線と、他の子たちが一斉に受話器やパソコンに向かう姿を見て、首を傾げてから、総務部に戻った。

　そこで千里さんに言われて気がつく。

「先輩。磯村さんに誘われたんですかぁ？」

「え？　ああ、まぁ……どうして知ってるの？」

「営業部って大所帯ですしぃ、口が軽い子も多いからぁ、噂が早いですよぉ？　今『伊原さんってどんな人？』って、営業事務の同期から内線が……」

　あの男……何が狙いなの？




「え？　何を考えて、って、そんなに深く考えてねぇよ」

　資料保管室で油を売っていた磯村さんを見つけてブツブツ言ったら、あっけらかんとした答えが返ってきた。

「まぁ、そもそも俺とあんたは前にも噂になってんだから気にすんなよ」

「気にします。また磯村さんのファンに囲まれたらどうしてくれます」

「彼女だって言えばいいだろ」

　不思議そうに言われたから、キッと睨んだ。

「違います！」

「えー」

　えー……じゃなくてですね。

「ちゃんとお断りしました！」

「してねぇよ。あんたは、〝困る〟って言っただけ」

　……そうだけど。

「だからって、お付き合いすることにはならないでしょう」

「いや。あんたは付き合うのか聞いてきて、俺は話が早いなって承諾した」

『承諾した』じゃなーい！　勝手にそうされても困る。

「訂正しました！」

「聞いてないことにした」

　いやいやいや、しっかり聞いてたよね、あなた。

　なんだかなぁ、もう……。

　肩を落とし、主任に頼まれていた資料を探し始める。磯村さんは明らかにサボりだけど、私は仕事中だからね。

「……あんたもつくづく無防備だな」

「何がですか」

「この状況で男に背を向けるか？」

　呆れたような声音にちらっと磯村さんを見て、それからまた棚に視線を戻す。

「会社で絡みつく人は磯村さんくらいです」

「おー……それは、俺に絡みつけと言ってるのか？」

「言ってません」

　微かに近づいてくる靴音。振り返りざまに見つけた資料のファイルを突きつけて距離を取ると、真後ろまで来ていた磯村さんは、一歩下がって両手を上げた。

「学習したな」

「さすがにしますよ」

「相変わらず、その格好はギャグだよな～」

　いつも通りのゴーグルにマスクに三角巾。もちろん手袋も。

「この格好だと大丈夫らしいですから」

　かなり前だけど『ヤる気にならない』って言ってたはず。

「いや？　剥はげばいいだけだろ」

　茶目っ気たっぷりに言われて脱力した。

　……あまり、会話しない方がいいかもしれない。遠慮をしていたらしい以前の磯村さんより、今の磯村さんはタチが悪い。

「人のことをからかって、面白いですか」

　磯村さんの視線が、私の頭からつま先に向かう。それから彼は微かに頷いた。

「正直、面白い」

　この人は、なんていうか……。

「悩んでいる私が、馬鹿みたいじゃないですか」

「馬鹿なんだろ？」

「人の潔癖症、甘く見てません？」

「前より馴な染じんできただろ？」

　もう何も言わない。

　無言で資料保管室を出ると、無言で磯村さんもついてきた。横目で見ると、それに気がついて楽しそうに首を傾げる。

　その仕草が、無邪気な子供みたいで……どうしよう、大の大人が、可愛い。

　ダメだ。

　ダメだダメだダメだ。

　それってどうなの？　大の男を可愛いと思うのってアリなの？　ナシなの？　しかも普通に考えて、私より年上の男の人よ？

　決して『可愛い』というスペックじゃない。どちらかといえば、黙っていたらいい男の部類に入る。黙っていないから大変なんだけれど。

　……でも、磯村さんが黙っていたら、それはそれで困り果てるだろうな。確かに磯村さんって鬼畜だけど、見た目は芸能人ばりのカリスマ性を持っているから。ファンがいるのも納得できるくらいに。

　その彼が、惚れただのなんだのと言ってくれたものの、私はよく言っても人並み。実際はバリバリのキャリアウーマンでもないし、しかも今は大掃除スタイル。

「磯村さんて、可愛いタイプの人が似合うと思うんだけど」

　ゴーグルとマスクを外し、三角巾を取る。最後に手袋を脱いで、ゴーグル以外を近くのゴミ箱に捨ててから、ファイルを脇に抱え直す。

　それから眼鏡をかけようとして、いきなり磯村さんに眼鏡のフレームを掴まれ、硬直した。

　……さ、触られるかと思った。

「きゅ、急に手を出してくるのはやめてください！」

「急じゃないと、その眼鏡をかけるだろうが」

　そりゃ、かけるわよ。それが正しいお局様スタイルじゃないの。

「俺には、あんたが似合うと思う」

　とても静かに、そして真剣な目をして言われたから、戸惑う。

「な、何を……」

「見た目が可愛い女が、全部可愛いと思ってたら、大間違いだぞ？」

　……私だって、見た目と内面が一致しない人なんて、たくさん知っている。

　水瀬は、見た目は色香たっぷりの女医だけど、実はおでんと焼酎をこよなく愛する人だし。クリクリとした瞳で可愛らしい千里さんが、実はキャピキャピしながら牧君に仕事を押しつけているのも知っている。

　以前、私のことを取り囲んできた磯村さんファンの営業事務の子たちだって、きっと普段は可愛らしく仕事をしているんだろう。

　何も言わずにスッと退くと、磯村さんの眉が上がった。それから意地悪そうに片方の口角だけ上げる。

「前にも言ったが、あんた、わかりやすいんだよ」

「なんですか」

「顔、真っ赤」

　笑っている磯村さんを睨む。

「う、うるさいです！　そういうのって言わないのが大人ですから」

「いや？　言うだろ」

「言わないです！」

　睨み合うものの、しばらくして私が吹き出した。

　もう、これじゃ意地を張っても馬鹿みたい。だって私自身、こんなやり取りを〝楽しんで〟いるんだもん。

　突然笑い出した私を、磯村さんは呆気に取られたような顔で見ている。それに気がついたけど、笑いながらしゃがみ込む。

　あー……もう。本当に困ってしまう。

　どこがどうしてとも言えないけれど、やっぱり私、好きなのね。

　鬼畜で、スケベで、口が悪くて。会社でいちゃつくような、表も裏もある人だけど。好きなら、もうしょうがないというか。

　……傷つけたくはないのも本当。でも、傷つけられたくないのが本当。

　私はズルいから。傷つきたくないから逃げ出して、すべてに蓋ふたをしてしまえば、見て見ぬふりができたのに……彼はさせてくれそうにない。

「ひとりで生きていこうと思っていたのに」

「無理だろ。人間なんて、ひとりで生きてるようで、生きてないもんだぞ？」

　顔を上げると、磯村さんは壁に寄りかかりながら、両手をポケットに入れている。

　私はそれを眺めてから、また床を見た。

「……そうかな」

「そうだろう。あんた、ちゃんと社会の一員してるじゃねぇか」

「できてるかな……」

「……ま、そんなもんだろ。いろいろな隠し事もひっくるめて、生きていく処世術って奴だ」

「……自信満々ねぇ」

　しゃがみ込んだまま息を吐き出して、それから立ち上がる。

「……で、今夜は忙しいわけ？」

「今夜、何かあるの？」

「何もない。残業もなさそうだから、誘っただけ」

　眼鏡をかけながら、磯村さんの方を見てゆっくり歩き出す。

「ご飯？」

「そう。会社の近くによさそうな店を見つけた」

　よさそうな店……か。

「私は自転車だけど」

「飲酒運転になるから飲むのはダメだな。あんた、終電は論外だろうし」

「ごめんなさい」

　終電は混むから、絶対に無理。

「気にすることじゃねぇよ。今度は宅飲みしようか」

　そんな感じで話しながら階段をのぼり、帰りに待ち合わせをして総務部のある階で別れた。

　なんていうか……これって、一生懸命、合わせてくれようとしてるよね？

　磯村さんなりに、私に合わせて、選んでくれているみたい……。

　申し訳ないなぁ。でも、嬉しい。

　ありがとうと思いつつも……やっぱり、申し訳ない。

　私は、どうしてあげればいいんだろう。




　そんなことを考えながらも仕事をこなし、ぼんやりしながらロッカールームで着替えを終え、社員入口にいる磯村さんを見つけた。

「遅い」

「終業直後は、ロッカールームが混むの」

「あー……なるほどな。事務方は皆、着替えるからなぁ」

　彼と話をしていたら、急に後ろから声をかけられた。

「磯村」

　声のした方へふたりで振り向くと、立っていたのは企画室の山本さんだ。

「これから飲みに行くんだけど、一緒にどう？」

　男性数人と女性数人。すぐ近くの柱の陰に隠れた私と、山本さんを交互に見て、磯村さんは営業用のような微笑みを浮かべる。

「悪い。これからデート」

「え。あれ……伊原さんに断られたんじゃない……の？」

　隠れていたのに、山本さんと目が合ってしまった。

「あー、そう。そうなんだぁー。そういうことぉー？」

　山本さんに、語尾を伸ばしまくりで納得されて、女子社員からは冷たい視線が飛んでくる。

　まぁ、今は断ったのだけが噂になっていますよね。『それなのに、なんで？』とか、普通は思っちゃいますよね？

「山本。また今度、誘って」

「絶対、二度と誘わないよ！」

　わざと怒ったように腰に手を当てて言う山本さんには目もくれず、磯村さんが笑いながら無言で私の背中を押すから、そのままその場を後にした。

「あれは噂になるだろうな」

　呟く磯村さんを横目で見て、顔をしかめる。

「他人事のように」

「噂なんて他人事だよ。気にしてたらキリがねぇだろ」

　それは男の見解だと思う。

「だいたい、俺らよりも噂になりやすい奴がいるし」

「……そうなの？」

　噂になりやすい人？　誰だろう？

　一瞬考え込むと、磯村さんは眉を上げた。

「秘書課の葛か西さいって知らねぇか？」

「……知らないわけがないでしょう」

　眉目秀麗で常に礼儀正しく、レディファーストの精神を忘れない、我が社の代表取締役社長の令息。秘書課と総務部が連携するのはいつものことなので、私も何回か彼と話したことはある。

　ちょっと冷たい感じの人だよね。

「あいつが女物のハンカチを拾ったとかいう話だけで、三ヵ月くらい噂になってた」

　それは凄い。

「落とし主は見つかったの？」

「いや。まだ見つかってねぇって」

　ケラケラ笑う磯村さんを見上げて、ふとした疑問が湧いた。

「磯村さん、知り合いなの？」

「ん？　葛西と？」

　私が頷くと、考えるように磯村さんが腕を組んだ。

「あんた、本当にまわりを見ないし、人のことに興味ないんだな」

　ええ。他人様とは、距離を置いて生きてますから。

　噂話なんて、近くに寄ってコソコソする話でしょ。決して大々的に話をするものではないし、大きな声での噂話は、さすがに上司に止められます。というか、私が注意します。

「俺と山本と葛西、大学一緒の同期入社なんだけど」

「……そんなこと、いちいち調べないから」

「まぁ、そんなもんだよな」

　そんなもんですよ。だいたい私なんて、同期って誰だった？ってレベルだからね。

「でも、噂になるくらいなら、そのハンカチって会社で拾ったのよね？」

「いや。正確には渡されたらしい」

「渡されたのに、持ち主を見つけられないの？」

　不思議に思いながら、指先で唇を叩く。

「あいつ、ド近眼だからな。コンタクトをつけてた目にゴミが入ったらしくて、ちょうど涙でボロボロのときに渡されたんだと」

　なんて言いながら、意地悪そうにニヤニヤしているから、ピンとくるものがあった。

「もしかして、恋バナ？」

「ご名答。いまだに相手を密かに探してるらしい」

「へぇ～」

　全然イメージが湧かないな。だって、葛西さんっていつもきっちりしていて、テキパキと秘書課を采配しているし、どこか人を寄せつけないというか……どちらかというと、私と同族的な感じのする人。

　それなのに、目にゴミが入って、涙でボロボロになっているときに、ハンカチを手渡されただけで恋しちゃうの？

「……なんだか、とってもベタな話」

「なんだ、ベタな話って」

「あ、いいえ。女の秘密です」

　どこぞの少女漫画でも、今どきそんなベタな話はないですよ。まぁ、私も、女子に囲まれるというとてつもなくベタな経験談はあるけど。

　でも、普通は逆だよね。目にゴミが入った女性に、葛西さんがハンカチを差し出す姿なら想像できても、逆は思い浮かばないわ～。

「あいつは乙女だからな。なんたって、大学時代の彼女に、年齢と同じ本数の赤いバラを渡したくらいだ」

　うっ。反応が分かれそうなプレゼントですね。喜ぶ人は喜ぶけど、引く人は引きそうな。

「つーか、華子」

「はな……え、ええ？」

　何、いきなり呼び捨て？

「他の男の話なんて、どーでもいいんだよ」

　不機嫌そうに言われて眉を下げる。

「自分で振ったくせに」

「噂なんか気にすんなって話じゃねぇか」

「……そう、だったかしら」

「そうだった」

　そう。そうなのね。

　……何かしら。不機嫌な顔をしたままの磯村さんを見ながら、少しだけ不思議……というか、くすぐったい……というか。

　黙り込むと、磯村さんがまた意地悪そうな顔で笑った。

「照れることじゃねぇよ」

「そんなんじゃないから！」

「いや？　照れてるだろ」

「違う！」

「可愛いなー、あんた」

「可愛くない！」

「自分で言うなよ」

　ふはっと笑われて、顔が熱くなるのが自分でもわかる。わかるけど……！

　笑われるから、ぷいっとそっぽを向いたところで、覗き込まれて思わず吹き出した。

「なんだか妙ですもん」

「そうでもねぇけど。どっちでもいいか」

　どっちでもいいの？

「まぁ、デートって言って、否定されなかったからいい」

　……いいのか。

「じゃ、付き合うってことで、よろしく」

　無言で笑っている磯村さんを眺める。

　なんて答えればいいでしょう？







第二章










いつの間にか




　十一月に入って、吐き出す息も白く見えるようになり、いよいよ日中も寒くなってきた季節。

　自転車は封印して、早寝早起きをしないといけない。

　帰りも混み合わない時間帯を見計らう必要があるから、駅のホームで温かい缶入りのココアを飲むのが日常になる。

「何やってんだ、お前」

　今日もホームのベンチに座ってココアを飲んでいたら、いつの間にか磯村さんが目の前に立っていた。

「総務部で残業とは聞いてないが」

　……誰がどのように、私の勤怠状況をあなたにリークしているの。

「……十八時台の電車は混むの」

「毎年それかよ」

「下手に乗ると気持ち悪くなる」

　唇を尖らせると、磯村さんに呆れた顔をされた。

「つくづく大変だなぁ」

　これは仕方ないことだから、と気を取り直して息をついた。

「慣れれば平気。磯村さんは残業？」

「まぁ、少しだけな」

　彼はそう言って、ふっと笑う。

　ニヤニヤでもニヤリでもなくて、爽やか全開の笑みでもない、ふとした拍子に漏れる笑顔。

　そんな磯村さんの笑顔は好きだ。

「手袋もしてねぇな」

「汚れて、捨てちゃったの」

　ココアの缶をウェットティッシュで拭いていたときに、手袋をホームに落としてしまった。こういうことはしょっちゅうだから、百円手袋の予備は欠かせない。

　けれど今朝、実はその予備も落として、捨ててしまっている。

「……触ってもいいか？」

　じっと私を見ていた磯村さんが、静かに聞いてくる。

　少し……困るかも。

「いや。触るから」

　宣言してから、磯村さんは私に手を伸ばし、ココアを持っている両手を包み込むようにして握る。

　磯村さんの手が温かいと感じるのは、私の手が冷たい証拠。

「こんなになってるのに手袋しないなんて……馬鹿か、お前」

　決して優しくはない言葉だけれど、私を心配してくれているのに気がついて、彼を見つめた。

「でも、逃げなくなってきたなぁ」

　赤い顔の私を見て、磯村さんが楽しそうに言う。

　そりゃね。毎日触られてたから。

　いわゆる〝お付き合い〟が始まってから数週間。磯村さんはことあるごとに〝宣言〟して触れてくる。

　最初のうちは、触られるたびに青ざめていたんだけど。

『洗えばいいじゃねぇか』

　そんな風に言われ続けて慣れてきた……というか。

　だって、磯村さんの触れ方って少し特殊。特別ではなくて特殊。

　そっと、ふんわり……というか、くすぐったい。

「おてて繋いで喜ぶ年でもねぇんだけどなぁ」

　でしょうね。

　だから前にも、普通のお付き合いは無理だって言ったじゃない。

　言った……気がするけれど、そんなことをまた言ったら怒られる……というより、意地悪されるから言わない。

　黙って手を握られたままでいると、何を思ったのか、彼は真面目な表情になった。

「顔、触るぞ」

「え……」

　ちゃんと答える間もなく、むにっと両りょう頬ほおをつままれた。

「い……いひゃい」

「次、乗るぞ。次の電車」

「わ、わかっら。わかっらから」

　磯村さんは鼻を鳴らし、手を離してくれた。

「今日くらい、意地悪しなくてもいいじゃない」

「人聞きが悪い。いつもいじめてるわけじゃねぇよ。てか、〝今日くらい〟ってのはなんだよ」

「誕生日くらい、いいじゃないってことよ」

　磯村さんはなぜか笑顔になって、そのままの表情で固まり、しばらく黙り込む。

　……どうしたのかしら。何か変なことを言ったかな。

　黙っているから、私も黙ってココアを飲む。

　そうしたら、彼は唐突に不機嫌な顔になった。

「お前なぁ。そんなことは言わねぇとわからねぇだろうが！」

「え？」

　私が目をぱちぱちさせると、不機嫌そうなまま顔を指差される。

「『え？』じゃねぇ！　女なら普通、誕生日は言ってくるだろう！」

「言わないわよ。崖っぷち二十代だもの」

「言え！」

　怒鳴られて、思わずシュンとしてしまった。

　……なんで怒るかなぁ。私はただ、誕生日くらいは心穏やかに過ごしたいだけなんだけど。ダメなの？

「あー……怒ってるわけじゃねぇ。イラついただけだ」

「同じじゃない」

「違う。まぁ……」

　ホームに入ってきた電車に気がついて、磯村さんは肩を落とした。

「帰るか」

　立ち上がって、空いている車両にとりあえず乗った。不機嫌な磯村さんの隣で彼を見上げる。

　触れるか触れないかの立ち位置は、私が最大限に近づける距離。それを見て、彼は諦めたように目を細めてから笑った。

「だから……怒ってねぇから気にするなよ。ただな、急に言われても対応できねぇだろうが」

「何かしてもらおうとか思ってないし……気持ちだけで」

「わかってねぇなぁ。俺がお前を構いたいんだから、諦めろって言っただろ」

　それは言われたけど。

　誕生日は確かに祝い事かもしれない。でも、家族くらいにしか祝ってもらったことはないし、いい大人が浮かれるのもいかがなものかと思うし。

「飯でも食って帰るか？」

「うーん……」

　会社を離れたのに、また人がたくさんいるところに行くのは気が進まないなぁ。

「乗り気じゃねぇなぁ。ゆっくり俺の家でもいいが、なんもねぇぞ？」

　苦笑され、少しだけ上目遣いで彼を見る。

「……お祝い、してくれるの？」

「コンビニケーキでもいいなら、祝ってやる」

　とっても上から目線で言われた。

「じゃ、何か作る」

「自分の誕生日なのにか？」

「誕生日だからですー。一番落ち着けるもの」

　それに、誕生日をお祝いしてくれるっていうだけでも嬉しいし……と思ったのに、とても驚いた顔をされる。

「俺の部屋が？」

　そう。付き合い始めてから、気がつけば磯村さんの部屋で過ごすことが増えた。

　シンプルな部屋だから、たまに私が掃除したり……。

　だけど、磯村さんを私の部屋に招待したことはないな。いつも彼の部屋におじゃましている。

「うちに……来ますか？」

「おー……」

　磯村さんは驚いたように呟いて、それから小さく笑った。

「ずいぶん、いきなり進歩したんじゃねぇ？」

「あなた、放っておくと、お構いなしにぐいぐい来るじゃない」

「遠慮しててもしょうがねぇから」

　そうね。私はお世辞にも積極的ではない。どちらかといえば消極的で、内にこもりやすいから。

　こもっていても、磯村さんならぶち破ってきそうだけどね。なんだかそれを拒否せずに、受け入れちゃってる私がいたりして、ちょっと照れくさい。

　変なの……。これが、惚れた弱みって奴なのかしら。それなら不思議としっくりくるというか。なんだか……。

「なんだよ。急に笑い出して。気味わりぃな」

　酷い……っ！　ちょっとほんわりしてただけなのに失礼だ！

　睨んだら睨み返されて、しばらく黙ったままでいると、珍しく磯村さんの方が先に折れた。

「何考えてたか、言ってみろや」

　そんな諦めたような口調で聞いてくる人には言わない。

「言え」

「嫌」

「華？　言わないと触りまくるぞ」

「言ったら調子に乗るくせに」

「そうかそうか。俺が調子に乗りそうなことを考えてたのか。ぜひとも聞きたいな」

　ニヤニヤ笑う磯村さんを見上げて、それからそっぽを向いた。

　この人は侮れないよね。知っているけど。女の挙げ足を取る男って、どうなの？

「まぁ、そういうところが華らしいよな」

「……何がよ」

「たまには意思表示してくれても、損はねぇんだけど」

　ブツブツ言われて、視線を戻す。

　だって、ねぇ？　恋人らしい行動とかって、ほら、全く未知というか。

　前のときはどうだったかな。……もう少し、乙女な反応だった気もするけれど。

　今さらこの年で可愛い反応をするのは難しい。そういう反応をしないようになって、何年経つのかな。

「えー……っと」

　なんて言ったらしっくりくるのかわからないながらも、懸命に言葉を探す。

「ん？」

「こういうのを、弱みとか言うのかなって……思って」

「弱み？」

　訝いぶかしげに眉をひそめる磯村さんを見ながら、首を横に振って笑った。

「ところで、何が食べたい？」

「……それ、俺に聞くのか？」

　困ったように言われたけど、メニューは何にしようかなぁと考えているうちに、下車駅に着いた。

　部屋の前で待ち合わせの約束をしてから、それぞれ買い物をするために一度別れた。

　そして買い物が終わって戻ってきたとき、偶然マンション前で鉢合わせ。

「あー……俺、着替えてからそっち行くわ。一時間後でもいいか？」

「あ。うん。じゃ、私も……」

　……またまた気を遣わせたかな。

　それぞれの部屋の前でまた別れてから、急いでシャワーを浴びる。

　着替え終わって髪を乾かし、買い物袋から食材を出して洗っているときに、インターホンが鳴った。ドアスコープを覗くと磯村さんだったから、ドアを開ける。

「どうぞ」

　今日の磯村さんの服装は、オフホワイトのシャツにジーンズ姿。

　不機嫌そうな顔で、いきなり白い箱を突きつけられて、のけ反った。

「な、何？」

「ケーキ。ついでにワイン」

「……買ったの？」

　箱入りケーキを買えるような店の営業時間は、とうに過ぎてると思ったんだけど。

「営業の情報網をなめんな。ついでに、男のプライドも甘く見んなよ？」

　彼はムスッとしながらも、最後は不敵に笑う。

　買ってきてくれたんだ。……私のために？

　ど、どう……どうしよう。

　黙って受け取ると、少し指先が触れたけど、慌てちゃいけない。

　ケーキの箱をキッチンカウンターに置いてから振り返る。

「あ、ありがとう」

　磯村さんは眉を上げて、それからふっと笑った。

「妙に素直で不気味だ」

「ひとこと多いから！」

　ぷいっと顔を背けてキッチンに戻ると、磯村さんは勝手についてきた。

「あー……間取りは俺んちと逆なんだな」

「ええ、まぁ。今からご飯作るから、座ってテレビでも観ていて」

「おー……」

　磯村さんはカウンターの脇に立ち、部屋を眺めてから私を見た。

「華がうちで落ち着く理由が、わかった気がする」

　リビングはフローリングで同じ。間取りは逆向きだけど、ふたりがけのソファには、かけるタイプのソファカバー。そこにクッションをいくつか置いてある。

　ソファの前には白いローテーブル。もちろん、その上にはリモコンのみ。シンプルなビデオラックには、磯村さんの部屋と同じ大きさのテレビ……。

　カーテンの色が、うちはオフホワイトで、磯村さんの部屋は黒に近いグレーだったりするけれど、ほとんど似たり寄ったりでそっくりな部屋。

　へらっと笑って、磯村さんを見た。

「何か飲む？」

「何があんの？」

「麦茶に、烏龍茶に、ビールかな」

「ワインもあるぞ」

　うーん。どうしようか。

「ワインは、また今度にしましょ？」

「なんで？」

　訝しげに腕を組まれたから、なんと言えばいいだろう。

「えー……と」

　まず長ネギと人にん参じんを見せる。

「ん？」

　それから、生しょう姜がを見せる。

「いや、あのな？」

　次に、ほうれん草と大根を見せる。

「華？　全くわからないだろうが」

　最後に、魚のパックを見せて愛想笑いをした。

「さすがに、和食には赤ワインは合わないかな、なんて」

　磯村さんはそのままの体勢で眉をひそめた。

「……誕生日に、なんで和食だよ」

「誕生日は洋食なんて、誰が決めたの」

「いや。決めてねぇけど、ケーキ買うって言ったじゃねぇか」

「うーん。でも……」

　米を計りながら、ちらっと磯村さんの不機嫌な顔を見る。

「煮魚、食べたかったらしいし？」

　そう言うと、磯村さんの表情が無になり、いきなり視界から消えた。

「え。あれ……？」

　しゃがみ込んで頭を抱えている彼を見下ろす。

「磯村さん……？」

「そんなの、いつの話だ。いつの！」

　えーっと、かれこれ一ヵ月くらい前？

「さすがにカレーライスは外したよ？」

「当たり前だ！　つーか、自分の誕生日なんだから、せめてそこは自分が食いたいものをチョイスしろよ」

「ダメよ」

「なんで」

「だって、私が磯村さんにご飯作るの、初めてじゃない」

　初めて食べてもらうのに、自分の好きなものだけっていうのはどうかと思う。

「自分でも好きなものだし、気にしなくていいから」

　米をとぎながら言うと、磯村さんは立ち上がって、ワインのボトルをカウンターに置いた。

「じゃ、次はチーズ系の何かが食いたい」

「ピザでいいなら」

「それでいい。それから、華」

「はい？」

「いい加減、達たつ哉やと呼べ」

　ソファに座り、テレビを点けた磯村さんを眺めつつ、首を傾げる。

　それはまだ恥ずかしくて無理よ。

　とりあえず麦茶を出して、くつろいでもらっている間にご飯を作る。

　それから、でき上がった料理を前に、ビールで乾杯した。

「おめでとう」

「ありがとうございます」

「なんか、変な誕生日になったな」

　彼が苦笑するから、私も苦笑を返す。

「でも、久しぶりにお祝いしてもらってる」

「去年は、あの女医さんとは誕生日を祝わなかったのか？」

「水瀬は……飲むと際限なくて」

　介抱するのも大変だし。

「ふぅん？　そういや、俺たちが一緒に飲むのは初めてだな」

「そうかも」

　時間が合えば、ご飯を一緒に食べて帰り、磯村さんの部屋に寄って少しだけ過ごした後、二十二時頃になると私は部屋に戻る。規則正しく、清い関係。

「後は、見てねぇのは、それぞれの寝室くらいか」

「……見せません」

　磯村さんは苦笑いしながらビールを飲んだ。

「今すぐ見せろとは言わねぇよ。とりあえずは、座る位置からだろうが」

　いつも磯村さんがソファに座り、私が床に何か敷いて座る。これが定位置。

　だいぶ気にならなくなったけれど、ふたりがけのソファに、ふたりで座るのは……近いよね？

　おいでおいでする磯村さんを眺め、黙って大根の煮物をつまむ。

「磯村さんの近くに行ったら、わりと簡単に触ってくるんだもの」

「いつも聞いてから触ってる。断られたことはないと思うが」

　……そりゃ、断ったことはないけどさ。

　なんていうか、それが磯村さんなりの優しさなんだとは思う。いきなり触られたら、きっとゾワゾワすると思うし、下手すると逃げるかもしれない。だけど、言われたら言われたで、少しだけ身構えてしまう。

　それに磯村さんが聞くということは、私が承諾するということで……。私が『触れてもいいですよ』と言っているようで……。

　正直、恥ずかしい！　どれだけ私は女王様なのか……！

「聞かなくてもいい……です」

「あ？」

「ダメなときはダメって言うから」

「……唐突だな？」

「だって……」

　磯村さんはニヤリと笑いつつ、黙々とご飯を食べる。

　そうしながら、私の答えを待っている。

「磯村さん。わかっていながら答えを待つって、意地悪だから！」

「わかんねぇよ。だから聞いてんだろうが」

　だって、だってよ？　今まで問答無用にキスしてきた男が、ここに来ていきなり〝聞いてから〟触れるようになっている。何をするにも〝聞いてから〟なのよ？

　ということは、これから先は、すべて私が『大丈夫』『触れてもいいわよ』って言わないといけない。

　そういうことでしょう？　それは無理。絶対に無理よ！

「おい、エロ乙女。何を妄想してんだ」

　意地悪そうに笑われたから、真っ赤になって叫ぶ。

「妄想なんてしてません！」

　していたかもしれないけれど、していません！　断固否定します！

「心配しなくても、いざってときには言葉では聞かねぇから気にするな。その点のリードは男に任せるもんだ、エロ乙女」

「磯村さん、絶対に意地悪！　それに私はエロ乙女じゃない！」

「お互いさまだ。とりあえず飯食え」

「お互いさまって、私は意地悪じゃない！」

　そんなことを言い合いながらご飯を食べ、少しほろ酔い気分でケーキをカットすることになった。

　箱を開けると、入っていたのは苺いちごの生クリームケーキ。乗っかっているチョコレートのプレートには【ハッピーバースデー】の文字。小さくてもちゃんとしたホールケーキだ。

「可愛いー」

「お前、酔ってるだろ」

　呆れた視線に、へらっと笑って振り向く。

「たかだかビール二缶くらいじゃ、酔わないわよ～」

「いや。お前、五缶空けてたけど」

「そう？　ストックなくなったかなぁ？」

　冷蔵庫を開けに行こうとして、いきなり視界が回った。

「俺がやる」

「……う、うん？」

　ストンとソファに座らせられて、また呆れた顔をされる。

　今、だ、抱きかかえられた……よね？

「キャー……」

「反応おせぇ。大丈夫か？」

「あ。はい。平気……」

　みたい？

　今、磯村さんに抱えられて、ソファに座らせられたけれど。

　何も感じなかった。ゾワゾワも何も……びっくりしただけで。

「ふうん？」

　彼はナイフと小皿、ケーキをローテーブルに置き、ロウソクを立てながらニヤニヤして……火を点けつつ隣に座ってきたから、私は身体を固まらせる。

「……慣れろ」

　ち、違う。気持ち悪いとか、そういうことじゃなくて……。

「緊張……する」

「それも慣れろ。ロウソクを吹き消すときに願い事をするといいらしいぞ」

　頷いてケーキを眺める。

「……願い事」

　なんだろう。願い事……か。

　潔癖症が治ればいいな。治って、自然に触れるようになりたいな。普通のお付き合いができるように。

　……普通に触りたい？　磯村さんに、私は触れたいのかな。

「なんで顔が赤いんだ？」

「あ、赤くないですっ！」

　ロウソクを吹き消した瞬間に、微かに唇に触れて、離れていく温もり。

　思わず無言で磯村さんの顔をじっと眺めると、ニッコリと爽やかな笑顔がこぼれた。

「じゃ、ケーキ切るか」

　あっさりとスルーされているけれど……今、キスされたよね？

「なんだ。不満なら、もっとしっかりキスするか？」

　ずいっと顔が近づいてきて、慌てて肩を押し返す。

「どうしていつも、不意打ちなの！」

「華に考えさせるとダメだろ？」

「こ、心構えしてれば、大丈夫」

「じゃ、今しろ」

「無理！」

　私が叫ぶと、磯村さんは片方の眉を上げただけであっさり離れていき、何事もなかったようにケーキを切り分け始めた。なんだか妙に悔しい。きっと、心構えなんてできないと思ってるんでしょう。

「磯村さん……触ってもいい？」

「はあ？」

　ふたりで並んでいるソファの上でにじり寄ると、少しだけのけ反られる。

「ちょい待ち。ナイフ持ってるから……って、お前、目ぇ据わってるぞ？」

「いいから置いて」

　コトリと小さな音がしてから、磯村さんが私に向き直る。

「で、どこに触る？　手？」

　手を差し出されたのに、両手でガッシリ彼の顔を掴んだ。

「ずいぶん、積極的だな？」

「ダメ？」

「いや。ただ、人に触るにはもう少し慣れた方がいいな。ちょっと力を抜け」

　力を抜く……って、どうやって？

「手の甲で触ってみろ」

　瞬きしてから、手の甲で磯村さんの頬に触れる。

「……思ったより、さらさら」

「帰ってから髭ひげ剃そったからな。夕方になりゃ、ザラザラするもんなんだよ」

　そうだね。髭も生える男の人だ。大人の男の……。

　ぱっと手を離して、ソファの端に慌てて移ると、磯村さんがふっと笑った。

「男に触るときには気をつけろよ？」

「う、うん。ご、ごめん」

「いや。気にすることじゃねぇよ。まぁ、悪くなかった」

　悪くなかった？　そ、それはどういう意味で？

　私ったら、いきなり何やってんの！　正直、穴があったら入りたいです！

「ほれ」

　ずいっと目の前にケーキの皿を差し出されて、受け取る。

「後で気持ち悪くなったら手でも口でも洗っとけ。そのうち、触るのも触られるのも慣れてくる。どうってことはなかったろうが」

「そ、そうね。大丈夫……だった」

「めちゃくちゃ震えてたけど？　本当に意地っ張りだな」

「震えてない！」

「そういうことにしといてやるよ。誕生日だしな」

　それは、負けてくれるということ？

　美お味いしそうなケーキを眺めてから、フォークを差し出してくる磯村さんを見た。

　思えば、磯村さんからは受け取れている。ケーキの箱だったり、皿だったり……。

「ありがとう……」

　フォークを受け取ってケーキを口に入れると、あっさりとした生クリームの甘さが広がった。

「美味しい」

　ポツリと呟くと、磯村さんは微笑んで、ケーキを食べながらふたりでしばらく雑談した。たいしたことじゃなくても、それがとても嬉しい。

　それから、食器を洗うために私はキッチンに立った。カウンターに乗せられたワインボトルを見ながら、洗剤を盛大に泡立てる。

「磯村さん。今度の金曜は暇？」

「今度の金曜……明後日あさってか？」

「ピザを作るなら、生地を仕込むから」

　磯村さんはソファから困惑顔を向けてきた。

「生地を……仕込む？」

「買ったピザは食べたことない。うちはだいたい作るの」

「そりゃー……大変だな」

　彼の呆れたような表情に、重々しく頷きを返した。

「大変よ。しかもふたり分は難しいから。材料が余ることも多いし」

「大々的にパーティーでもするか？　となると、俺の部屋かな。山本と葛西にも声かけるか？」

　あまり知らない人は緊張する。触られないか、触られたとしても許容範囲か……いろいろ考えていたら苦笑された。

「……人の女にベタベタ触ってくる奴らじゃないから、安心しろ。まぁ、山本は気をつけた方がいいが」

「……私、水瀬しか友達いないんだけど」

「合コンじゃねぇんだ。それでいいだろ。予定聞いておく」

「でも、山本さんには気をつけろって……山本さんは彼女いないの？」

「彼女がいるのは、今のところ俺だけだな。水瀬女史は？」

「去年まではいたはずなんだけど」

　確か、別れたって聞いた。

「おー……じゃ、山本にちょうどいいかもな」

「ダメだと思う。水瀬は女王様気質だから、山本さんの天然ぶりだと、下手すると子犬ちゃんになっちゃう」

　食器を濯すすぎながら呟くと、磯村さんが困った顔をした。

「……水瀬女史は、本当にお前の友達だよな？」

「水瀬は小学校からの友達。ああいう性格だから、これくらいなら聞き流してくれる」

「……お前のアンバランスな性格形成にも、影響力ありそうだな」

　それはどういう意味？

「どちらにせよ、紹介は受けつけてないよ。そういう子だから」

「……そんな感じか」

「じゃ、後で水瀬にメールで連絡しておく。あまり医務室に入り浸ると、課長に体調不良を心配されるし」

「課長って？　総務部の……？」

「倒れたり、早退したりしてから、最近よく心配されるの」

　その元凶が目の前にいるけれど。

「総務の課長って、男だっけ？」

「うん。二児のパパさんで、暇があれば奥さん自慢が始まる人だから、あまり近づかない方がいいよ。一時間くらい邪魔されるから」

「……総務部って案外、面白い部署なんだな」

「営業部ほどじゃないと思う」

　就業中に、内線を使って瞬時に噂を広めるような部署よりはマシだよ。

「ところで、華」

　顔を上げれば、不機嫌そうな磯村さんと目が合った。

「お前、スマホ持ってんの？」

「……あるよ」

　答えたら、舌打ちつきで睨まれる。

「早く言え。持ってないもんだと思い込んでたじゃねぇか」

　今どきのＯＬが、スマホを持ってないはずない。確かに、連絡先は実家と会社と水瀬だけなんだけど、連絡するときに公衆電話は言語道断でしょ。公衆電話なんて……。

「鳥肌、立っちゃったじゃない」

「何を想像してだよ」

「会社の電話だって、自分のデスクと水瀬のデスクのしか使えないのに、公衆電話なんて使えないから！」

「あー……なるほど。それもそうか。まぁ、連絡先は教えとけよ」

　流したな。

　ムッとしながらも連絡先を教え、洗い終えた食器を乾から拭ぶきして、棚に戻す。

　それからシンクをクレンザーで磨き、水気を拭いた布巾を洗濯カゴに入れて、落ち着いた。ピカピカは気持ちいいよね。

「徹底的だな」

「気持ちいいでしょう？」

「今度はふたりで、気持ちいいことしような？」

　ふたりで、気持ちいいこと？

　眉をひそめて磯村さんを見ると、意地悪そうで、からかいを含んだ笑顔が見えた。

　……ふたりで。

　意味を理解した瞬間、身体中が爆発したみたいに熱くなる。

「何を想像してるのよ！」

「そっちこそ、何を想像してんだよ」

　何を……って。

　ニヤニヤしてる彼を見て、そっぽを向く。

「磯村さんほど具体的じゃないです！」

「エロ乙女」

「違います！」

　最後には、やっぱり私をからかって、磯村さんは部屋に帰っていった。

　……からかうのが日課になってないかな、あの人。

　そんなことを思いながら、今日はパジャマ代わりのＴシャツとハーフパンツに着替えてベッドに入る。

　……ふたりで、か。

　何をするかはともかく、その響きはこそばゆくて、嬉しい。

　そう考えているうちに、気がつけば眠りに落ちていた。










少し変わった




　金曜日。臨時役員会のため、大慌ての会場設営で十階の会議室に出張中。

　秘書課の男性陣も手伝ってくれているから、仕事が早い早い。

　少しホコリがあった窓際を拭いていたら、いきなり声をかけられた。

「お誕生日おめでとうございます。伊原さん」

「はい？」

　声をかけてきたのは葛西さんで、珍しく眼鏡なんてかけていて、インテリ風味が倍増していた。

　まわりの空気が固まったのは、気のせいじゃないと思う。

　社長令息で、無駄口を叩かないあの葛西さんが、いきなり仕事以外のことで話しかけてきたから。

「た、誕生日？」

「ええ。本日の会に、招待いただきました。ワインはあるとのことですが、何か持参した方がいいかと」

「ああ。磯村さんから連絡がありましたか」

　そういえば、葛西さんと山本さんに声をかけるって言っていたな。

「はい。手料理をご馳ち走そうしてくださると伺うかがいましたので、僕も何か酒でも持参します」

　社長令息の持参のお酒ですか？

「め、滅相もない。お気遣いだけで結構です」

　それに、手料理っていってもピザだ。後は水瀬のリクエストでおでんだし、その他は適当に作るだけで……。

「男性はそういうわけにいかないのが常識ですから」

　そんなマイ常識、捨ててしまえ。それよりも、この凍りついた空気をどうしてくれよう。

「……葛西さん」

「はい」

　とりあえず時間もないし、手て土産みやげもどうでもいい。

「あまり時間もないですから、適当にお願いします」

　その場しのぎで〝適当〟に答えた。

「わかりました」

　どちらの意味に取ったかはともかく、礼儀正しくお辞儀して、葛西さんは秘書課の人たちの方に歩いていった。

「……先輩。葛西さんと会話するような仲でしたかぁ？」

　千里さんが近づいてきて、真面目な顔をする。

「まさかでしょ？　私じゃなくて、磯村さんがお友達らしいけど」

「なるほどですねぇ。磯村さんって人脈広そう」

　確かにね。私もそれには同感だ。

「でも、葛西さんってもっと有名人ですからぁ、これってヤバいですよねぇ？」

「また変な噂を立てられると思う？」

「葛西ファンは陰険ですよ～？」

「……面倒くさいわね」

　また取り囲まれるとかは、勘弁してほしいわぁ。




　そう考えていたけど、思っていたより普通の陰険さで笑えた。午後になって総務部を覗く女子社員が増えただけ、という感じ。ちょいちょい覗きに来ては、何かをコソコソ囁ささやいている。

「すみません。ボールペンを一ダースお願いします」

　そんな中、堂々とフロアに入ってきた人を見ると、綺麗で若い女の子。長い髪は艶つややかな栗色だし、品のいいナチュラルメイク。制服ではなく、これまた上品なスーツ姿だから……どこの部署の人かな。

　そう思いながら、入口のカウンターに受領書とペンを置く。

「受領書に記入いただけますか？」

　書かれた【秘書課】の文字に心の中で苦笑していたら、唐突に呟かれた。

「勘違いなさらないことね」

　記入を続けている彼女に、眉を上げる。

「意味がわかりかねます。とりあえずボールペンは黒インクでいいですか？　よければ、受領書の【黒】の項目にチェックを入れてください」

「あなた……何様のつもり？」

　俯いたまま声音を低くした彼女を見下ろして、腕を組んだ。

「何様といいますか、総務部の伊原ですけれど」

　溜め息交じりに呟くと、割り込んできた、さらに低い声。

「そこは〝華子様〟って言わないとなぁ」

　顔を上げれば彼女の後ろのドアが開いていて、磯村さんが立っていた。ドアの隙間から千里さんと牧君の顔も見える。

　……余計な世話焼きはどこにでもいるものね。

「葛西がお前にちょっかいをかけたって？」

「ちょっかいまではかけられてませんよ。ただ、今日のことで何か持っていくべきか聞かれただけで」

「それは災難だ。葛西を呼ぶのは考えものだったかな。あまり空気読まないから」

　あなたほどじゃないと信じたい。

　秘書課のお嬢さんが、普通に会話をしている私と磯村さんを交互に見ていた。だけど結局何も言わず、ボールペンが入った箱を奪って出ていって、それを磯村さんはうっすらと笑いながら見送る。

「総務のお局様に喧嘩売るなんて、面白い女だな」

「すみませんね。総務のお局様で」

　言い合いながら、ふたりで受領書を覗き込む。秘書課・観み月づき結ゆう香かというサイン。

「それにしても……あしらいが慣れてるな」

「ええ。以前も同じような目に遭いましたから。総務の皆も慣れちゃってます」

　あなたのときにね。

　我関せず仕事を続ける面メン子ツを振り返り、また磯村さんをちらりと見る。

「それで、本当に野次馬でしたら、私は仕事に戻りますけど」

「ああ。ついでにＡ会議室の鍵を返しに」

「あ。私が当番なので、お預かりします！」

　千里さんがピョコンと手を上げて、磯村さんから鍵を受け取った。

　爽やか笑顔を振りまいたまま総務部を出ていく彼を見送り、デスクに戻ると、主任に笑われた。

「伊原さん。もしかして、噂通りに磯村さんと付き合い始めた？」

「唐突ですね……」




　とりあえず、ある意味では和やかなうちに、一日の仕事が終了した。

　ゆっくり、でも最後にはならないようにフロアを出て、それから着替えを終え、社員入口に向かう。

「華子～」

「あれ、どうしたの？」

　社員入口で水瀬が手を振りながら、にこやかに立っていた。

「華子の家に行くから、待ち合わせ」

　いやいやいや。待ち合わせ、していないからね？

「シャワー借りようと思って。まさか、消毒薬の香りプンプンさせて、磯村さんのお宅に上がるわけにはいかないでしょう？」

「嫌な匂いだとは思わないけど」

「だから、それはあんただけ」

　そう言われながら、ふたりで駅に向かって歩き出す。

「でも、ま～、よく付き合うようになったね」

「うん？」

「磯村さんと。最初は毛嫌いしてそうだったのに」

「……まぁ、短い間にいろいろとね……」

「ああ、うん。それは薄々わかってた」

　……うん？　薄々、何をわかっていたの？

「あんたが彼を突き飛ばしたって話を聞いたとき、やるなぁと思ったわ」

　突き飛ばした？　それって、二度目のキスのときの話？

「や。だってあれは……」

「どちらかというと消極的だったあんたに、そんな大胆な行動させるなんて凄い」

　……水瀬、どこを感心しているのかね。水瀬らしいといえば水瀬らしい感想だけど。

「まぁ、磯村さんは私の好みじゃないけど」

「水瀬の好きそうな男子ってわかんない」

「可愛い子犬系はダメね。いじめてる気分になるから」

　指を振りながらニカッと笑う水瀬に吹き出す。

「水瀬は女王で、おじさんだから」

「あんたよりツンツンしてるのは認めてあげるわ」

　駅のホームに着くと、自動販売機でココアを買い、ウェットティッシュで缶と座面を拭きながらベンチに座る。

「またココア？　華子、太るわよ～？　彼氏が彼氏なんだから、いつか剥かれるわよ？」

　剥かれる……って。

「水瀬、女性なんだから、公の場でそんなことを普通の音量で言うのはどうなの？」

「大丈夫よ。こんなホームの真ん中で、人の会話に聞き耳立ててる人は稀だから」

「稀、ってことはたまにはいるんでしょうが」

　際どいようで際どくない会話を楽しみながら電車に乗って、最寄り駅で降り、帰宅する。

　買い物は昨日のうちにだいたい終わらせているし、仕込みはバッチリ。

「先にシャワー使っていい？」

　私が尋ねると、水瀬は当たり前のことのように笑いながら指先をヒラヒラさせる。

「もちろんよ。私は何か手伝う？」

「ううん。ほとんど仕込みしちゃってるから、大丈夫」

　ピザは磯村さんの部屋で仕上げるし。

「ところで、磯村さんの家って近いの？」

「うん。近い」

　お隣さんだからね。

　そしてそれぞれシャワーを浴びて、着替え終わる頃に、磯村さんからメールが来た。

「もう皆、集まってるみたい」

「でも、どうやって運ぶの？」

　おでんが大量に入った土鍋と、小さめに作ったピザの生地と具材類、それから即席オードブルとサンドイッチを見て、水瀬は首を傾げる。

「荷物持ちが来てくれるって」

　そう言ったときにインターホンが鳴り、ドアを開ければ、磯村さんが顔を出した。

「ああ。女医さん、来てたんだ」

「うん。飲み物足りるかな？」

「足りるんじゃねぇ？　ウィスキーと日本酒持参の奴がいるし。一応、ソフトドリンク系も仕入れといた」

「……さすが御曹司」

　呟くと、目を細められた。

「本人に言ったら苦笑されっぞ？」

「さすがに言わないわよ」

　一番重い土鍋を磯村さんに持たせて、靴を履く。

「水瀬、行くよ～？」

「え。歩いて？」

「隣だもん。歩くよ」

　当然のように言ったら、水瀬は瞠目して、私と彼を交互に見た。

「磯村さんって、ストーカーだったの？」

「ちげぇ。たまたま引っ越した先が、華の隣だっただけだ」

　磯村さんに睨まれ、さすがの水瀬も肩を竦める。

「つーか、華。鍋とか食えんの？」

　え？　私？　食べられるわけがない……。

　磯村さんが土鍋を見ているから、納得した。

「まさか。水瀬のリクエスト」

「女医さん、鍋物好きなのか？」

「焼酎があれば嬉しいですね」

　水瀬がそう呟いて、期待する目で磯村さんを見る。

「ねぇよ、そんなもん。俺はウィスキー派なんだよ」

　断言されて、水瀬は膨れた。




　そんな感じで始まった宴会は、最初は他人行儀な空気だったけれど、時間が経つと打ち解けたものになっていった。

「まさか、伊原さんが磯村と付き合うようになるとは思ってもみませんでした」

　打ち解けても敬語の葛西さん。

　私も、日本酒片手におでんを食べる葛西さんを見るとは思いませんでしたよ。

「葛西はモテるからいいけど。いいなぁ。俺も彼女欲しい」

「山本はもう少し常識わきまえれば、できるんじゃねぇの？」

　そう言いながら山本さんにビールを注ぐ磯村さんは、絶対に人のことは言えないと思う。

　ほとんど初対面のはずの男性陣を見ながら、ソファで脚を組んでくつろいでいる水瀬も凄いけれど。

「華子もそろそろ落ち着いたら？」

「何を？」

　どう落ち着けと？

　水瀬は目を細めて手招きする。

「そろそろ座れば？　キッチンで飲んでないで」

　うーん。

　ソファに座る水瀬。床に胡座あぐらの男性陣。……どこに座れる？

「……華」

　磯村さんがおいでおいでして、ソファと自分の間にスペースを作ってくれた。

「ありがとう」

「つーか、なんでお前、眼鏡してんの？」

　顔を見合わせると、笑われた。

「え？　なんとなく」

「プライベートくらい外せばいいだろうに」

　人見知りだけど、眼鏡をかけるとなぜか落ち着くから、今日は仕事の後もそのまま。

「伊原さん、伊達眼鏡ですか？」

　葛西さんの静かな視線に身構える。

「え、まぁ」

「目が悪くないのに眼鏡をかけると、視力が落ちますよ？」

「そうなんですか？」

「せっかくの視力を悪くする必要はありません。目が悪いと、いろいろと見逃します」

　力強く言われて、少し退く。

「……実感こもってますね」

「ええ。思うところがありまして」

「ハンカチの君か」

「ああ。葛西がハンカチもらって、ずいぶん前から探してる人？」

　磯村さんと山本さんに見つめられて、眉をひそめる葛西さん。

「ハンカチの君って、なぁに？」

　水瀬にも言われて、葛西さんが嫌そうな顔をした。

「水瀬さんには関係ありません」

「えぇ？　でも、きっと私だけ、のけ者状態じゃない？」

　葛西さんは私の愛想笑いを見て、次に磯村さんを睨む。それから眼鏡を拭き始めた。

「……こちらのことです。お気になさらず」

「ますます気になるじゃないの」

「まぁ、いろいろあんだよ。女医さん」

　磯村さんが眉を上げたら、水瀬は不服そうにしながらも首を傾げた。

「磯村さんはプライベートでは、ガラが悪いんですね」

「あんたは華の友達らしいし、気取ったところでしょうがねぇし」

「伊原さんには、ずっとそんな感じだったよね？」

　私は山本さんの言葉に頷く。やっぱり、あまり親しくない誰かがいるとき以外は本当に口が悪いよね。

　まぁ、うん。出会い方が出会い方だったし。気取ったところでしょうがないしねぇ？

　磯村さんと静かに見つめ合って、それからいきなり眼鏡を取り上げられた。

「ちょ……っ」

　彼から眼鏡を取り返そうと手を伸ばすと、逆に掴まれた。

「眼鏡されてると、キスしにくいんだよな」

「今はしないじゃない！」

「ん？　今してほしいわけ？」

「そういった意味じゃない！」

　どうしてこんなところでからかうの！

　怒ったように顔を赤くしたら……。

「ちょっと、人前で堂々といちゃつかないでくれる？」

　それはそれは冷たい声が降ってきて、ふたりで氷の視線の水瀬を見た。

　いちゃついた記憶はございませんが。

「女医さん、目が据わってる」

「女医じゃない。私には水瀬はるかという、ちゃあんとした名前がございます」

「水瀬。そんなに怒らないで……」

「私はね。女医だとか、医者だとか、そういう風に言われるのは仕事中だけで充分なの！」

　あ。これは……。

「水瀬、酔った～？」

　私がふらりと首を傾げると、水瀬はぷくっと頬を膨らませた。

「酔ってないわよ。だいたいね～。わざわざ医務室に来た人に手ぇ握られたり、脚を触られたりするために医師免許を取ったわけじゃありませんから。女だからってふざけるんじゃないわよ」

　磯村さんが、ちらりと私を見てくる。

「なぁ。俺、今度はこの人のトラウマに踏み込んだか？」

「磯村さん、得意ね～」

「……怒り方が華にそっくりだな」

「そりゃ、付き合い長いから。普段の水瀬なら言わないんだけど……」

　でも、この地の底から呪じゅ詛そをかけているような冷たくて低い声は、水瀬の怒りが頂点の証拠でもあるんだよね。

　そう思っていたら、葛西さんが動いた。

「どこの誰なのか、伺っても？」

　水瀬の座るソファの肘かけに腰かけて、葛西さんが優しい声音で尋ねるのが見える。水瀬は葛西さんを睨みつけ、葛西さんは眼鏡を指先で持ち上げた。

　そんなやり取りを眺めながら、磯村さんと山本さんがコソコソ話を始めたから、磯村さんの服を引っ張った。

「葛西さんはどうしたんです？」

「ん？　ああ、まぁ見てろよ」

　見てろよって、このふたりを？

「私ね、あなたのデリカシーのない慇いん懃ぎん無ぶ礼れいなところが好きになれないわ」

「僕も、あなたの小うるさいところが好きではありません」

「あなたに私の何がわかるっていうのよ。たかだか毎月、顧問の定期検診のときに顔を合わせるくらいでしょうが」

「ええ。そうです。いつもと違って、そんな低い声で話すこともあるんですね」

「すみませんね。怒ると低くなるみたいです」

「なるほど。僕はあのとき、怒られていましたか」

　微笑んでいる葛西さんの表情に気がついて、ちらっと磯村さんを見ると、ニヤリと笑われた。

「そりゃそうでしょうが。コンタクトで目を傷つける人もいるのよ。あなた、意地を張って人のこと邪険にしてくれたじゃないの」

　水瀬がそう言いながら、葛西さんに指を突きつけるけれど。

「やっと見つけました」

　彼は突きつけられた指を掴んで引き寄せると、驚いた顔の水瀬を覗き込んだ。

「僕とお付き合いしてください」

「はぁ？　あんた、馬鹿なの？　それともマヌケなの？　ちょっと、磯村さん。この人どうにかしてよ！」

　水瀬が磯村さんを振り返ると、磯村さんは腕を組みつつ好青年風に笑った。

「いや。人の恋路に首突っ込むと、馬に蹴られて痛いし」

　あ。わかった！

「水瀬が、葛西さんのハンカチの君なんだ！」

「おー……相変わらず鈍いな、華」

「鈍くない。けど、鋭くもないもん」

　手を離せ、離さない、と騒いでいるふたりを眺めつつ、山本さんは私を見た。

「伊原さぁん。僕にも誰か紹介して」

「……残念ですが、難しいです」

「えぇ、葛西だけズルい」

　ズルいと言われましてもねぇ。

　だいたい話を聞いていたら、水瀬と葛西さんは実は顔見知りらしいし。

「それより、磯村さん。私より葛西さんの方が鈍いと思うんだけど！」

「え。食いつくところ、そこ？」

　磯村さんを睨むとびっくりされて、思わずへらっと笑った。

「でも、なんだか楽しい～」

「そうかぁ？　俺には修羅場にしか見えねぇが」

「だって私、大勢で飲むことなんてなかったから、水瀬が私以外の人に絡んでるのも新鮮で」

「そりゃー……毎回大変そうだな」

「そうでもないよ。水瀬は絶対に触ってくることはないもんね」

　磯村さんは黙って琥こ珀はく色のグラスを傾け、まじまじと私を見つめ……。

　いや、眺めている？

「どうしたの？」

「お前、キッチンでビール、どれだけ飲んだんだ？」

「え……っと。これで冷蔵庫のは、最後だったけど」

　ビールを飲みながら首を傾げると、磯村さんが少しだけ呆れた。

「お前も充分、酔っぱらいだな。ある意味、真面目だし」

「真面目はいけない？」

　唇を尖らせてにじり寄ると、顔を覗き込まれて笑われる。

「いや。からかいがいがある」

　なんか顔が近い気もするけど、まぁいいか。

「ならいいじゃない」

　そこで、バン！と山本さんがフローリングを叩き、皆の視線が彼に集まる。

「頼むから、それぞれふたりの世界に入らないでくれ!!　俺、片身狭すぎるでしょうが！」

　それはそれは、悲痛な叫びが響いた。
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　月日というものは、飛ぶように過ぎていく。いつの間にか本格的にコートが必要になる季節に突入した。

「先輩。すみません。旭あさひ川かわ支社の営業車両が事故を起こしたらしいんですが。どう処理すればいいかって、問い合わせが来ているんですけど」

「事故は人身？　それとも……物損？」

「いえ、峠で鹿が飛び出してきたらしいです」

　さすがだ、北海道。

　感心しながら千里さんを振り返り、虎の巻ファイルを手渡す。

「運転していた方、病院には行った？」

「あ。聞き忘れてました。ありがとうございます。確認してみますね」

　その言葉とともに、電話応対に戻った千里さんを眺める。

　千里さんの口癖も直ってきたよね。うん。いいことだわ。

　そう思っていたらドアが開いた。

「――を見てください」

　山本さんが何か言いながら入ってくる。また彼は……ドアを開ける前に頼み事をしていたらしい。立ち上がりながら苦笑する。

「何を見ればよろしいのでしょうか」

「ああ！　Ａ会議室のエアコン、調子悪いみたいで、極寒なんですよ」

「エアコンですか？」

　確かあれはリースだったよね。朝にチェックを入れたときは稼働していたんだけれどな。

　仕事は通常業務と、こんな飛び込み業務で毎日大わらわ。

　そして、お昼はお弁当持参で、水瀬の医務室に向かう。

「……だから、あんたたち。どうしてお昼に医務室に来るのよ」

　少し剣呑な視線の先に、葛西さんがいるのにも慣れてきた。

「水瀬さん、夕食にお誘いしても断られますし」

「私は葛西さんのおかげで、まだ時の人ですから。はい。水瀬の分のお弁当」

　賄賂代わりのお弁当を水瀬に渡すと、彼女は諦めて肩を落としてお茶を淹れ始めた。診察椅子は葛西さんに譲って、ベッドに座ってお弁当を広げていたら、彼は不思議そうに首を傾げる。

「僕のせいで時の人……とは？」

「以前、葛西さんから話しかけられましたでしょう？　そのことで、休憩室に行くと女子社員の話のネタにされているんです」

　人気者は大変ですね。ネームバリューもルックスも揃そろっちゃう人は、女子社員の恰好のターゲットなんだろうけど……。噂の持続性が磯村さんのときの比じゃないというか。婚活女子は意外と多い。

「すみません。迂闊でした。ただ、そんなに酷いですか？」

　葛西さんは、仕事ができる人だけど、私生活は無頓着なのかな？

「そうですね。普通、社会人の噂なんてたかが知れているんですけれど、葛西さんは秘書課の方ですし、知名度が高いから……」

「あなたをお婿さんにしたがっている女子社員は多いから」

　私に続いて、水瀬がそっけなく言う。

　彼はお茶を出してくれた水瀬に頭を下げ、それから小さく息を吐く。

「勝手に婿に選ばれても困りますが」

「困ろうが困るまいが、噂は憶測でしょう。気にすることはないわよ」

　ヒラヒラと手を振り、水瀬はお茶を飲みながら私を見た。

「社内報のランキングでは、お婿さん候補ナンバーワンが葛西さんだったでしょ」

　先々月は、私も広報企画を手伝ったのでよく覚えていたから頷いた。

「磯村は入っていなかったですか？」

　葛西さんが不思議そうに呟いて、水瀬が皮肉っぽく笑う。

「ああ、磯村さんって仕事はできるけど、それに輪をかけて派手に遊んでいたから。そういう候補にはなりにくいんですって」

「あれでも、案外一いち途ずですよ？」

　そうやって同時に見てくるふたりの視線が痛い。

　そうね。たぶん、磯村さんは一途だと思う。出会いや経緯はともかく、あれやこれやを考えるとそうなんだろうな。付き合うようになってから、喫煙室ではサボっているみたいだけど、どこかに誰かを連れ込むことはなくなって……いるんだろう。どちらかというと周囲からも、最近は私に対して磯村さんの彼女扱いが増えてきているし。

「立ち直ってくれて何よりです」

　ポツリと呟いた葛西さんの声は、よく通った。

　よく通ったことには気づいていないけど、私たちの視線には気づいた葛西さんの視線が、居心地悪そうにそっと天井を向いた。

「生きていると、それなりにいろいろある……」

「まぁ……」

　そう、でしょうね。そうだと思う。

　あれだけ華々しい浮き名が公然と噂になるわけだし、私は二度もそんな場面に出くわしているわけだし。

　いろいろなことがあるんだろう。あるんだろうけれど……。

『立ち直った』と言われるくらいのことが、磯村さんにはあったわけだ。

　そうだよね。私だって二十九年生きてきて、全く何もなかったわけじゃない。

　物心ついたら潔癖症になっていたし、それでイタズラされることが日常茶飯事。

　それでも高校生にもなれば少し落ち着いた。

　そこで恋をして、破局して、ひとりで生きるためにはどうするかを模索し始めて、計画して、貯金や貯蓄や保険をいろいろと検討して。

　人と関わりを持たないようにしていた私ですら、そうだったんだもの。

　磯村さんだって、それはそれはたくさんいろいろあったことだろう。

　ペシッと小気味いい音がして顔を上げると、葛西さんは痛そうに額を押さえ、水瀬は不敵に笑っていた。

「目の前に当人がいればいいけど、いないのにそういうことを言うのは反則ってわかってる？」

「え。あの……昔のことです、よ」

「過去は過去よね。私だって去年のクリスマスまで彼氏がいたわ。休日じゃなかったからホテルでディナーを食べて、そのままお泊まりするだけのイブだったけど、とっても〝素敵な人だった〟わ」

　葛西さんの表情が、微かに強張る。

「き、聞きたくありません」

「そうね。聞きたくないでしょう？　しかも、その人とは通りのど真ん中で大喧嘩して大おお晦日みそかに別れたの。ある意味、新年はスッキリしてよかった。だけど〝しばらくはお付き合いはノーサンキュー〟。まだ言う？」

「で、ですから……」

「聞きたくないでしょう？」

　葛西さんは何度もコクコク頷き、それから悲しそうな顔をして私を見た。

「すみません、でした」

「……いえ」

　磯村さんから、葛西さんは空気読まないって聞いていたし。

　ある意味で、空気読ませた水瀬って素晴らしい。

「葛西さん。あなた少し頭悪いわ。過去ってね、目の前にその人がいるからハッキリできることなのよ？」

「はい。すみません」

「他人から聞いちゃうと、今その人がどう考えているのか、知りたくなるでしょう？」

「はあ」

「それを当の本人に聞ける人もいるけど、聞けない人は聞けないまま不安になるの。しかも、相手が不安になることなんてしていない本人は気づけなくて、深みにはまることもあるわけ。わかる？」

　カウンセリングが始まった？

「あなた、だから坊ぼっちゃんって呼ばれるのよ。見た目のイメージより全然ガキ。だけど、素直よねぇ」

　なぜかどことなく感心している水瀬の言葉を、真面目に聞いている葛西さん。

　学校の先生と、叱られた子供みたいで、なんだかおかしい。小さく笑ったら、水瀬が手を打った。

「ご飯食べちゃいましょ。午後は長いんだから……」

　私を見て、水瀬が呆れた顔をした。

「……あんた、食べ終わるの早い」

　だって、お喋りに参加しなかったし。

「ご馳走さま。私は仕事に戻るね」

　へらっと笑うと、まだ食べ終わっていないふたりを残して医務室を後にした。

　まぁ、いろいろだよ。いろいろ……あって然しかるべきでしょ。

　そんなことを考えて、総務部のドアを開けたら、半泣きの千里さんが振り返った。

「あ。先輩～。どこ行ってたんですかぁ！」

「何かあった？」

「受付に怒鳴り込んできたお客様がいてぇ」

　フロアを見まわして、千里さんをまた振り返る。

「課長は？」

「主任と一緒にお話を伺いに向かってますぅ」

　うろたえている場合じゃない。

「じゃ、とりあえず客相に連絡しなくちゃ」

「きゃくそう？」

「お客様相談室！」

　小走りで受話器に向かいながら、頭は仕事モードに移行していく。

　公私を分けるのが社会人の常。分けられるようになったのは、いったいいつの頃からだったろう。自分のことばかり考えてはいられないから、まわりに合わせるようで合わせていない私だけど。それでも合わせて生きていく。

　……私は、〝聞けない人〟だけど。




　そんなドタバタで、すっかり帰りが遅くなったわけで……。

「で、何があった」

　なぜ、この寒い中、人の部屋の前に立っているんだろう、この人は。

「こっちが聞きたいよ。こんな夜遅くに、こんなところで何してるの」

「待ってた」

　待ってた？

　スマホを取り出し、時計を確認して顔をしかめる。時刻は二十一時。

「風邪ひいちゃう」

「そんなもんは気合いで治す」

　それって、治るの？

「とりあえず、どうぞ」

　鍵を開けて磯村さんを中に通すと、電気を点けてコートを脱ぐ。

　……シャワーは、後だな。

　ひんやりした空気の中、暖房の電源を入れた。

「お茶、淹れるね」

　コートを壁際のフックにかけてからキッチンに向かうと、磯村さんもついてきた。

　いや、カウンター式のキッチンなんだから、ついてこなくても……。

　まずは泡石せっ鹸けんで手を洗い、清潔なタオルで拭いてから、ケトルに水を入れて火にかける。

　それからティーポットを取り出して、茶葉の缶から適量を入れて……いる間も、ピッタリ背後に立っている磯村さん。

「ああ、もう！　なんなの！　あなたは背後霊のつもり？」

　振り返って怒ると、案外に真面目な視線が返ってきた。

「抱いていい？」

「え……」

「じゃなくて、抱きしめていい？」

「あの。えっと……」

「抱くから」

　腕を引かれて、肩に手を回され、そのままスッポリ磯村さんの腕の中に包まれる。

　瞬間的に考えたのは〝大丈夫〟ということ。

　身体に細菌やバイ菌や、果てはウィルスがついていても大丈夫。まだ、増殖するほど気温は高くないし、増えたら殺菌すればいいだけ。

　大丈夫。怖くなんてない。

　そう考えつつ、磯村さんのコートの冷たさに瞬きして、ピッタリ合わさる胸と、腰に添えられた手にうろたえた。

「い、磯村さ……」

「いいから」

　あまり、よくない。

　よくないのだけど、逃げようとすると、もっとガッチリ引き寄せられる。

「苦しい……」

「気持ち悪いんじゃなく？」

　頷くと、少しだけ解かれる抱ほう擁よう。

「待っているなら待っているで、どうして連絡してくれないの」

「そっちこそ、遅くなるなら遅くなるで、どうして連絡しなかった」

「待っているなんて、夢にも思わないもん」

　普段の磯村さんは、定時で上がるか、少し残業しているかのどちらかで、本当に疲れていたら、夜遅くに【今日は寝る】というメールが来て終わる。

　駅で会ったら、そのまま一緒に電車に乗り、ご飯を食べてからそれぞれの部屋に帰るか……もしくはスーパーに寄って、どちらかの家でご飯を作って食べるか。

　まさかマンションの廊下で待っているなんて思わないから。

「つぅか、これだけ近くても平気になったか？」

「磯村さんなら大丈夫……かもしれない。帰ってからシャワー浴びたでしょう？」

　いつもはそれなりにセットされている髪が、今は無造作で……ちょっとカッコいいかも……なんて。

「ふぅん？　なら、コート脱いでからにすればよかった」

「そ、それはそれで嫌だけど」

「案外くびれあるなぁ」

　どこ触ってるんですか！

　無言で磯村さんを引き剥がして、お湯が沸いたから、赤くなりながらお茶の用意を始める。

　基本的に、磯村さんはスケベだよね。男性はそれが普通なんだろうけど。

　コートを脱いでソファに座る磯村さんを視線で追いながら、そう思う。

「で、今日は、何かトラブルでもあったのか？」

「受付に怒鳴り込んできた人がいて、少し残業だったの」

「ああ～。賠償だの裁判だのと騒いでたおっさんか」

　あれだけの騒ぎだし、耳に入るよね。

「ええ。誤解があったみたいで、理解していただくのに時間が……」

「それでこの時間？」

「ある程度の時間が過ぎると、また混んじゃうんだもん、電車」

　呆れたような顔をされても困るけど、結構、死活問題だったりする。寒いし、なかなか空かないし。

「……知り合いの車なら乗れるんだったか？」

「知り合いの清潔な車なら」

　きっと、それ以外の人の車は難しい。

「車は実家だな。このマンション駐車場ねぇし。駅前は駐車場代が馬鹿高いし」

「磯村さん、免許あるんだ？」

「そりゃあるだろう。営業は」

　そうか。考えてみれば営業職にはわりと必須だよね。営業車を管理しているくせに、誰が使用するのかまでは総務では確認していないしな。

　お茶を淹れて磯村さんの隣に座ると、じっと見つめられた。

「で、いい加減言え」

　睨まれて、睨み返す。

「唐突すぎて、よくわかんない」

　目的語を言ってよ、目的語を。何を言えと……。

「葛西から、なんかやらかしたって言われた」

　それは……昼間の……ことかな？

「つうか、謝ってこいって女医さんに言われたらしいが、お前に悪いことしたって一点張りで要領を得ない」

　……そうだね。磯村さんは〝聞けちゃう人〟だよね。しかも、要領を得ない話なら私に聞いてくるよね。

　うーん。どう言おうかな。

「たぶん、お昼休憩のときの話だと思うけど、済んだことだよ」

「昼？　なんでお前と葛西が一緒になるんだ？　あいつ外食多いだろ」

「水瀬に言い寄ってるんじゃない？　医務室によく来てる」

「お前また医務室で飯食ってんの？」

「葛西さんのせいで、いまだに女子社員に睨まれるの。さすがにお昼くらいは落ち着いて食べたいじゃない」

　ブツブツ呟くと、なんとなく納得したような、納得しないような顔をされた。

「それを俺に言ってきたわけ？　あいつ」

「私にわかるわけがないでしょ」

「確かにそれなら済んだことだろうが――」

　磯村さんが言いかけたとき、『ぐぅぅ～』と、私のお腹が鳴った。

　無言で磯村さんは眉を上げ……ふはっと笑う。

「なんだお前、飯食ってねぇの？」

「……こ、これから食べる」

　なんてタイミングで鳴るんだ、私のお腹！

　ちょっと、いや、かなり恥ずかしいよ？　めちゃくちゃ恥ずかしい！

　真っ赤になった私を眺める磯村さんは、楽しそう。

「飯食いに行くか？」

「やだ。シャワーも浴びてないし」

「浴びればいいじゃねぇか」

　いや。さすがの私も、男の人を部屋に上げて呑気にシャワーは使えない。

「俺のことは気にすんな。別に覗かねぇし。見るときは正々堂々と見るから」

　全く違う問題になってます。

「む、無理」

「脱がせてやろうか？」

「もっと無理！」

「減るもんでもねぇし」

「嫌！　やだったらやだ！」

「しょうがねぇ奴だな」

　磯村さんはコートを手に取ると、そのまま立ち上がって玄関に向かった。

「どっちにせよ、今日は俺も疲れてるから帰る。明日の休みは暇か？」

「え。うん……」

　きっといつも通り、掃除するくらいだ。

「明日デートしよう。部屋にこもってばかりじゃ、気ぃ滅入るしな？」

　別に滅入らないけど……磯村さんはそうなのかな？

「……うん」

　私も玄関に向かうと、靴を履いた磯村さんが顔を上げる。段差の分、いつもと違って近い目線が不思議な感じ。

「素直で気持ちわりぃなぁ」

「デ、デートしてあげるだけじゃない。それくらいはします」

　小さく笑う磯村さん。

「ツンデレかよ」

　かあっと身体が熱くなって、反射的に口を開いた。

「なんの話……っ」

　ぐいっとブラウスを引っ張られ、よろけて磯村さんの腕の中にすっぽりと収まる。

「ちょっ……」

　顔を上げると、イタズラっ子みたいな笑顔が間近にあって、笑いが漏れた。

　ゆっくり目を瞑ると、唇が重なって……。

　温かい。

　正直、人の温かさはまだ慣れない。だけど、どこか心地いい。

　そう思えるようになったのは、いつの頃からだろう。

　気持ち悪いとか、触れないとか、そんなことは考えずに……。触れる。それがとても不思議。

　そして、ゆっくり離れていく温かさに、少しだけ寂しさを感じる。

　瞼まぶたを開けると驚いたような表情が見えて、コツンと額が合わさった。

「ヤバい」

　はい？

「少しは抵抗しろ」

「え？」

　していいの？　というか、したらしたで余計に大変そうな気もするけど。

「……帰るな？」

「う、うん。また明日」

「起きたら連絡する」

「うん」

　閉まるドアを見て、鍵をかける。

　それからノロノロといつもの帰宅時と同じようにシャワーを浴び、着替えをして、ソファに座る。

　ローテーブルに残された、ふたつのティーカップが視界に入った。

　……洗わなきゃ。

　漠然とそう思って機械的に手を動かしながら、洗い終えたカップやティーポットを棚に戻す。そのまま、またソファに座って天井を見上げる。

　い、いろいろ、ありすぎでしょうっ!?　ありすぎて頭が追いつかないんだけど！

　そもそも、すべてが急展開すぎない？

　本当に、人と関わるといろいろなことが起こる。

　皆それぞれ違うから、人の数だけ考え方も違うし、行動も違うし、言葉も違う。

　それは人と交わるからこそ感じる、いろいろで……。関わらなければ、こんなに目まぐるしくもないんだろうけど。

　今さら、ひとりに戻るかと聞かれれば、戻りたくはない自分がいて困る。

　だって、楽しいもん。

　楽しいし、嬉しいし、そう感じる自分にびっくりだけど、それもいいなと思う。

　でも、それはそれで、考えることが増えるということでもあるんだよね。

　きっと今晩の出来事のあれやこれやは、水瀬が気を利かせたんだろう。昼間の葛西さんの何気ない〝ひとこと〟のために。磯村さんが何かに気がつけば、それなりに対応すると踏んで。

　そうだな。磯村さんは〝何かあったら〟黙っていないだろうな。

　私もそう思う。そのおかげで実際こうなったんだし。

　だけど、だからといって、私にそれを聞く心構えがあるかといえば、ないわけで。

　うやむやになったのが、いいのか悪いのか。でも、聞きたくはなかった。

　だいたい、磯村さんが私に言った言葉じゃないもの。

　磯村さんが〝言える〟ことなら、聞いていいのかもしれない。磯村さんが私に〝言った〟のなら、それは私に知っていてほしいことだから言ったんだろうし。

　つまり、言わないのなら〝知ってほしくないこと〟じゃないかな。

　だから、気にしなければいい。そう思うけれど、気にならないわけもなく。

　だって好きな人のことだもの。気になるのが普通なんだよね。

　ごちゃごちゃになって、水瀬の言葉を借りるなら『深みにはまる』わけで。

　だいたい、私があっけらかんと聞けるなら、潔癖症にならないし。気になるのが当たり前。

　でも……。

　でもね……？










冬空デート




　休日は暇そうであって、実は暇じゃない。

　それに『起きたら連絡する』と言われていたから、いつも通りの時間に起きてしまって、ひとりで照れたり。

　遠足を待ちわびている子供の気持ちが、少しだけわかったけれど……。

『起きてたか？』

　電話が来て、目を細めた。

「起きてました。これからお昼ご飯を作って食べるつもりでした」

　朝からベッドメイクして、洗濯物を仕分けて洗濯機を回した。部屋に掃除機もかけて、乾燥機から出したものまで畳んで、然るべき場所にしまいもした。

「もう十一時だし」

『休みなのに元気だな……。で、どこ行くか決めたか？』

「……休日はどこも混んでるから」

『何を出不精の男みたいな言い訳してんだよ。出かけるから、デートっぽい格好してこいよ』

　ええ？　そんなことを急に言われても困る。

「デートっぽい格好？」

『まぁ、三十分で出てこい』

「え？」

『できるだけ暖かい格好でな』

　暖かくて、デートっぽい格好？　わからないけど、とりあえず暖かい服装……。

　あれこれ試行錯誤し、なんとなく暖かそうな感じにして部屋を出ると、磯村さんがちょうどドアの鍵をかけているところに出くわした。

「おー……」

　なんですかね。じろじろ見られて居心地が悪い。

「ずいぶん、可愛いな」

　ニヤッとされて、私は自宅のドアに手をかける。

「着替えてきま――」

「いや。時間ねぇよ」

　がっちりドアを押さえられ、苦笑された。

　だって、磯村さんの格好は、黒のシングルボタンのピーコートに黒の細身のパンツ。インナーはボルドーのセーターで、襟元がちらっと見えるシャツは白のボタンダウン。足元こそスニーカーだけど、全体的にお洒落な大人の装い。

　かたや私は、オフホワイトのチェスターコートに、サーモンピンクのニットワンピ。それに厚手のストッキングとロングブーツ。

「せめて磯村さんと色を合わせて、モノトーンにしたい！」

「色、合わせたら葬式だろうが」

「でも……」

「わたあめみたいでいいじゃねぇか」

　それが嫌なの！　だいたい、わたあめってどうなの？

「今すぐ鍵かけねぇなら、ここでキスとかするぞ？」

　ガチャリと鍵をかけて、磯村さんを睨みつけた。キス『とか』って何？

「脅しはよくないの」

「キスが脅しに感じるなら、まだまだだな」

　こんなところで、そんな恥ずかしめは、充分脅しになると思うんだけど。

　磯村さんはふっと笑って、無言でエレベーターに向かうから、そのまま後ろをついていく。

「どこに行くの？」

「んー。どこにすっかなぁ」

　あれ。今回は私が考えなくちゃいけなかったのかな？

「何も考えてないの？」

「まぁ……考えてないわけでもない」

　どっちだ。




　その後、黙ったままマンションを出て連れていかれたのは結局、近くの公園だった。

「ほれ」

　袋ごと手渡されたのは、来る途中にコンビニに寄って買った肉まん。

　冬の公園は、休日なのに子供の姿も見当たらない。木の葉一枚ない木々に囲まれた、古ぼけたベンチ。そこに座ってホカホカ肉まんを食べる、妙齢の大人ふたり。

　……シュールな気がする。

「寒い」

　少し震えながら呟くと、磯村さんはあっさり頷く。

「だから暖かい格好しろって言った」

「だいたい、どうして公園なの」

「誰もいないし、混んでないだろ？」

　何かが根本的に違う気がする。

「それは寒いから！　こんな寒い中、誰もデートに公園は選ばないよ」

「定番の場所じゃねぇか」

「定番であろうがなかろうが、風邪ひくから！　絶対に風邪ひく！」

「まぁ、腹を空かせたまま歩きまわるわけにもいかねぇだろ。食ったら移動するから」

　そう言われて、無言で肉まんを頬張る。

　コンビニの肉まん、初めて食べたかもしれない。

　食べ終わる頃、磯村さんのスマホの着信音が鳴った。

「ああ。着いた？　あ、いや、そこにいていい」

　話しながら磯村さんは立ち上がり、視線で私にも立つように促すから、敷物代わりの紙ナプキンを袋にまとめて、隣を歩く。

　途中にあったゴミ箱にそれを捨てたところで、公園の入口に二台の車が停まっているのを見つけた。

「遅いぞ。達哉」

　そう言ったのは、黒の車から降りて近づいてきた男の人。

「今、着いたばかりだろうが」

　何気なく答えたのは磯村さん。知り合いなのかしら？と首を傾げる私を見て言った。

「これ、兄貴」

　言われてみれば、磯村さんに目元がよく似ていた。

　そして頭にポンと手を乗せられてひとこと。

「俺の彼女」

　男の人の目がスッと冷ややかに細められ、半笑いされる。

「まともに紹介しろや」

　磯村兄だという人に、磯村さんが低い声で怒られた。

「……磯村悠ゆう哉や。俺の兄貴で、実家近くのコーヒーショップの店長やってる」

　それから磯村さんは私を指差して、ニヤリと笑う。

「伊原華子」

「華ちゃんか。よろしく」

　お兄さんがニコニコしながら右手を差し出してきたから、その手の平を私は無言で眺める。

　磯村さんのお兄さんだし、きっと大丈夫。大丈夫。

「あ。もしかして潔癖？」

　なぜ、そう思われましたか？

　私は相当変な顔をしていたらしい。お兄さんはふわりと笑うと、軽く手を下ろす。

「うちのカミさんも昔、そんな感じだったから。カミさんは他人には全く触れなかったけど」

　そうなんだ。

　磯村さんは私の頭に手を添えると、勝手に回転させて、後ろの白い車を示す。

「たぶん、あれに乗っているのが兄嫁の佳か奈な美み」

　フロントガラスが反射してよく見えないけれど、こちらに手を振っているらしい。

　……磯村さんが、前に言っていた『潔癖症の親戚』って人かな？　兄嫁さんだったんだ。

「俺の車なら乗れるか？」

　黒い車を指差して磯村さんは首を傾げ、運転してきてくれたらしいお兄さんからキーを受け取る。

　そして車のそばまで私を連れていって、助手席のドアを開けてくれた。

「掃除は佳奈美がやったから、チリもホコリもないよ。定期的にシートを外して洗剤で洗っていたし」

　お兄さんの言葉を聞きながら、磯村さんを見上げる。

「……黙ってっと、放り込むけど、オーケー？」

　そんなわけがない。ないけどさ。

「具合悪くなったら、停めてくれる？」

　上目遣いで見たら、軽く笑われた。

「吐くならビニール袋でも用意しておくか？」

「持ってる」

「用意がいいな」

「磯村さん、いつも突然だから。何かのときのために常備してる」

　そう言いつつも、私が綺麗なシートに座ってもいいのか迷って尻込みする。

「わ、私、さっき、ベンチに座ったんだよね」

「何か敷いてただろう」

「でも……」

「つべこべ言ってると、さっき言ったこと、実行するぞ？」

　仕方なく無言で車に乗り込み、ドアの外の磯村さんと無言で睨み合う。

「……お前ら、どんな彼氏と彼女だよ」

　呆れたように笑われた。

「兄貴に言われる筋合いはねぇよ。それより、そっちはどこ行くんだ？」

　磯村さんたちの会話を聞き流しつつ、車内をキョロキョロ見まわす。

　うん。変な臭いもしない。どちらかといったら石鹸のいい匂いがする。

　座席をポンポン叩いても、舞い上がるホコリもないし、足元の泥もない。掃除は完璧だ。

　安心してシートベルトを締めると、開けたままのドアのそばから、磯村さんの視線が降ってきた。

「お前、縄張りを主張する猫かよ」

「どうして猫？」

「初めての場所だと、確認してから落ち着くじゃん？」

「初めては誰だって警戒するから！」

「いや。警戒はしねぇだろ。緊張はするかもしれねぇが」

　それもそうかも。

　無言になって納得した顔をすると、ふっと笑われながら、ドアを閉められた。

　それから磯村さんは運転席に回ってきて、シートベルトを装着し、車のエンジンをかけた。

「兄嫁さん、掃除、完璧で凄いね」

「まぁ、シート外して洗うまでとは思わなかったな。つーか、よく乾いたな」

「確かに」

　こういうシートも洗えるなら、もしかしてソファも洗える？

「ところで、華」

「はい？」

「お前、かなり人見知りだな？」

　……気づいていなかったの？

「もの凄ーく、今さらな気がするんだけど」

「いやぁ。お前、俺には最初からポンポン言い返してたじゃねぇか」

　うーん？

「……私、基本的に、話しかけられない限り、話すことはなかったと思うんだけど」

「そうか？」

　そうだよ。私から話しかけるなんて、仕事以外だと水瀬くらいだったし。

「それに、無言でいたら怒ってたじゃない」

「別に怒ってねぇよ。わかりきったことに対して、怒るわけにもいかねぇだろうが。それにお前、イラつかせないと本音喋らねぇし」

「そんなことはないわよ」

「本音言うまで、かなり時間かかるのも事実だろうが」

　それは確かかもしれないと考えていたら、車がいつの間にか走り出していたことに気がついた。

「……なんだよ」

　ちらっと視線が合って、思わず笑ってしまう。

　磯村さんの眉がひょいっと上がる。信号が赤になると振り向かれた。

「うん。なんていうか、ありがとう？」

　たぶん、実家からわざわざ自分の車を持ってきてもらったんだよね。混んだ電車にも、タクシーにも、私が拒否反応を示すから。

　なんだか、照れくさいというか……いや、実際にとっても照れくさい。

「疑問形かよ」

「磯村さんだって、素直にお礼を言わせてくれないじゃない」

「礼を言われるためにやってるんじゃねーもん」

『じゃねーもん』ときましたか。

「まぁ、気分はいいな。でも毎回は無理だぞ？」

「うん。わかってる。でも、私は別に出かけなくてもいいのに、急にどうして？」

「そうだなぁ。ベタベタしてもいいなら、それでもいいぞ」

「は……」

　ベタベタしても？

「俺も男だしなぁ。最近、触れるようになったし、大丈夫なら抱くけど」

　そんなこと、あっさり言わないで!!

　しばらくパクパクと口を開けたり閉じたりした後、頭を押さえて大きく息を吐く。

「……磯村さんて、馬鹿正直だよね」

「それほどでも？」

　いやいや、全く褒めてないからね？

　そういえばエロ鬼畜だったなぁ。最近は、鬼畜部分がなりをひそめていたから忘れていた。でも、そういうときは言葉にしないって言ったじゃない。

　言われたら、どうすればいいかなんてわからないし、間違いなくパニックになる。そして経験的に、暴走する気が。

　暴走して、突っ走って。……えーっと、どうなるんだろう？　わかれば悩むことなんてないよね。

　考えなければいいのかもしれないけれど、考えてしまうのも人間。悩んでいるのに、何を悩めばいいのかもあやふやだ。

　かなり長い間悩んでいたら、しばらくしてから声をかけられた。

「華。着いたから、さっさと降りろ」

「え。どこに？」

　窓の外を見ると、どこかの広い駐車場に車が停まっていた。

「……お前、あまり人任せにしてっと、いつか拉致られっぞ？」

「そんなことをするのは磯村さんくらいだから」

「おー……捨てがたいな」

　何がよ。

　軽く睨んで車を降りると、磯村さんの向こう側にお兄さんと、兄嫁さんらしき人が見えた。

「気にするな。向こうもアウトレットに用事があったらしい」

　だとすると、ここはアウトレットなんだね。

　歩き出しながら、楽しそうな磯村さんを見上げる。

「何か欲しいの？」

「何かあればな」

　欲しいものがあるわけじゃないのかな。

「男の人も目的なくショッピングするの？」

「いや。人によるんじゃねぇの？　お前は欲しいもんあるか？」

「新しいタオルくらいかな」

「……何か探すか」

　そう言いながら、ふたりで大きな建物に入っていく。

　普段の買い物は近所で済ませてしまうから、こういう大型商業施設は久しぶり。都市部まで行けば、ブランド品とかも買えるだろうけど、そこまでの道のりが苦行だし。

　でも、給料のほとんどは貯金や貯蓄に回してしまうんだけどね。

「なぁ、欲しいもんは本気でタオル？」

「うん。だいぶ古くなってきたし、今日はあんまり持ち合わせがないし」

「俺に何か買わせる、とかいう発想はないわけ？　女って、プレゼント喜ぶだろ」

　その発想はなかったけれど、モテ男の言い分らしい。

「それは、嬉しいけど。なんで？」

「なんでって、そういうもんじゃないのか？」

　本気モードで不思議そうにされて、立ち止まる。

「何してるんだ、お前ら」

　振り返ると、後ろを歩いていたらしいお兄さんが、複雑な顔で立っていた。

　その隣にいるのが兄嫁さんらしい。色白で、頬はピンクで、目はぱちぱちと大きくて。可愛らしいお人形みたい。

　眺めていたら突然、頭を抱え込まれた。

「え。ちょ……待っ！」

　彼は私を抱え込んだまま歩き出すから、私は引きずられるようにしてついていく。

「磯村さん。離して、離して。歩きにくい」

　今さらだけど、磯村さんって背が高いから、抱えられて歩かれると、ちょっと大変。

「歩きにくい……か。本当に、俺に触られても平気になってきたなぁ」

「慣れの問題かな？」

「ふーん。じゃあ、キスも慣れろ」

「それとこれとは話が別。全く別々」

　やっと離してもらって、ブラブラ歩きながら辺りを見まわし、広い通路に安心する。

　どの店も結構広々と商品を陳列しているし、人とすれ違える充分なスペースがある。楽しくショッピングするなんて、久しぶり。

　磯村さんはインテリア家具を見て、なぜか彼には不釣り合いな、可愛いピンクのクッションを買い、私はタオルを買った。それからまたブラブラと歩いては、買い物をして……。

「華。ちょっと来い」

　大きな声で呼ばれて、振り返る。

「うん？」

　次に磯村さんが見ていたのは、何かのショーケース。

　手に取っていた隣の店の雑貨を置いてから、彼に近づいてみて、ギョッとした。

「磯村さん。ここ、宝石屋さん」

「……〝宝石屋さん〟って、あまり言わねぇだろ」

　笑いながら手を掴まれ、そのまま店内に連れていかれたから、ますます慌てる。

　雑貨店の隣にジュエリーショップがあるなんて、侮りがたし、アウトレット。

「結局、誕生日プレゼント、何もやってないしな」

「いや。だから、気持ちだけでいいってば」

「大丈夫。俺って実は真面目な営業マンだから」

「営業だからってなんなの。全くもってわか……」

　店員さんの笑顔に、私の声が小さくなっていく。

　……恥ずかしいです。はい。

「何がいい？」

　何事もなかったかのように、磯村さんの視線はショーケースの中身に向いている。

　あー、もー……好きにしてください、好きに。というか、手を離してください。手をさぁ。

「すみません。これ見せてもらえますか？」

　彼がそう言ったのは、ショーケースに指輪が並ぶ一角。

「はぁ!?」

　素すっ頓とん狂きょうな声を上げた私を、磯村さんはこれまた目を丸くして見下ろした。

「なんだよ」

『なんだよ』じゃないよ。付き合い始めたばかりなのに指輪は重いでしょ。それっくらい、私でもわかるよ？

「ほれ。はめてみろ」

　店員が白手袋を着けて出してくれたのは、小さい石のついた、シンプルだけど可愛らしいデザインのプラチナリングで……。

　ぼんやりして、頭が真っ白になる。何やら店員がうんちくを言っているらしいけど、耳には入ってこない。

　磯村さんは作り笑いとわかる微笑みを見せ、繋いだままだった右手の薬指に指輪をはめた。私はそれを静かに眺める。

　ふ、深い意味は、特になかったらしい。右手だもんね。

　よかったと思っていいのか、残念と思えばいいのか。

　期待してたのかな？　期待したってバレたかな？

「お前の好みだと、ゴテゴテよりこれくらいのシンプルなリングだろうなぁ」

　言いながらも、彼のどこか胡散くさい笑いは変わっていない。

　そうだな。磯村さんには、バレてるよね。だって、私の顔が熱いもの。

「可愛いな、お前」

「可愛くない！」

　真っ赤になって叫ぶと、鼻で笑われた。

「俺は男だから、可愛くなくていいだろうが」

　確かにね！　でも、こういうときでも普通にふざけるのがあなただよね。

「それに、リングを選ぶにしても〝そういう〟リングはサプライズでプレゼントするだろう」

「わ、わからないわよ。磯村さんは変だから！」

「まぁ、趣味は変わってると自分でも思うけどな」

　そう言いながら、いつの間にか手にはネックレスも持っていて、それを着けながら私の全身をさっと眺める。

　なんだか品定めされている気分。

「ん……いいな。これ、ください。あと、着けていくからハサミも貸してもらえれば」

「はぁ!?」

　借りたハサミで、ネックレスについていたであろう値札をパチンと切って、さっさとカードで支払いをしようとする。

「ちょ……っ」

　焦って止めようとしたけれど、伸ばしたその手を掴まれて、爽やかに微笑まれた。

「聞かない聞かない」

　あっさりと適当にあしらわれて、結局、私はプラチナリングとセットだったらしいネックレスまでプレゼントされてしまった。

　それから店を出て、右手を掴まれたままブラブラ歩き始める。

「こ、困る。アウトレットっていっても、こういうものは高いし」

　困惑した顔のまま言うと、また鼻で笑われた。

「いいだろう、たまには。お前は安上がりな女だな」

「安上がりな女じゃないわよ！」

　失礼ね！　それじゃ私が〝安い女〟みたいじゃないの！

「いや？　ある意味では高くつく女だろうが」

　立ち止まるとふっと影が差し、コツンと額と額がぶつかって、今度は鼻先スレスレでニヤリと笑われた。

「こういうときは、〝ありがとう〟か、〝キス〟か。どっちがいい？」

「え……う……」

　言葉に詰まって息を止める。

「んじゃ、キスか」

「ありがとうございますぅ～！」

　ばっと離れ、荒くなった呼吸を隠すように磯村さんを睨みつけた。

「こ、こんなところでキスとか、ば、馬鹿じゃないの？」

「タイミング悪いとできねぇし」

　けろっと言うことじゃない！

「今のどこに、そんないいタイミングがあったの！　お願いだから、こんな瞬間を狙わないで」

「狙うだろう。その方が面白い」

　この鬼畜め！

「達哉って、そんな堂々と人前でいちゃつく奴だったか？」

　すぐ近くで冷静な声がして、慌てて振り返ると、お兄さんと兄嫁さんが困ったような顔で立っていた。

「え……ええと……」

「買い物、終わったのか？」

　慌てる私に反比例して、冷静な磯村さん。

　……そうか。そうだよね。磯村さんは会社でも、しれっと〝いちゃつける〟人でした。それを忘れてましたよ。ええ、全く。

「ああ。こっちは終わったよ。達哉たちは……終わったか？」

「目的は果たしたかな。後は早めの夕飯食って帰るくらい」

　ちらっと磯村さんと視線が合って、そういえば、お昼に肉まんを食べたきりだったことを思い出す。気がつけば、時計の針は十六時を指していた。

「うちもそうするかな。一緒に食えるなら食おう」

　それから、視線は私に集まる。

　……そうね。たぶん、私が一番問題だよね。

「隣の席とのスペースがあれば大丈夫だと思う。衛生面は、清潔そうな飲食店ならクリアだろうが、大皿料理はアウト」

　私があれこれ考えて黙っているうちに、磯村さんが条件を出し、お兄さんが頷いて、兄嫁さんが黙って館内地図を取り出す。

　……やっぱり可愛いなぁ、兄嫁さん。色白で、ほっぺたがピンクで、小さくて、可愛い。

　私は女子の平均的な身長で、そもそも可愛い性格じゃない。

　うん。知ってる。だって会社では〝お局様〟だもん。磯村さん直々にそう呼ばれているし。

　いつもきつい口調を心がけているから、今さら可愛い口調で話せるわけもなくて。

　こんな風に可愛い人なら、プレゼントをもらったときも可愛い感じで『ありがとう』を言うんだろうな。

　自分が可愛らしくそう言っているところを想像して、背筋が寒くなった。

　キャラじゃないわ～。私がニッコリ微笑んで『ありがとう』だなんて、言ったら言ったでびっくりされそう。

　いきなりそんなことしたら、裏に何かあるんじゃないかと勘繰られるわ～。私なら、きっと勘繰る……と、ぼーっと考えていたら、不機嫌そうな磯村さんの顔が視界に入ってきた。

「おい。こら、華」

「え？　私？」

　磯村さんを見上げたら、軽く睨まれる。

「他に華がいるかよ」

「ありそうで、あまりない名前だよね」

「あの、華子さん。生ものは召し上がれますか？」

　ひょいっと可愛い顔が目の前に見えて、一気に血の気が引いた。

「うわっ！」

　ち、近い近い近いー！

　右手を繋いだままの磯村さんも巻き込んで、思いきり後ずさった。

「あ。女性相手もダメなんだ？」

　お兄さんがそう言って、兄嫁さんを慌てて引き戻す。

「ごめんなさい。達哉君がベタベタしているから、人は大丈夫なんだと思ってました」

「華は他人だとダメなんだ。特に不意打ちは」

　磯村さんにさりげなくかばわれながら、息をつく。

　不意打ちでも大丈夫なときと、ダメなときがある。会社内では、いつもそれくらいは想定の範囲内なんだけど、それでもびっくりする。

「でも、私、磯村さんとベタベタなんてしてません！」

「え……」

「いや、充分だろう？」

　お兄さん夫婦の視線が、私たちの繋がれたままの手に向けられる。

　おそらく真っ赤であろう私の顔。それを覗き込まれて、磯村さんと目が合った。

「それでも〝違う〟って言うのが、華だよな？」

「……私は天あまの邪じゃ鬼くじゃない」

　軽く不貞腐れてボソボソと呟く。

「いや？　かなりの確率で天の邪鬼だろうが」

　違うもん。私の中では真っ当なことを言ってるもん。

「で？　生ものは食えるか？」

「無理。熱の通ったものじゃないと」

「どういう基準だ？」

「だって、素手で触ってそのままのものは食べられない……」

「あー……なるほど。じゃ、そういう方向で、店はそっちで選んでくれ」

　磯村さんがお兄さんたちを振り返り、四人でパスタ屋に入ることになった。

「ここなら平気？」

　端にある四人がけのテーブル。私の隣には磯村さん。店内も広々としていて、お客さんもまだまばらな時間帯だ。

　目の前の兄嫁さんが、可愛らしく微笑んだ。

「達哉君の隣は大丈夫なんですか？」

「だいぶ慣れました」

　少し照れると、彼の目がくるりと回った。

「慣れの問題？」

「帰ったらシャワー浴びればいいって、開き直りました」

「水道代は大変そう」

　主婦らしい意見に、へらっと笑う。

「雑菌に囲まれる生活を考えたら、それくらい大丈夫です」

「雑菌……」

　目を丸くされたけど、すぐにほっこり微笑む兄嫁さんはやはり可愛らしい。人妻だけど、〝女の子〟って感じがする。

　さっきは顔しか見てなかったけど、全体的に若々しい……っていうか、若いよね。

　お肌がピチピチで、弾力があって、すべすべしている。きっと、触り心地もいいんだろうな。

　私はどちらかというと、みずみずしさはないし、すっぴんだし。化粧水くらいは使うけど、そろそろ本気でカサカサしてくる年齢。

　カサカサ、カサカサと枯れていくんだろうと思っていたな。

「華ちゃん、おとなしいねぇ」

　お兄さんの言葉に、磯村さんが吹き出した。

「まさかだろ～？　こいつがおとなしかったら……っ」

　足を思いきり踏んだら、磯村さんがとても痛そうな顔をした。それから涙目で睨んでくる。

「……お前なぁ。いい度胸じゃねぇか」

「ある程度の度胸は持たないと」

　ツンとしたら、ムッとされた。

「んじゃ、触られても動じないくらいの度胸を持てや」

「それとこれとは話が別。それは覚悟って言います！」

「あのなぁ！」

　声を大きくした私たちに、お兄さんが割り込む。

「華ちゃんがおとなしくないのも、お前らの仲がいいのもわかったから、何を食べるか決めろよ」

　私たちはお互いに睨み合ってから、そっぽを向く。

「何を食うんだ」

　聞かれて、メニューを見ている磯村さんをちらっと見た。

「海え老びが食べたい」

「海老のトマトソースパスタと、小海老の和風パスタがある」

「あ。和風がいいな」

「トマトソースな。お前、少し太れ」

　何気なく言ったら、何気なく返される。

「どうして……」

　太らなければいけない？

　不思議そうにしたら、ニヤリと笑われた。

「触るとき、感触がいいからに決まってんだろうが」

　き、決まっていませんー！　どうしてそんなこと、決定されてるの！

「あー……。だから、本当に仲がいいのはわかった。でも頼むから、俺たちもいることを思い出してくれ」

　お兄さんに言われて、また顔を赤らめた。

　恥ずかしがりながらも、それぞれの食べたいもの――私は小海老の和風パスタを注文した。

　届いたパスタを食べながら、最近のことについて話し始める。

「でも、よく達哉と付き合うようになったねぇ。華ちゃん」

「はあ」

　付き合うようになった経緯は……ある意味で、挙げ足取られた感じだったけれど。

「なんにせよ、よかったよ。やっぱり弟だからね。たまに心配になるし」

　お兄さんはいい人なんだなぁ。磯村さんと似たような顔をしているけど、ずっとニコニコ笑顔で。

　磯村さん、たまにしか素で笑ってくれないし、その他の笑顔はどす黒いオーラが漂うし。

　なんだか変な感じ。似たような顔が、かたや悪魔でかたや天使に見える。その天使の方が、奥さんの頬についたミートソースを親指で拭ぬぐっている。

「いい人そう……」

　思わずポツリと呟いただけなんだけど。

「あ？」

　濁点がつきそうな不機嫌な声が、隣から聞こえた。

　ヤバい。横を見られない。

「もう一回、言ってみ？」

「遠慮しておきます」

「いいから。気にせず言え」

　いやいやいやいや。気にします。気にさせてください。気になりますから。

　自分だって気になったから、聞き返したくせにー！

「達哉君は、相変わらずだねぇ？」

　そう言って、兄嫁さんが困ったように笑って磯村さんを見る。

「昔から、女の子に意地悪してばかりなんだから」

「……あんたに言われたくねぇよ」

「泣かせてばかりいたら、嫌われちゃうよ？」

　笑いながら磯村さんの顔を覗き込む兄嫁さんから、彼は少しためらった様子で視線を外した。

「……これくらいで華が泣くか」

　……まぁ、泣かないけれど。

　微妙な雰囲気の変化に、磯村さんを眺める。

　なんだか……不貞腐れたような、忌いま々いましそうな。初めて見る、なんとも複雑な顔。それを黙って見ていたら、睨まれた。

「……磯村さんが鬼畜なのは知ってるし」

　ちょっとだけ俯いて、指先をくるくる回したら、彼の眉が片方上がった。

「は……？」

「ただの感想なんだから、気にしないで」

　彼は考えるように目を細め、それから小さくふっと笑った。

「お前、素直に好きとか言えないわけ？」

　はぁ？　何それ。なんなの、その台詞！

「なんでそんなこと、こんなところで言わなくちゃいけないの？」

「じゃ、嫌いなのかよ」

「そんなわけがないでしょ!?」

　好きでもない人間と付き合えるほど、余裕のある人生は送ってないわよ！

「このツンデレ女」

「あなたの方こそ！」

「え!?　達哉、デレるの!?」

　お兄さん夫婦が目を瞠みはってびっくりしている。

　兄弟に驚かれて、引かれている磯村さんって、どんだけなの？




　そんな感じでご飯を食べ終わって、店を出ると、磯村兄弟は車のことで何か話し始めたので少し離れて待つことにした。車については、色くらいしか私にはわからない。

　暇そうな私に気がついたらしい兄嫁さんが、ゆっくりと近づいてきた。

「これくらいの距離なら平気ですか？」

　気を遣ってか、二歩ほど離れたところから話しかけてくれる。

「あ。はい。大丈夫です」

「さっきは、すみませんでした。不用意に近づいてしまって。潔癖症でもいろいろな症状がありますから」

　可愛い顔で微笑まれたから、私も笑顔で首を横に振る。

「気にされることはないです。いつものことですから」

「いつものこと……ですか？」

「普段は、気合いを入れれば人にも素手で触れますから」

「気合い……」

「それに、会社では潔癖症のことを隠していますし」

「会社勤めされているんですか？」

　会社勤め、するでしょう。しないで引きこもっていられ……ああ、そうか。そういえば、部屋から出るだけでお風呂に二時間入るほど、だったかな。

「潔癖症は……治りましたか？」

　疑問を口に出してみると、兄嫁さんは自嘲気味に笑った。

「そうですね～。いまだに掃除魔ではあるんですが、昔みたいに、すべてが汚いとは思わなくなりました」

　へぇ。やっぱり昔はよっぽどだったんだ。

「昔から、だったから、達哉君にはよくいじめられて……」

「昔から……ですか？」

「幼馴染みなんです。悠哉君と達哉君は家がお隣さんで、小さい頃から遊んでくれて」

「ああ……なるほど」

「潔癖症だって知ってるのに、達哉君はいじめてきて、私は泣かないように頑張ってもよく泣かされました」

　そう言いながら、兄嫁さんはまっすぐ見てくる。

「だから、達哉君にいじめられたら言ってください！　悠哉君に言って、こらしめてもらいますから」

　可愛い顔のまま、怒ったような顔をする兄嫁さん。

　うん。たぶん、何かが違う。磯村さんは意地悪だけど、決定的な意地悪はしない。それどころか、実は優しいと思う。幼馴染みなのに、それを知らないなんてことはないでしょ？

　確かに、私の潔癖性を知っていてもベタベタ触ってくる。でも本気で私が嫌がることはしてこない……そんな自信がある。女性を泣かせたい……らしいけど。

　同じように〝潔癖性〟で、そして彼のことを昔から知っていて、とても若くて、可愛らしい兄嫁さん。悪い予感を心が拒否してしまいそう。

　でも、きっと違わない。

　もしかして、もしかすると、気にしないようにして、気になっていたこと。その答えが目の前にいるんじゃない？

　考えないようにしていたけれど、どこか頭の片隅で考えていたこと。

　葛西さんが、磯村さんが『立ち直った』と言っていた原因。

　私は、あんな複雑そうな表情の磯村さんは見たことない。

　そうして考えてみると、磯村さんから兄嫁さんには話しかけなかったよね？　私は兄嫁なんていないから、よくわからない。でも、きっと会ったら普通に話をするよね？

　これまでの接し方を全部見ていたわけじゃないから、ハッキリとは言えないけど。

　潔癖症だって知ってるはずの磯村さんにいじめられて、泣かないように頑張っても、よく泣かされていた兄嫁さん。

　意地っ張りで、潔癖症で……そんな女性がタイプの磯村さん。

　もしかして、その幼馴染みをあなたは好きだった？　好きになったその人が、お兄さんと結婚してしまったの？　だから……。

「……なんだ、めちゃくちゃ不機嫌そうな面して」

　いつの間にか磯村さんが隣にいて、不思議そうにしている。それを見上げてから俯いた。

「考え事」

「……あ、そう」

「そうなの」

「何を？　何か変なことでも言われたか？」

「ううん」

　何かって……特に変なことを言われたわけじゃない。たぶん、悪気はなくて、善意から出た言葉なのだろう。

　それはわかる。わかるから……。

「華……お前って、イライラと考え事しながらも返事はするんだな」

「しなかったら怒るくせに」

　じろりと睨んだら、磯村さんはクスッと笑った。

「まぁな」

「考え事してるって言ってるのに」

　どうして邪魔をするんだろう？

「いや？　なんかろくなことは考えていなさそうだったから」

　鋭い。確かにろくなことは考えていない。どちらかというと、後ろ向きなことを考えている。でも、つい考えてしまうのが人間でしょ？

　だけど……じっと見下ろしてくる磯村さんに、そっと笑った。

「何よ。構ってほしいの？」

　逆にからかうつもりで、首を傾げてみせる。

「当たり前だ」

　磯村さんは当然のように威張った。

　み……認めるの？　ここは素直にならないでほしいんだけど。ここをあっさり認められたら、私は困るんだけど。

「おー……珍しい。戸惑ってんな」

「そりゃそうでしょうよ。磯村さんこそ、そんなことを言うなんて珍しいじゃない」

　どこかサッパリした表情で、肩に触れられる。

「そうでもない。俺は触るのも好きだしな。機会さえあれば」

　に、逃げましょうか。逃げた方がいいな。

　そう決心したら睨まれた。

「逃げんじゃねぇよ」

「こ、これじゃあ普通に引くわよ」

　焦ると、小さく笑われる。

「顔赤いなぁ？」

「当たり前でしょう！」

「いや……お前、本当に俺のこと、好きなんだなぁ」

　しみじみ言われて、身体中が熱くなる。

「ば、馬鹿じゃないの!?」

「はたから見れば、こういうときの男は馬鹿だろう」

　そんなことを言い合いながら、私は頭の片隅では全く違うことを考えている。

　磯村さんが、昔からいじめて泣かせていた幼馴染み。立ち直った磯村さん。ぎこちない会話。ちょっと鈍感そうで、昔は酷い潔癖症だった兄嫁さん。

　それらの断片をかき集めて、また磯村さんを見上げる。

　あまり考えたくはないけれど、磯村さんが私を構うようになったのって、潔癖症がバレてから……なんだよね。

　考えたくない、けど……。

　私って〝誰か〟の代わりじゃないよね？










ひとりよがり




　珍しく暇な金曜日。久しぶりに資料保管室の整理整頓中。

　葛西さんと私の噂ブームはすっかり下火になり、今度は水瀬に飛び火したけれど、彼女は片手間にあしらっている。

　……女王様気質の美人医師に太刀打ちしようとする人は、かなり少ないらしい。私のときとはだいぶ違う。

　ま、私は総務の〝お局様〟だし。普段から地味な眼鏡のすっぴんだし。皆様の競争心も、私のときはメラメラしちゃったのかもしれないわよねー。

　……最近は〝磯村さんの彼女〟扱いが自然に増えて、彼との噂話は当たり前になりつつある。付き合う前は取り囲まれたのに、付き合い始めたら放っておかれるのは、なぜなんだろう。

　そんなことを考えながら、段ボール箱にめちゃくちゃに詰め込まれたファイルを年代順に詰め直す。

「総務にいないと思ったら、こんなとこで何やってんだ？」

「ひゃあ！」

　持っていたファイルを取り落とし、慌てて振り返ると磯村さんがいた。

「な、なんですか。驚かさないで」

　彼は眉を上げ、それから落ちたファイルを拾ってくれる。

「いや。お前がここにいるって聞いたから。また冗談みたいな格好してるの見に来た」

　ファイルを受け取り、段ボール箱に詰めてからガムテープで閉じる。

「……からかいに来たんですか。暇ですね」

「仕事中は相変わらず厳しいのな」

「当たり前です。会社には仕事しに来てるんですから」

　呆れたら、それ以上に呆れた顔をされた。

「残念。今は昼休みだぞ？」

「もうそんな時間？」

　手袋を外し、ポケットから時計を取り出して見ると、するっとゴーグルを外される。

「ちょ……っ」

「邪魔」

「邪魔って――」

　言いかけたら、マスクをずらされ、あむっと食べられるみたいに唇を塞がれて、すぐに離れた。

「……ここは会社！」

「知ってる。だから充電」

「何を言ってるの。充電って……」

「最近、忙しかったからな」

　私で充電になるのかな？

　そう思っていたら、頭に手を置かれた。

　企画室のプロジェクトに付き合う形で営業部も残業が増えている。水瀬に注意をされている社員はうなぎのぼりらしい。

　そんなわけで帰りの時間はバラバラ。最近はお互いに顔を合わせることも少なかったけど。

「離れてください」

　引き剥がすと、まじまじと見つめられた。

「今度はなぁに」

　さすがにからかいすぎだと思うんだけど……。

「いや。本当に慣れてきたと思って」

　そうかもしれない。だって、磯村さん、ことあるごとに触ってくるし。

　部屋でまったりしているときも、ふたりでテレビを観ているときも、私の肩に触れているか髪を触っているかだし……。

　慣れてきたから平気になっているか、と言われれば……それはまた別の話で、実は心臓はバクバクするし、内心は慌てている。だけど、特に会社にいる間は表情に出さないようにするのも慣れた。

「最近、総務部の皆にからかわれるから……」

「はぁ？」

　ちょっとしたことでも磯村さんの名前を持ち出され、ニヤニヤされて困る。

　目を点にしている磯村さんに、思わず笑ってしまった。

「磯村さんとのことをからかわれるの。だから、会社では聞き流すように努力してる」

　会社では、お局様イメージでいないと。

　磯村さんは少し考えるような顔をして、それから眉間にしわを寄せた。

「面白くねぇな」

「面白がられても困るから」

　もう。本当に困ってるんだからね。

　肩を落としてから首を左右に振る。

　整理整頓はこれくらいにしておこう。

「出ますよ。ゴーグル返して」

「はいはい」

　ゴーグルを受け取って、磯村さんと一緒に資料保管室を出る。

　やっぱり資料保管室はホコリが凄い。会社にシャワー室でもあればいいのに。着替えたいし、洗いたい。

　手袋とマスクと三角巾をゴミ箱に捨てて、それから眼鏡をかけた。

「あんまり意味ねぇんじゃねぇ？」

「何が？」

　見ると、磯村さんはちょいちょいと自分の目元を指差した。

「伊達眼鏡」

「意味はあるわよ。初対面の人になれなれしくされないもの」

　第一印象って大切よ？

「ああ。なるほどなぁ」

　そう言いながら、磯村さんは何か差し出してきた。

「……何」

「どうせお前の方が早く帰るだろ」

　帰るだろうけど、これは何？

　指先でつまむようにして持っているのは、銀色で少し丸い、マンションの部屋の鍵。

　……これを？

「慣れてきたし？」

　小首を傾げながら浮かべているのは、とっても胡散くさげな爽やか笑顔だけどね？

　慣れてきたら、鍵を渡されるの？　そうなの？

「安心しろ。まだスペアキーまで作ってねぇし、お前の部屋のスペアキーよこせとも言ってねぇし」

「その発言のどこを安心要素にしろと？」

「明日休みだし、俺も予定ではそんなに遅くならねぇから。家にいろ」

「……ご飯、作る？」

　なんだろう。『おかえりなさい』とか言ってもらいたいのかな？

「外で食ってもいいが……金曜はどこも混むしな。予約してもいいけど」

「あ。いい。何か作る。出かけるのは疲れるし」

　鍵を受け取ってポケットにしまうと、磯村さんが小さく笑った。

「無理しなくていいぞ？　お前だって疲れてるだろうし」

「それなら余計に出かけるのはパスしましょ。この時期に長時間歩くのとか、風邪菌たくさんでしょ」

「まぁ、そうかもな」

　言いながら歩き始めると、磯村さんもゆっくり歩き出す。

「ところで、華」

「はい？」

　振り返ると磯村さんは立ち止まり、考え込むように腕を組んでいる。

　じっと見つめられても、困るけど。

「ん……まぁ。後でいいか」

　そう言いながら彼に追い抜かされ、その背中を見送った。

　変な磯村さん。

　歯切れの悪い磯村さんって珍しい。結構、言いたい放題のくせに。

　私も人のことは言えないけれど、磯村さんほどじゃないよね。

　言いたい放題といっても、言えないことだって、聞きたいことだってたくさんある。聞きたいけれど、聞きたくないことだってあるし。

　ああ、本当に私は磯村さんが好きなんだな。

　今さらだけど、今だからこそ、そう思う。

　だって、どうでもいい人なら構わなければいいだけだもの。構わなければ、気にしなくてもいい。

　でも好きなんだと自覚したのは最近で、最初はイラつかせてくるだけの人だった。

　そう……ね。イライラしたなら、離れればいいだけの話。離れられれば、イライラしないで済んだはず。

　だけど、磯村さんは相当しつこかったと思う。こっちのことなんかお構いなしで、どんどん近づいてくるから、嫌だったけど嫌じゃなかった。

　自分でも素直じゃないのは百も承知してる。支離滅裂で、どうしていいかもわからない。

　考えがまとまらないのが、余計にイライラを増長させる。

　総務部のドアを開きかけたところで、後ろから千里さんに呼び止められた。

「先輩ぃ」

「何か？」

「……先輩。磯村さんと何かありました？」

　心配そうに首を傾げている千里さんは、若くて、素直で、可愛い。

「……どうして、私が磯村さんと何かあったと思うの」

「え。だって、さっき磯村さんからメールが来て、先輩探してましたし。磯村さんの方からメールが来るなんて初めてで、私、資料保管室ですって教えました……し」

　私の状況をリークしてるのは、あなたか！

「ええと。怒ってます？　先輩」

　私は相当怖い顔をしていたらしい。千里さんはひきつって、それでも健けな気げに笑顔を浮かべて一歩下がった。

「気にしなくてもいいわ。それで、何か用？」

「はい。〝月一さん〟のことで広報が取材したいそうです」

　一転して明るい笑顔の彼女に、固まる。

「はい？」

「先輩の趣味とか、好きなものとか、聞いてこいと言われました」

　い、嫌だ。絶対嫌だ。

「とてつもなく嫌そうですねぇ」

「当たり前です！　どうして私が取材対象になるの。今はもっと話題の人がいるでしょう！」

「まぁまぁ、先輩。そう言わずぅ」

「……わかったわ」

　目を細めると、千里さんの笑顔が期待で輝いた。

「え。わかってくれたんですかぁ!?」

「ノーコメントと伝えておきなさい」

　そう言い捨てて、総務部のドアを開けて中に入った。

　ただでさえごちゃごちゃしてるのに、厄介なことに構っていられないから。

　……って、そうだよね。昔はこんな風に、バッサリ終わらせる感じだったのに。それがどうして今みたいに、普通に懐かれるようになったのかな？




　少し遅くなった夕食時。

「そりゃあ、お前って意外と面倒見がいいからだろう」

　煮魚を食べながら、磯村さんが楽しそうに言う。

「ツンケンしてても答えることは答えるし、そもそも答えられないことがないし」

「ずっと総務部だから、それって当たり前じゃない？」

「お前の当たり前が誰にでも通用するわけじゃねぇよ。まぁ、俺も悪いんだろうけど」

　苦笑する磯村さんに、首を傾げてみせた。

「磯村さんが悪い？　何かあった？」

「最初のうち、どれもこれも全部、俺はお前に問い合わせてただろ。そのせいで〝伊原先輩はなんでも答えられる人〟だと認識されたらしいから」

　ほうれん草のおひたしを食べてから、磯村さんの視線が醤しょう油ゆ差しに向いた。無言で手を出すから思わず笑ってしまう。

「……総務部内のことなのに、よく知ってるね」

　醤油差しを手渡すと、嬉しそうにほうれん草に醤油をかけている。

「逐一、報告魔がいるって言っただろ」

「千里さん？」

　磯村さんは顔を上げ、それから少しだけ視線を逸らす。

「バレたか」

　バレちゃいましたよ。

　無言でご飯を食べていたら、小さな笑い声が聞こえた。

「なんだ。焼きもちか？」

「違いますー。そんなんじゃないですー」

　本当に楽しそうにしている磯村さんを見て、目を細める。

「焼きもちだろ。でも、弁解するなら、俺から連絡先を聞いたわけじゃねぇからな」

　どうだか……。

「なんだったかな。総務と飲み会やったときに、流れでそんな感じになった」

　そういえば、そんなこともあったかな？

「つーか。俺がお前の連絡先聞いたら、誰も知らなかったってオチだった」

　課長か主任なら知ってるわよ。

　じろっと見ると、磯村さんはニヤニヤしているから、私は唇を尖らせた。

「それなら私に直接聞けばいいじゃない。他の子に私の連絡先を聞くって、変よ」

「変じゃねぇよ。あのときはお前に嫌われてたじゃねぇか」

　そうかもしれないけど。でも、なんだかあのときも『他の子とメールしているんだ』って、もやもやした気が……。

「あ……」

「なんだよ」

　そうね。そう言われれば納得。

「私、嫉妬するみたい」

　箸をくわえたまま、無言になった磯村さんを眺める。

「私は連絡先を聞かれていないのに、他の子と連絡し合ってるって聞いて、もやもやした」

　磯村さんはしばらく考えてから、納得したように何度も頷いた。

「それって……結構前の話だよな？」

「うん。結構前の話」

　頷いたら、呆れて目を細められる。

「それで終わらせるんじゃねぇ。そのときに言うか、『あれは寂しかった』くらい言え」

「寂しくは……なかったかな？」

「華は華だよな」

　……私以外になりようがないじゃない。

　ご飯も食べ終わり、またスポンジをあわあわにする。

　食器を洗っていると、磯村さんが煙草の箱を手で弄もてあそびながら、ソファで脚を組んでいるのに気がついた。

　帰ってきたらいつも、私に気を遣ってシャワーを浴びてくれる磯村さん。煙草を吸うのも我慢してくれているのを知っている。

「吸っても大丈夫だよ」

「煙は平気か？」

「……そうね。煙はバイ菌じゃないと思う」

「臭いを嫌がる女も多いけどな」

　そう言って煙草を取り出し、火を点けて立ち上がった。

　そうだな。煙草の煙を嫌がる人は多いよね。確かに私も好きだとは言いがたい。

　食器を洗い、布巾で拭き終えて重ねながら、首を傾げる。

　でも、そんなに嫌な臭いでもなかったりする。どちらかというとチョコレートみたいな香りで。キスしたときにも、微かに煙草の味が……。

　あ、味って。何を思い出してるんだ、私！

　キスした記憶を思い出すとか、なんだか恥ずかしい人じゃない？

　しかも、味って……どれだけイタい人なの？

「何やってんだ、お前」

　いつの間にかしゃがみ込んでいた私を磯村さんが見下ろしつつ、煙草の灰を灰皿に落としている。

「灰皿なんて家に置いてたんだ」

「そりゃな。煙草吸う奴は常備してるだろう。ずっとここに置いてあったけど」

　どこに隠してあったのかと思ったけど、キッチンに置いていたんだ。

　そんなことを考えていたら、磯村さんが近づいてきてしゃがみ込み、目線が同じ高さになる。

「お前って、思ってた以上に秘密主義だよな」

「へ？」

「わかりやすいときと、わかりにくいときがあって困る」

　そりゃあ、私が秘密主義なのは見え見えじゃない？　潔癖症だって、まわりには隠している。

　秘密のひとつやふたつ、誰にだってある。磯村さんにだって、秘密くらいあるでしょう？

　黙って見ていたら、なぜか頭をグリグリ撫でられた。

「あ、あの？」

　なんだかわからなくて目をぱちくりとしたけれど、磯村さんは何も言わずにソファに戻り、しばらくしてから煙草を消した。

　……なんだかなぁ。

　立ち上がってリビングを振り返り、テレビを観ている磯村さんを眺める。

　スッキリと整理整頓された、水瀬いわく〝モデルルーム〟のような生活感のない私の部屋と、とてもそっくりな磯村さんの部屋。

　今まで考えたことはなかったけど、磯村さんの部屋って、普通じゃないのかもしれない。

　壁にかかっているものはカレンダーのみ。室内にはソファとローテーブルとテレビがあるだけ。最近、私が座る用にピンクのクッションが増えたくらい。だいたい、ティッシュボックスがビデオラックにしまわれている部屋は稀だと思う。

　うちの実家しか参考材料がないけど、母はティッシュは食卓の上にドーンと置いていた。

　置きっぱなしのティッシュボックスにホコリがつきそうで、それが嫌で嫌で、仕方がなかった……。

「磯村さんも綺麗好きよね」

「はぁ？　俺が？」

　私はシンクを磨きながら、振り返った磯村さんに頷く。

「俺が……つーか、華が勝手に掃除してるからだろ」

「男の人の部屋って、皆こんな感じ？」

　シンクを洗い終えて、出来映えに満足しながら首を傾げる。

「……兄貴の部屋はごちゃごちゃしてっかな。葛西の部屋は書斎にしか見えねぇし、山本の部屋はオタク部屋だ」

「オタク部屋？」

　イメージしたのは、アニメキャラがたくさんの部屋。

「あいつは写真が好きだからな。写真だらけの部屋」

「へえ」

　頷きながら、磯村さんの隣に座った。

「俺のは……ある意味で癖か。うちで遊ぶときは俺の部屋だったし、潔癖症だったからな、佳奈美は」

　突如として飛び出してきた名前に、固まった。

　磯村さんが私の髪に触れ、それから指に絡ませて少しだけ引っ張る。私はちらっとだけ視線を合わせた。

「……ふーん？」

　彼はそう呟いて目を細めた。その視線はとても冷たい。

「お前、葛西からどこまで聞いた？」

「はい？」

「今のはわかりやすかった。どこまで聞いた？　話によっちゃ葛西を締め上げねぇとなぁ？」

　微笑んでいるけど、目が……笑っていない。

「……どうしてここで葛西さんが出てくるの？」

「ああ、上手にはぐらかしてくれたよな？　だけどなぁ、俺は葛西とは付き合い長いんだ」

「う、うん」

「たとえ好きな女に言われたからって、あいつはそんな簡単に自分の非を認める奴じゃないし、その葛西が謝るなんて滅多にあることじゃない」

　私は葛西さんの人となりを知らないけど、ここまで言わしめる葛西さんって、いったい……。

　それよりも……。

「怒ってる？」

「まぁな。お前は何も言わねぇから」

　溜め息交じりの言葉に視線を逸らす。

「いや。だって、私は磯村さんから直接聞いたわけじゃない……し」

「人から何か聞いたなら、本人に聞きに来い。ひとりで考えてんじゃねぇよ」

「で、できないわよ！」

　叫んでから磯村さんを見ると、睨まれた。

「なんでだよ」

「私に言ってこないってことは、言いたくないからでしょう？　言いたくないってことは、教えたくないんでしょう？」

　彼から顔を背け、唇を噛みしめた。

「別になんとも思ってないから、言わないだけかもしれないだろ」

「だって……!!」

　だって、立ち直ったんでしょう!?

『立ち直った』と言われるくらい、落ち込んだってことでしょう？

　それを私がズカズカ聞いていいわけが……。

「まだ言わねぇのか」

　磯村さんは不機嫌そうに言って、次にニヤリと笑った。

「俺が原因なんだろ？　だったら、まずは俺に聞くのが筋だろうが」

「何がどう、なんの原因……」

　そう言いながら、ゆっくり近づいてくるのはどうして？

「お前がたまに、めちゃくちゃ黙り込んでんの、気づいてないと思ってる？」

「そ……んなこと……」

　ちょ……っと？　ちょっとちょっとちょっと!?

「ちょ……っ」

　近すぎる！

　慌てて身体を引いた瞬間に、腰をさらわれてソファに押しつけられた。

　こ、これって、いわゆる〝押し倒された〟ってこと？

「ま……っ」

「待ったし、何度か聞いた」

「だ、だからって、こんな……」

　赤くなったり、青くなったり、パニックになりかけたりして……。

「こんな？」

　ニヤリと笑う磯村さんの顔が、鼻先スレスレにある。

「それで？　どうしたい？」

「ど……うって」

「葛西は何をお前に言った？　聞きたいことがあるなら俺が答えてやる。言わないなら……」

　言わないなら……？

「泣くまで攻める」

「や……」

　首筋に触れる唇。

　ゾクゾクと走り抜ける感覚は、嫌な感触ではないけれど。だけど……。

　嫌……嫌よ！　こんなのは嫌。

「身代わりなんて嫌!!」

　ピタリと磯村さんの動きが止まった。

「身代わり？」

「わ、私は可愛くないし、素直でもないし、若くもないし……け、潔癖症ってだけ」

「おー……それは知ってることだな」

　あっけらかんと言って、磯村さんは私の上から下りてくれた。

「……だいたい、葛西の野郎が何を言ったか、わかったような気がしてきた」

「葛西さんは何も言ってないわ！　ただ……」

「ただ？」

　腕を組んだ彼に、不機嫌そうに睨まれた。

「『立ち直った』とか……呟いただけ」

　磯村さんは盛大に息を吐き出し、それからムスッとして黙り込んだ。

　それからおもむろに立ち上がり、冷蔵庫から麦茶を注いで、そのグラスを突きつけてきた。

「まぁ、落ち着いてくれ」

　起き上がり、グラスを受け取る。

　……思うんだけど、それは無理じゃない？　さっき押し倒されかけてすぐ落ち着けとか言われても、落ち着けるはずがないじゃない。

「私……帰る」

　言った瞬間、上から睨まれた。

「この状態で帰すはずがないだろうが」

「だって……」

　小さく呟いたら、磯村さんは私を睨んだまま、少し困ったように髪をかき上げた。

「お前の想像力を甘く見てた。しかもある程度、的を射ているから始末に負えない」

　……私の想像力？

「よくそんだけのヒントで、佳奈美に行き着いたな」

　そう言われて口を閉じた。

　困りながらも、どこか懐かしむように遠くを見ている磯村さんの表情を眺める。

　そうして、しばらくしてから彼は、諦めたように首を横に振った。

「最初から話してもいいが、面倒だから割愛する。けど、俺が昔、佳奈美を好きだったのは事実だな」

「そう……」

「好きな女に触れないってのは、結構しんどいもんだぞ。お前」

　吐息交じりに笑われながらちらりと見られて、居心地が悪くなる。

　うん。完全な同意はできないけど、わかる気がする。わかりはするけど、無理な話だとも思う。

　だって、相手は潔癖症。しかも部屋を出るだけで二時間もお風呂に入ったり、財布ごとお金を洗っちゃうような強つわ者ものなんでしょう？

「なのにあいつは、あっさり兄貴と結婚しやがって。まぁ、今ならわかるんだけど」

　いや。私は全くわからないけど。

　磯村さんは自嘲気味に笑って、腕を組んだ。

「つまり、俺が片思いして、その女が兄貴と結婚して……少しだけ荒れて、派手に女をとっかえひっかえしてた時期があった。これも事実だ」

　そう言いながら、少しずつスッキリしたような表情になっていく。

「うん……？」

　派手に……って、磯村さんの女性関係はいつでも派手だったよね。

　会社でも平気でいちゃいちゃするくらい派手で、噂ももっと派手だった気がする。

「まぁ、相手から誘われれば拒みはしなかったけどな？　一応、お前と遭遇したときは、ある程度は落ち着いていた頃だ」

　あまりにもさくっと言われて、逆にこちらが混乱しそう。

「……そう」

「だから、葛西の奴もポロッと言ったんだろう。一番荒れてるときを知ってんだから」

「そうなの……」

　ぼんやりと返事をする。

「だけど、これは過去の話で、今の話じゃねぇ」

　遠くを見ていたような瞳が、急に真剣な色を帯びていく。そうして磯村さんがまっすぐに私を見た。

「だいたい俺と佳奈美じゃ、〝触れなかった〟って段階で、もうダメだろ」

「うん？」

　それは、兄嫁さんに受け入れられなかったということ？

「それに、今はお前に惚れてんの。わかってんのか？」

　怒ったように言われて、少し困ってしまう。わかってんのかって言われても……。

「だ、だって……磯村さん、兄嫁さんとぎくしゃくしてたし。過去の話を引きずる人なんてたくさんいるもの」

「誰と比べて言ってんだよ」

　えーっと。私自身？

「しかも、俺はいつもあんな感じだ」

「いつもあんな感じ？」

「なんでわざわざ好きでもねぇ女に、会社でもないのに愛想よくしないといけないんだよ」

　呆れたように言われて、衝撃が走った。

　もしかして、もしかして……だけど。

　あれで、私には愛想を振りまいていたつもりなの？

　私の潔癖症を『気にすんな』とか『しょうがない』と言いながら気遣ってくれるけれど、ほとんど口は悪くて、意地悪な笑顔ばっかりで、会社で追いつめられたり、からかわれるたび『面白い』とか言われて、いじめられてばかりいたような記憶しかないんだけど!?

　それでも愛想を振りまいていたというのなら、私は思いきり否定するわよ。

「だいたい会社でも、俺から仕事以外で話しかける女はお前くらいだぞ」

「い、意味がわからないけど」

　眉根を寄せると、思いきり脱力された。

「お前はいつまで俺に、言い訳させ続けるつもりだよ」

「え？」

　ポカンとして口を開ける。

　今のって言い訳？　言い訳……なのかな？

「だいたい、お前が佳奈美の身代わりとか、あり得ねぇだろうが」

　酷い……っ！

「ど、どーせ若くも可愛くもないです！」

「若さも、見た目の可愛さも求めてねぇし」

「じゃあ、何を求めてるのよ」

「んー……今は、触れ合い？」

　ふ、触れ合い？

「いっそ感動的だよな。潔癖症の女なのに、唯一普通に触っても拒否されねぇのって」

　彼が嬉しそうに微笑むから、瞬きを返した。

「……は？」

「なんか、〝俺だけの女〟って感じで逆にありがたい。俺がお前に好かれてるのがわかる」

　な、なんか。すっごい恥ずかしいこと言ってますー！

　めちゃくちゃ恥ずかしいこと言ってますから！

「さすがに赤くなったか」

「なるでしょうよ！　ならないはずがないでしょうよ！　馬鹿じゃないの？」

「いいや。ちゃんと計画してた」

　ニヤリとした、それはそれは黒い笑顔を見て、内心で慌てる。

「計画？　計画って……何を」

「今日は金曜だし。明日は土日で休みだし。触れるのにも慣れてきたようだし。押し倒しても気絶されなかったし？」

　そのままの笑みで近づいてくるから、思わず身を引いた。

「……ま」

「待たねぇよ。待つと時間かかりすぎるのわかったし。覚悟を決めろ」

「き、決まらない、決まらないから。そんな、いきなりは無理」

　焦って首を左右に振るけど、そのまま手が伸びてくる。

「そーだなー。最初はきついかもしれねぇけど、それもそのうち慣れる」

　麦茶のグラスを取り上げられ、カツンとガラス張りのローテーブルに置かれる音がした。

　それがとても耳に響いた。

「泣いても叫んでもいいぞ？」

　ニッコリと、それはそれは楽しそうな磯村さん。

　こ……この、鬼畜ー!!










忘却




　それは水曜日の昼休み。もはや日常的に水瀬にお弁当という賄賂を渡し、当然のように医務室でランチタイムを始めていたときに言われた。

「華子。葛西さんに何かした？」

　そんなこと、絶対にあり得ないとお気づきだろうか？

「なんで華が葛西に何かできるんだ？　近づいてもいねぇし、近寄らせもしてねぇよ」

「磯村さん、割り込まないで。だいたい、どうしてあなたが華子と一緒にここにいるのよ！　医務室は憩いの場じゃないわよ！」

　うん。水瀬と磯村さんはきっと、犬猿の仲だよね。女王様と鬼畜の気が合うとは確かに思えない。

　ひとり頷いて、ふたりの会話を聞き流す。

　昼休みに医務室に入り浸っていたのがバレて、最近は磯村さんも医務室に来るようになった。そして、人のお弁当箱から玉子焼きを盗んでいくようになった。そんな風に、会話の内容とは関係のないことを考える。

「つーか、女医さん、葛西と何かあったか？　俺は別にシメてねぇぞ？　華に止められてる」

　そう言って、ふたりの視線が私に向く。

「華子。誰かが会話しているときに、ただその場の話の流れを眺めているのは悪い癖だと思うのよ」

「ああ、癖なのか」

　それは私も知らなかった。

「葛西さんと何かあったの？」

「何もないけど、ちょっと様子がおかしいの。だから、思い当たる人に聞いてみただけ。直近で何かあったのは華子だったし。でも、葛西さんの発言については解決したみたいね。磯村さんもお疲れさまでした」

　今度は磯村さんと私が視線を合わせる。お互いになんと言えばいいかわからない。

「それだけベタベタしてるってことは、磯村さんの過去に何かあったとしても、今は落ち着いたんでしょう？　落ち着いてなければ、華子はもっとぎこちないはずだし」

「女医さん……侮れねぇ」

　磯村さんが呟いて、私が腰かけているベッドの隣に座る。

「メンタルケアは、今勉強中よ。華子は付き合いが長いからわかるだけ」

「なるほど。なら、俺と葛西も付き合い長いぜ？　あんたらほどじゃねぇけど。具体的に、どう様子がおかしいんだ？」

「顧問の定期検診のときに、葛西さんはいつも付き添いで来るんだけど、この間はいきなり真っ赤なバラの花束を持ってきたの。それから、デートにって、あらゆるスポットの入場券を……しかも、どれも平日の昼間のチケットを持ってきたし。昨日なんてピンクの聴診器と、白衣と、ナースシューズをプレゼントされた」

「おー……」

　どこかぼんやりとしている磯村さんに気づかず、水瀬は真剣な顔をしていた。

「顧問はギョッとしていたし、平日の昼間は仕事してるって、わかりきっていることだし、プレゼントにしては奇妙なものだらけだし。どうしたのかと思って」

「いや。それは葛西の〝普通〟だ。それで実は普通なんだよ」

　真面目な顔をしようとしつつ、口元がその努力を裏切っている磯村さんを眺め、水瀬がひきつったように口の端だけで笑った。

「まともに見えるのは表面上だけなのね？」

「ある意味ではまともだろ？　葛西はあんたにちょっかい出してんだから」

　水瀬はお茶を飲みながら、私と磯村さんを交互に見る。

「どうにかならないの？」

「なんで俺が、他人の色事に首を突っ込まなきゃならねぇんだよ。面倒なの目に見えてるだろうが」

「相手が華子なら放っておかないくせに」

　水瀬が厳しい顔をすると、磯村さんはムッとした。

「こいつ放っておいたら、ひとりで勝手に考えて、ひとりで勝手に納得して、ひとりで勝手に悩むだろ」

　今度は私が標的になった。

　ビシッと指を差されて、眉を下げる。

「酷い……」

「酷いのはどっちだ、バァカ」

　頬をつままれて、睨み合った。

「はいはい、ご馳走さま。じゃ、私の相談に乗ってよ」

　水瀬もお弁当をパクつき、磯村さんは露骨に嫌な顔をする。

「あのな、女医さん。何が悲しくてダチが言い寄ってる女に、俺が相談を持ちかけられねぇとなんねぇんだよ」

　確かに、私でも変だと思う。

「だって華子に相談しても、ねぇ？」

　ねぇ？

「そうね、私じゃ恋愛ごとは全く役に立たないから」

「今は、ちゃんと恋愛できてるじゃねぇか」

　私と磯村さんが？

「あまり参考にならないと思う」

　情けなく言ったら、半笑いされる。

「どういう意味だよ」

　そう言って、彼がお弁当箱から玉子焼きをつまんで食べるから、睨みつけた。

「素手ではやめてって言ってるでしょ？　せめて爪つま楊よう枝じを使って！」

「他の食材には触ってねぇし。慣れろ」

「平気なら、こんなこと言わない！」

「そんなもんじゃ死なねぇ。じゃなかったら俺の分も作れ」

「作ってもらう立場で、そんな偉そうに手作り弁当を催促する男は初めて見たわね」

　水瀬がぼんやり呟き、磯村さんはまた私を指差す。

「そりゃあんた、冷凍食品だらけの弁当を、『手作りしました』ってニッコリ押しつけがましく渡されるより、華の手作りなら間違いねぇし」

　女の子の手作りのお弁当ねぇ？　ふーん？

「もらったことあるの？」

　じっと見つめると、困ったような微笑みが返ってきた。

「まぁ、それなりに」

「あら。磯村さんのことだもの。たくさんもらってるわよね？」

　笑いを含んだ水瀬の言葉に、眉根を寄せる。

「モテモテ？」

「いや。だからそれなりに。昔の話だろうが。気にするな」

　唐突にシュシュを外され、髪をぐしゃぐしゃにされて、慌てて離れた。

「やめて。今日はブラシ持ってきてないのに！」

「減るもんじゃないだろ？」

　そういう問題じゃないから！

　だいたい、最近はどうしてなのか、髪を乱したがるよね？　結んでいたら外したがるし。指に絡めたがるし。なんなの？

「どうして最近、ぐちゃぐちゃにしたがるのよ」

「んー？　説明しない方がいい気がするが」

「は？」

　目を丸くすると、磯村さんはニヤリと笑って、小さく耳元で囁いた。

「乱れた姿も、かなりいい」

　その言葉に思い出したのは、数日前の夜の出来事。

　慌ててお弁当を磯村さんに押しつけると、両手で顔を覆った。

　どうしようか、どうすればいいか混乱しつつ、新たに引き出される感覚に戸惑ったあの夜。抱えられて寝室に連れていかれ、ベッドにそっと横たえられた。

　それからブラウスのボタンを外されているうちに、ある程度の覚悟はできていたんだと思う。

　石鹸と混じり合った、微かな煙草の匂い。それが磯村さんの香り。

　黙り込んだ私に磯村さんは微苦笑を漏らしてから、とろけるようなキスをした。

　彼の指先が、何かを確かめるようにゆっくりと素肌に触れる。

　触れられても怖くはなかった。怖くないことがとても不思議で、それどころか……とても心地よかった。温かいというよりも、どこか熱くて……。

　戸惑ったままの私に、磯村さんは嬉しそうに微笑んで……その笑顔が嬉しくて、でも慣れない感覚に怯えもした。

　すると、磯村さんは何度もキスをしてくれた。

　何か特別な言葉をくれたわけじゃないけれど、そのキスに優しさを感じて、また嬉しかった。

　それから次第に大胆に触れてきて、唇が首筋を辿って胸へ、指先がふくらはぎから太ももへ……。

　心臓の音がうるさくて、与えられる熱が苦しくて、気がつけば反応を返している自分に困惑した。

　それでも怖いとは思わなかった。どこか受け入れている自分自身に驚いて、かすんでいく意識の中で磯村さんを見ると、深い色合いの漆黒の瞳とぶつかった。

　そこにあったのは優しさではなかったけれど、どこか真しん摯しな輝きを認めて、本能的に求められているのを感じた。

　こんな私でもいいのか、不安だった。こんな私でいいのか、いつも不安だった。

　だけど、それでもいいと言ってくれるなら……嬉しくて。

　磯村さんが押し入ってきた瞬間は、あまりにも痛くて身を固くした。

　予備知識くらいはあったから、それなりに痛いとは聞いていたけど、あんなに痛いとは思ってもみなかった。

　小さい悲鳴を上げて逃げかける私に、磯村さんは『我慢しろ』と言うだけだったけど、どこか苦しそうな表情に、思わず彼を自分から抱きしめていた。

　彼が私を受け入れてくれるのなら、私も受け入れよう。

　優しさをくれるなら、優しさを返そう。

　狂おしいほどの熱をくれるなら、それ以上の熱で受け止めよう。

　痛みの感覚が違うものに変わった瞬間に身を反らすと、彼の驚いたような瞬きが見えた。

　それからニヤリと口角を上げた彼が耳元で囁いた言葉。私の背中をゾクリと何かが駆け抜ける。

『……俺のためだけに泣け』

　泣きたいわけじゃなかったけれど、いつの間にか涙が流れていて。

　それが怖さから来るものじゃないことは、自分自身がよくわかっていた。

　汗も涙も感情も、何もかもが乱れて、交じり合って、融けていく……。

　そんなもろもろを思い出させる、磯村さんの囁き。

　でも、今は真っ昼間ですよ、エロ鬼畜！

「赤飯炊いた方がいいのかしら」

　含み笑いの水瀬を、磯村さんが鋭く睨んだ。

「女医さん。下世話だろ」

「そんなあからさまにほのめかしておいて、何を言うの」

「何かあったら、こいつの相談乗れるの女医さんしかいねぇし」

「避妊はちゃんとしてる？」

「水瀬！」

　あなたはなんてことを言うの！

　叫んだけれど、磯村さんはちらっと私を見て手を振り、それから水瀬に向き直った。

「まぁ、華はこういう奴だし、俺もこんな奴だからな。何かあったときには、友達で女医のあんたは支えになってくれるだろう？」

「あら……あらあら。当人を目の前にして磯村さんは私に任せるわけ？」

「任せるわけじゃねぇよ」

　なんか、蚊か帳やの外に置かれてる。なんだか面白くないから、軽く磯村さんのジャケットを引っ張ったら、びっくりした顔で振り返られた。

「どうした？」

「どうもしない」

「いや？　どうもしなくて、そうはならねぇだろ」

「なります」

　磯村さんの困惑顔に、水瀬の含み笑い。私は視線を泳がせ、頬を膨らませた。

　わかっている。これは、いわゆるあれよ。嫉妬よ。しかも、構ってくれないからという子供じみた理由の嫉妬。構われすぎても困るけど、構われないと寂しいって理由の嫉妬。そんなの説明したくない。

　黙っていたら、また髪をぐしゃぐしゃにされた。

「なんだ。甘えてんのか」

　今度は笑われながら言われて、ぷいっとそっぽを向く。

「違います！」

「華は、はぐらかすときは敬語だな」

「違うったら！」

「ちょっと、そこのおふたりさん。いちゃつくなら、ここじゃない場所にしてくれない？」

　呆れた水瀬の声に、真っ赤になって立ち上がりかけたら、磯村さんに肩を押さえつけられ、強制的に座り直される。

「食え」

　ぽいっと未開封のコンビニおにぎりを渡されて、すっかり空っぽになったお弁当箱を眺めた。

　磯村さんて、お喋りしながらでもご飯食べられる人だよね。

「……いただきます」

　パッケージをウェットティッシュで一度拭いてからペリペリ剥がして、きちんとおにぎりを作り、ひと口食べる。

　コンビニのおにぎりって、お米がしっかりしているのが多いよね。衛生面で心配なければ食べられる。

　だけど、朝と夕方のコンビニは混むから行きにくい。

「磯村さん、ためらいなく華子に触りますよねぇ」

　水瀬がしみじみ呟いて、お茶を飲んだ。

「嫌なときは嫌だと言われるらしい」

「言われたことあります？」

　どこか真剣な水瀬に、磯村さんも膝ひざの上で頬杖をつきながら考える。

「……言葉ではまだねぇな」

　たまに言わせてくれないからね。

「まぁ、なんだ。デートに誘うなら休日にしておけ、ってくらいは葛西に言っといてやるよ」

「お願い。さすがに何度も断り続けて、気が引けてきたから……」

　だるそうに呟く磯村さんに、水瀬はやっぱり真剣にお願いしていた。




　そんな風に昼休みが終わり、総務部に戻ってみると、パタパタ走りまわっている千里さんを見つけた。

「……どうかしたの？」

「先輩！　とうとう会議室の暖房器具がダメになっちゃいました！」

「明日中には取り換える予定だったのに」

「主任が電気ヒーターを探しに備品保管室に向かったんですけど、なかったって……どこに貸し出ししていたか、リストもなくなってて」

　世にも情けない表情の千里さんが可愛くて、思わず吹き出した。

「備品室にはないわよ。去年、地下倉庫にしまったはず。リストは紙じゃなくて、共有フォルダの――」

「さすがだ、伊原さん」

　主任がすれ違いざまに褒めてくれたけど、去年そうしたのは課長なんだよね。

　確か通達があったし、前回、暖房の調子がおかしくなったときにチェックしただけなんだけど。

　慌ててストーブを運びに行った男性社員たちを見送りながら、首を傾げる。

　人間、いろいろなことがあると忘れるから。

　私だって、人と関わり始めて……実際には、磯村さんと関わり始めてから、些細な部分を忘れることが増えた。

　何かしようとしたときに、話しかけられたりするからなんだけど。

「私、先輩の引き出しを一度見てみたいですぅ」

「どうして」

　私は人の引き出しなんて見たいとは思わないけど。

「棚割りのリストもそうですけどぉ、先輩って、いろいろなことをリストアップしているから……」

　あぁ。そういう意味ね。それなら人のを見ても仕方がないと思う。

「自分で作った方が、どこに何があるか覚えるわよ」

「あ。それもそうですね。頑張ってみます～」

　ウェットティッシュでキーボードを拭き、パソコンのパスワードを解除してから、棚に向かった千里さんを振り返った。

　素直だなぁ。私にもあれくらい素直な時期ってあったのかな。

　あったのかも……しれないけど、私の場合はきっと、どこかひねくれていたよね。

　自分でわかっている。わかっているなら直せるんだろうけど……。今さら、いろいろと照れが入る。

「照れないようにするには、どうすればいいのかな……」

「慣れればいいんですよ～」

　ギョッとして振り返れば、千里さんがにんまり笑っていた。

「先輩、心の声が漏れてましたよ～？」

　聞こえていたわけね……。

「そ、そう？」

「いいことありましたかぁ？」

「……今は仕事中です！」

　ぷいっとパソコンに向き直り、メールチェックを始める。

　そうしながら、静かに近づいてきた千里さんを振り返った。

「何？」

「そういえば、広報から社内報用の先輩の写真くださいって、連絡が～」

　どうして直接言ってこないの、広報部の面子は……。

「嫌だと申し上げました」

「それがしつこいんですよ～」

「あ。僕、広報にひとりダチがいるんで、僕からも断りますか？」

　デスクで書類作成をしていた牧君が顔を上げ、それから首を傾げる。

「いくら広報でも、無断では掲載できないでしょうけど」

「そうねぇ。無視してもいいかな？」

「いいんじゃないですかね？　あまりしつこいようなら、主任に言うのもひとつの手段ですし」

「……面倒だわ」

「それか、磯村さんに頼めばいいんじゃないですか？」

　磯村さん？

「なぜ？」

「だって伊原さんの噂がなかなか消えないのって、ほとんどあの人のせいでしょ」

「噂？　……よくわからないけれど」

「営業部じゃ有名らしいですよ。結構派手に遊んでいた磯村さんが、今度は彼女のことで派手にのろけているとか」

「あー。私も知ってます～。営業部の女子がそれで諦めたって話もあります～」

　え。ちょっと待って？　そのせいで、付き合い始めたら冷たい視線が減ったの？

「〝彼女〟って……」

「先輩ですよねぇ？」

　その場にいた全員の視線を浴びて、顔から火が出るかと思った。

「し……」

「仕事しまーす」

　千里さんに先に言われて、口を尖らせる。

　……人のお株を取らないでほしい。

　そう思っていたら、総務部のドアが開いた。

「すみません。こちらは、人事部……でしょうか？」

　紺色のスーツを着た男の人が立っていて、困惑した顔でフロアを見まわしていた。

「人事部ですか？」

　目が合ったので声をかけると、その人はほっとしたように微笑んで頷いた。

「はい。受付の人に聞いたのですが……」

　違う場所を教えられちゃったのね。

　案内がつかないってことは、お客様……ではないってことかな？

「あ、先輩。私がご案内します～」

　立っていた千里さんがいそいそと入口の方へ向かうのを見て、小首を傾げる。

　ずいぶんと身軽に……。

　まぁ、助かるけれど。知らない人は苦手だから。

　スーツ君を連れ出しニコニコ出ていく千里さんを見送ると、牧君が遠い目をした。

「女子はイケメン好きですよね～」

「え？　今の人？」

　困った顔してるな、くらいしか見てなかった。

「今の時期に人事に用事ってことは、中途採用の面談か何かですかね？」

「そんな話は……来てなかったけれど、それならそれで、後で人事部から話が来るでしょう」

「伊原さんて、仕事以外のことに結構無頓着ですよね……」

　そりゃそうよ。

「仕事しに来てますからね」

　キリッとして言ったら笑われた。

「僕、急に伊原さんに興味が出てきました。今度飲みに行きませんか」

　それは嫌です。

「……お断りいたします」

「ですよね。しかも、磯村さんに怒られそうだ」

　おどけるように笑って、書類作成に戻る牧君を眺め、それから目を細めた。

「怒りはしないと思うけど……」

「磯村さん、あれだけ伊原さんにアピールしまくって、やっと落ち着くところに落ち着いたみたいですし。やっぱり嫌がるんじゃないですかね。波乱万丈は望んでいないでしょうし」

　そりゃそうよ。誰だって波乱万丈なんて望まないでしょうよ。

　刺激がないと退屈なんて言う人もいるけれど、刺激的な人生なんて嫌だわ。

　普通に生活できて、普通に生きていければ、それに越したことはない。

　普通に生きているつもりでも、山あり谷あり浮き沈みするものなんだし、平和が一番だと思う。それに……。

「磯村さん、そんなに気にする人じゃないと思うんだけど」

「や～。気にする方だと思いますよ、僕は。脈なさそうな伊原さんにあれだけしつこく食い下がっていたんですから」

「はい？」

　どうして牧君に磯村さんのことを言われなくちゃいけないの？

　牧君を睨むと、彼はまた顔を上げた。

「伊原さん、一刀両断でしたから。根気と根性がないと……」

「……それはどういう意味よ」

「伊原さん、たまに怖いし」

　それは否定しないわ。だってお局様だもん。お局様は冷静沈着にテキパキ仕事をして、人付き合いもそこそこで……本当にひとりで生きていけそうなイメージだ。

「ただいま戻りました～」

　千里さんがニコニコ顔のまま戻ってきて、席に着く。

「さっきのあの人、中途採用の方だそうです～」

「へぇ」

　牧君が気のない返事をして、書類に視線を戻した。

「明後日から企画室ですって。前職はフィールドネットワーク社の企画にいたそうで」

　フィールドネットワークか。元取引先のひとつね。誰かが引き抜いたのかな。

「書類、揃えておいた方がいいかしら」

　何気なく呟いたら、千里さんがまた立ち上がる。

「あ。了解しました。用意しておきます～」

「千里さん。そこは『かしこまりました』でしょ」

「はーい」

　パタパタし始めた千里さんを横目に、牧君と視線が合った。

　さては千里さん。あの人の情報収集をするために、案内役を買って出たのかしら？　私の疑問を、牧君が苦笑を見せて肯定していた。

「年齢は二十九歳で独身だそうです。綾あや瀬せさんとおっしゃるんですってぇ」

　間違いなく、情報収集だわね。

「千里さん。真面目に仕事をしてちょうだいね？」

「やだぁ！　先輩、私は真面目に仕事してますよぉ！　その中で、どれだけいい男を捕まえるか、それも真面目に考えてますぅ」

　最近の若者は雄々しいわ。視界の片隅で牧君ががっくり肩を落としているのが見えたけれど、それ以上の関わりはキャパオーバーしそうだからやめておこう。

　そもそも、人と関わり始めたばかりだし……というか、気がつけば関わり始めていたというか。関わりたくはなくても、関わらないといけないのが社会人というか。

　……今日の晩ご飯はどうしようかな。磯村さんは定時上がりかしら。外まわりから直帰なら、早いときもあるんだけれど。

　メールのチェックをしながら、ぼんやりそんなことを考えている自分に気がついて驚いた。

『仕事中だから』と人のことを注意できないわね。真面目に仕事をするのが〝伊原さん〟なのに。

　それにしても、今の時期に中途採用は珍しい。そろそろ控除時期なのに、早々と証明書を持ってくる人も増えているし……。

　中途採用なら、名刺の手配もしないといけない。人事部から連絡が来ないと、正式採用かはわからないけれど。

　綾瀬さん……ね。

　なんだか懐かしい名前だわ。懐かしくて、いい思い出も、悪い思い出もある。

　その名前は、少しだけ不安。もう顔はあんまり覚えていないけど。

　まさかね？

　でも、なんとなく今日は、磯村さんと一緒にいたいな。

　一緒にいたい場合は……どうしよう。

　誘えばいいのかな。誘ったことなんてないし、どうしよう。

「先輩？　とても怖い顔になってますけどぉ」

「少し席を外すわね」

　言うなり、総務部を出てロッカールームに向かう。

　こういうときにスマホは便利。今から直接、営業部に行って予定を聞くわけにもいかないし、外まわりだとしても文字は確認できるだろう。

【今日は外まわり？　直帰？】と打ち込んでメールを送信すると、すぐ返信が来た。

【どうした？】という短い返事に、少し考えてから【デートしましょう】と返す。

　数秒して【定時で上がる。社員入口で】と送られてきたその文字にほっとして、スマホをロッカーにしまうと、総務部に戻った。

　さて、デートだ。今日は普通の格好だけど大丈夫だよね。




　なんだかソワソワしながら仕事をこなして、いつもより少しだけ早めにロッカールームに向かい、いつもより早めに着替えて社員入口に立つ。横をいろいろな人が通り過ぎていく。

「お疲れさまです。伊原さん」

　葛西さんもその中のひとり。彼は人差し指で眼鏡を上げると、辺りを見まわした。

「帰らないのですか？」

「待ち合わせです」

　こんな人目のあるところで、葛西さんとお話ししていたくないのですが……。

「ああ、なるほど。そうですか」

　彼はそう言って、私の隣に距離を置いて並ぶ。

「……葛西さん、帰らないんですか」

　今、私に気づかなかったら帰ろうとしていたよね？　見間違いじゃなければ、一瞬通り過ぎようとして戻ってきたよね？

「ここにいれば、水瀬さんを捕まえられると気づきました」

「捕まえられる……」

　葛西さん。待ち合わせと待ち伏せでは、意味が大きく違います！　しかも、男の人がそれをやると、女性としては怖いです！　水瀬なら呆れるか引くか、どちらかだろうと予測もできます！

　葛西さんがいることで、注目度が一気に跳ね上がるし、どっか行ってほしい……。

「何やってるんだ、お前ら」

　そのとき磯村さんが近づいてきて、ほっとした。

「磯村さん……」

「おー……俺より早く来てるとは思わなかった。で、葛西は何をしているんだ？」

「待ち伏せらしいです」

　磯村さんは笑みを顔に貼りつけたまま、葛西さんを見た。

「……葛西。ある意味でそれは犯罪だ」

「無言で水瀬さんの後ろを尾行するわけではありませんし、拉致をするわけでもありません」

「いや。勝手に待ってる段階で、もうダメだろう」

　私もそう思う。

「あれ。そんなところで何してるの？」

　今度は山本さんが加わって、思わず一歩引いた。

「何って、俺と華は待ち合わせ」

「僕は水瀬さんを待っています」

　さも当たり前に答えている葛西さんは、相当な変わり者だとわかった。

「……こういうの、なんだっけ。『リア充爆発しろ』って言うんだった？　いいけどね～。こっちも飲み会だし～」

　山本さんが呟いた。彼の後ろに立っている人物に気がついたらしい磯村さんが、話しかける。

「そちらが噂の、企画室の新人？」

「そうそう。綾瀬晃こう司じ君。正式には明後日から配属だけど、営業と総務にも何かとお世話になるかもね」

　山本さんの後ろにいたのは、今日、総務部に迷い込んだスーツの人。

　綾瀬……晃司って言った？　綾瀬晃司……さん？

「こっちが秘書課の葛西で、そっちが営業部の磯村。で、総務部の伊原さん……は、どうして隠れてるの？」

　磯村さんに振り返られ、目が合うと訝しげな顔をされた。

「華は人見知りだから。仕事中でもないんだし、いいだろう？」

「ああ。そっか。そーだよねー」

　何がそうなのかわからないけれど、紹介は遠慮したい。

　ますます磯村さんの後ろに隠れたら、何を思ったのか、そのまますっぽりコートにくるまれた。

「ちょ……っ」

「……知り合いか？」

　小さく呟かれて、小さく頷く。

「た、たぶん」

「んじゃ。退散すっか」

　くるりと反転させられ、背中を押されながら歩く。

「じゃ、紹介は今度ゆっくり。こっちはデートなんで」

　磯村さんのよそ行きの挨拶を聞きながら、社員入口を出ると手を掴まれた。

　……明らかに私は挙動不審だけど、放っておいてはくれないよね。

「どこか行きたい場所あるか？」

「ない……んだけど」

　ないのにデートに誘いました。ええ、無計画ですとも。

　無言でいたら、磯村さんは立ち止まり、まじまじと私を見下ろして苦笑した。

「お前が今、少し変な態度になっている原因はあいつか？」

「や。顔はよく見てないし！　同姓同名なだけかもしれないし！　だいたい私は眼鏡をかけてたし、違うかもしれない！」

「何がだよ」

　はい。疑問はごもっとも。ちゃんと答えてないね、私。

「とりあえず飯食いに行くか。今日は平日だからたいして混んでねぇだろ」

　……なんて言えばいいかなぁ。

「うちの近くにするか？」

「うん……」

　考えながら、ぼんやりと返事する。

「じゃ、デリバリーにして、うちで食うか」

「うん……」

「華……いい加減にしねぇと、また泣くまで攻めるぞ」

　不機嫌そうな顔に、我に返った。

「ごごご、ごめんなさい。ちゃんと聞いてる、聞いてるんだけど……っ」

「聞いてるのはわかるんだけどな。どうした、お前」

　とっても不思議そうな顔をされるから、困る。

「うん。あの……もしかしたら、同級生かもしれない」

　磯村さんは眉をひそめ、それからまた歩き始めた。

「んじゃ、家でデリバリー決定な。落ち着いた方がよさそうだ」

「あ、えーと。じゃ、私が……」

　そう言いかけたら、半笑いされる。

「作ったらいつもと変わんねぇだろ」

　はい。それもごもっとも。

「俺はラーメン食いたい、ラーメン」

「出前……取ったことがない」

　知らない人には近づきたくないし。

「受け渡しは俺がやればいいだろうが」

「綺麗なお店かなぁ？」

「……虫がいたりしてな」

　む、虫がっ!?

「絶対嫌！」

「冗談に決まってんだろうが。馬鹿か、お前」

　ニヤニヤ笑われて、睨みつける。

「冗談でも言わないで！　今後お店でも食べられなくなるから！」

「お前もつくづく大変な？」

　全然大丈夫だとは思っていなさそうな声で言われて、困っちゃうんだけど。

「わかっていて、言う方もどうかと思うのね？」

「ま、とりあえずどっちの部屋にするかだな。俺のうちに泊まるか？」

「うん」

　ピタリと立ち止まった磯村さんを振り返り、首を傾げた。

「おかしなこと言った？」

「まぁ……華にしてはおかしなことを言ったな」

「一緒にいたいと思ったの」

　綾瀬さんの名字を聞いて……それを懐かしく感じて。思い出も一緒によみがえって。

　初めに思ったのが、磯村さんと一緒にいたいなってことで。

「そうか……まぁ、なんだ」

「うん」

「抱いてもいいのか？」

　あっさりと聞かれた言葉に、口をパクパクとさせて赤くなる。

　そ、それは答えにくいから。

「そこは照れるんだな」

　それはそうでしょう！

「当たり前でしょうが！」

「いや……初うい々ういしい反応も悪くねぇよ」

　どこか嬉しそうに呟かれて、睨みつけながらも手を繋いで歩く。普通に手を繋いで、自然に歩けるようになった。そうなったのは私も嬉しいけれど。

　嬉しいけれど……どこか悲しい。

　どうして、あのときにできなかったことが、今はできるようになったんだろう。

　今はできるけれど、昔はできなかったことで……。

　綾瀬晃司。

　それは昔、私が好きになって、そして傷つけた彼の名前。










〝コウフク〟の意味合い




　好きだった人というものは、忘れたくても忘れられない思い出なんだと思う。

　人事から回ってきた履歴書を見ながら、頬杖をついて息を吐く。

　間違いない。あの頃よりも大人になって、あの頃よりも男らしくなった。

　綾瀬晃司君の証明写真を見ながら眉をひそめる。

　昨日は磯村さんに『高校のときに付き合っていた人だと思う』と告げたら、そんなに気にした様子もなく頷かれた。

『昔のことだろう。気にすんな』なんて言われたけれど、気持ちの中では少しだけ複雑だ。

　優しくて、理解があって、好きになって……告白して、付き合うようになって、手を繋げるようになって。でもそこから先は、どうしても越えられなかった。

　わかっている。これはきっと〝後悔〟という奴よね。

　いい思い出も多いけれど、最後の嫌な思い出ばかりが頭をよぎる。

　どうしても身体が拒否してしまって、逃げ出した。

　逃げ出して、近づけなくなって、最後には私が拒否された。

「先輩ぃ？　他の男性の履歴書見ながら、物もの憂うげに溜め息なんてぇ。磯村さんに言いつけますよぅ」

「千里さんは今までも言いつけてきたでしょうが」

　履歴書をピラピラと指先で持つと、それを千里さんが捕まえた。

「ダメですよぉ。ちゃんと保管しないと」

「後はお願いしてもいい？」

「え。私がいろいろと手配してもいいんですか～？」

　私はしたくない。

　仕事に個人的な感情を持ち込むなんて言語道断だけど、なるべくならば関わり合いたくない。

　必要最低限。これがモットーよ。

「今できるのは名刺の手配と、ネームプレートの発注ね。牧君がデスクまわりを主任に頼まれていたから、後は勤怠カードとロッカーの支給。ああ、それと社章の準備も忘れずに」

「中途採用ってある意味、大変ですよね」

　まぁ、一から出直しってことだもんね。大変だと思うけど、それは彼が決めたことだもの。

「昨日、山本さんが社内を連れまわしているのを見ましたけど、正式に配属されてからでもいいでしょうにねぇ」

　いや、それは知らないけれど。大切なことなんじゃないかしらね？　企画室はいろいろと他部署と連携している部署だし、前もって挨拶していた方が働きやすいと思う。

「千里さん。総務部は全体を見て仕事しないといけないのよ」

「え。あ、はい。私、おかしなことを言いましたかぁ？」

「企画室は他部署と同時進行の仕事が多いから、いきなり見知らぬ人が来たら〝あんた誰〟状態になるでしょう？」

「……まあ」

　言われていることに納得したような、していないような千里さんに、軽く指を振る。

「昨日の綾瀬さんの状態がまさにそれよね」

「昨日の？」

「いきなり見知らぬ人が『人事部はどこですか？』って聞いてきたら、なんの用か聞くけど」

「んん？　でも先輩は聞いてませんでしたよね？」

「彼はすぐに、受付で聞いたって言っていたでしょう？　だから私たちが知らなくても、受付で人事に向かう事情を話しているという判断はつくし」

　まぁ、受付で人事部の場所を聞いているのに、案内役をつけるように総務部に連絡がなかったのは、配慮が足りないけれど。

「何も言われなかったら、受付か人事、もしくは警備室に連絡してたわ」

「めちゃくちゃ不審人物扱いじゃないですか」

「れっきとした不審人物でしょう？　あなたがちゃんと人事に彼を案内しても、もし人事に話が通ってなかったら、すぐに私は警備室に連絡したと思うし」

「でも、私は人事に話が通ってるかどうかも、先輩にはお話ししてませんが」

「あのね。千里さん」

　顔をしかめて腕を組むと、千里さんが少しだけ身構えるのが見えた。

「人事部の人までもポカンとしているようなお客さんなら、千里さんだってあんなにあっけらかんと帰ってこないでしょう。それくらいには、私はあなたのことを知ってます」

「は、はい」

「それに、人事部でも予定外の人を総務の人間が案内してきたなら、あちらから総務部に連絡くらい来ます」

「はあ……」

「そのくらい、中途採用なら、挨拶は大事でしょう」

「ああ、そうかぁ。すぐに実戦に入るには大切なことなんですねぇ」

　やっと理解した表情をされて、肩を落とした。

　そういえば、千里さんは素直だけど、無頓着だったわよね。忘れていたわ。

「でも、嬉しいです～先輩ぃ！」

「ひぁ……っ！」

　満面の笑みで近づいてきた千里さんに手を握られそうになって、慌てて椅子ごとよけた。

　びっくりした千里さんと、青くなってひきつっているであろう私の顔。

「……ごめん。私、いきなり触られるの苦手なの」

「あ、はい。逆にすみません～」

　千里さんは目を真ん丸にしながらも謝ってくれた。

「それで、何、突然」

「いえ。先輩に少しは信頼されているんだなぁ、なんて……？」

　じんわり微笑む彼女は……とっても素直だなぁ。

「……そうね。信頼より、信用できる人に早くなってもらいたいけど」

「信頼と信用って、同じじゃないですかぁ？」

「同じでもないの」

　バクバクしていた心臓も治まってきて、座り直しながら眼鏡を指で上げる。

「信頼は、頼りになると思って任せることだし、信用は、疑うことなく信じて任せるってことだもの」

　微かな違いでも大きく違う。私も最近になってその意味の違いを知ったけれど。

「よく……わかりませんけどぉ」

「とにかく、仕事に戻りましょう。千里さんの今日の受け持ちは出張申請書だけ？」

「いえ。他にも経理への報告書と、保険関係と……あの、手伝ってくださるんですか？」

「ううん。すべて渡して。中途採用の申請は大変だから」

　千里さんは手に持った履歴書を見て、それから困ったように数冊のファイルとクリアファイルを差し出してきた。

「中途採用の申請、わからなくなったら聞いていいですかぁ？」

「……珍しいじゃない」

　いつも遠慮なく聞いてくるのに。

　私がよほど不思議そうにしていたのか、千里さんが困ったように顔を赤らめた。

「よくわからないですけれど、信用できる人になりたいですから」

「それにはまず覚えることね。中途採用申請は初めてでしょう」

　千里さんが真剣に頷く。

「よくご存じですね」

「このご時世で中途採用は久しぶりだからね。わかっている人の方が少ないくらいよ」

「頑張ります～」

「語尾は伸ばさない！」

「はい！」

　ああ。この素直さが本当に羨ましい。




　そんな風に午前中は仕事をこなし、いつも通りお弁当を持って医務室に向かった。

「あ。今日は葛西さんもいたんですね」

　すでに葛西さんが水瀬の隣に陣取り、磯村さんがベッドに座って……お腹を抱えて笑って……る？

「磯村さん、何か面白いことがあったの？」

「こいつらの会話聞いてたら、噛み合ってなさすぎて泣けてきた」

　思いっきり笑ってる。

「どうしたの？」

　水瀬にお弁当を渡しながら首を傾げると、顔をしかめられた。

「昨日は、公衆の面前で告白されたの」

　昨日……葛西さんは社員入口で待ち伏せしていたよね。

「誰かこの人に、一般的な常識を教えてあげるべきだと思うわ」

　水瀬の言葉を聞いて、考える。

「総務から見ると、仕事中はテキパキしていて、常識を逸脱しているようには見えないけれど」

　すると、水瀬は葛西さんを指差した。

「社員入口で、いきなり人の顔を見るなり両手を掴んで『好きです』って言う人が常識人なわけ？」

　……スーパーでご飯を食べるか、私を食べるか聞いてくる人よりは、常識を持っていると思う。

　そう考えながらも、磯村さんの隣に座ってお弁当を手渡した。それを見て、葛西さんが脱力している。

「磯村にまで手作り弁当ですか」

　磯村さんに渡したお弁当と、自分のコンビニサンドイッチを、葛西さんが見比べた。

　だって、催促されたんだもの。

　……催促、というよりは、脅されたような気もするけれど。

　まぁ、そんなところが磯村さんだよね。別に脅されなくったって、言ってくれれば作るし。

　そう思いつつ、私は磯村さんのジャケットを軽く引っ張る。

「ねぇ、磯村さん」

「ん？」

「素直な私ってどう思う？」

「取り扱いに注意する」

　どういう意味よ！　しかも即答だったよね！

　素直になってみたら『取り扱いに注意』されるって、どういうことっ!?

「怒るなよ。だいたい華が素直なときって、どう取り扱えばいいか迷うし、素直ってぇか、うわの空のときの方が多いじゃねぇか」

　そうかもしれないけど。

「ツンケンしてても気にならねぇから、お前も気にすんな」

「そう？」

　軽く問いかけると、ポンポンと頭に手を置かれた。

「そうそう。無理されても、お互いしんどいしな」

「磯村さんって、やっぱり年上ね」

　大人っていうか。なんていうか……。

　だけど、磯村さんは玉子焼きを食べながらムッとした。

「……若さ、証明してやるか？」

「はい？」

　若さを……？

「俺は毎日でも大丈夫だぞ？」

「……え？」

　どこか自信満々に言われて、首を傾げた。

「ちょっと、磯村さん？　部外者がふたりいるの、わかっているの？」

　水瀬の声に振り返ると、彼女は怒ったような顔をしているし、葛西さんはサンドイッチを持ったまま固まっている。

　えー……っと。会話がおかしかったのかな。今の会話の流れで……若さを証明するために、毎日でも大丈夫……？

　考えていたら、磯村さんは喉の奥で笑っている。

「あまり突きつめて考えると、照れるだろうからやめとけ」

「磯村さん、セクハラオヤジまっしぐらじゃないですか」

　水瀬がひやかすように呟いて、磯村さんが笑い声を上げながら脚を組んだ。

「華にしか言わねぇよ」

　考えると照れるし、セクハラで、私にしか……って。

「……な、なんてことを、真っ昼間から！」

　絶句したら大爆笑された。

「おー。やっと気づいたか。この手の冗談には、反応が遅れるよなぁ」

「いつもより遠まわしだったからよ！」

「いつも、もっとハッキリとセクハラされているの？　華子」

　眉をひそめた水瀬に言われて、顔を赤らめた。

「されてません！」

「墓穴掘るからやめとけ」

　磯村さんに肩を叩かれて、キッと振り返る。

「磯村さんが変なことを言うのが悪い！」

「お前が人のことを年寄りみたいに言うからだろ」

　不服そうにされても困るし、だいたい意味が違うもん！

「違うから！　大人だなって思っただけ！」

「お前だって大人だろうが」

　……大人だけど。

　年齢だけ大人だとは思うけれど。年だけ取った気分。

　考えていることなんて十代の頃とさほど変わらないし、相変わらず潔癖症だし。

「なぁ、水瀬さん」

　磯村さんが珍しく水瀬を名字で呼んだから、驚いて顔を上げる。

「綾瀬晃司って名前、知ってるか？」

「知ってるも何も……綾瀬晃司さんが何？」

　名前だけ知っている葛西さんが首を傾げ、いろいろと知っている水瀬は眉をつり上げた。

　磯村さんはベッドの上で脚を組み替え、警戒したような表情の水瀬を見ながら顔をしかめる。

　ど、どうしていきなり水瀬に聞くのかな。

「ふーん？　そっか」

「だから、なぜ？　その人がどうかした？」

「どうかしたっていうか。企画室に中途採用で入ってきたよな」

　磯村さんにけろっと言われた途端に、水瀬が嫌な顔をする。

「磯村さん。少しズルいわ。人の反応見たでしょう、今」

「ざっくりとなら華にも話を聞いた」

　言った！　ちゃんと言った！

「聞いたのに、わざわざ私に聞くわけ？」

「こいつポーカーフェイスだったし。比べると女医さんの方がわかりやすかったな。綾瀬って奴は、あんたが怒るようなことを華にしたってことだろ？」

「あー、もう。磯村さんは不意打ち名人だって華子から聞いてたのに」

　不意打ち名人とは言っていないけど。まぁ、似たようなものよね。

「とりあえず、なんとなくわかった。後はこいつと話すから気にするな」

　そうねぇ。確かに詳しくは話さなかったかもね。話さなかったから、水瀬にかまをかけたの？

　何も、突きつめることないじゃない。昔の話だから気にするなって言ったくせに。

　気にするなって言った本人が気にしてるんじゃない。

　軽く睨むと、睨み返された。

「そりゃーお前、あんなに挙動不審になられたら、気になるだろうが……トラウマの原因とは聞いてねぇが……そういうことだな？」

「トラウマとは言ってない」

　ボソボソと言うと、小さく舌打ちされる。

「似たようなもんだろうが。それでどれだけ苦労したと思ってる。昔の男に慌ててんじゃねぇよ」

「あ、慌てたわけじゃないもの！　ただ……」

　会いたくなかっただけだもの。

「何？　今でも好きだのなんだの言うつもりか？」

「違う！　そんなんじゃなくて、うまく言えないけど……」

　うまくは言えないけど……うまく言う必要があるの？

　見兼ねたらしい水瀬が立ち上がって、大きく手を叩いた。

「そういうのはふたりでやって。しかも、華子のことを思うなら、もう少し考えさせてあげて」

「……時間かかるだろうなぁ」

　磯村さんが嘆息して、私の髪をぐしゃぐしゃにする。

「……呆れる？」

　上目遣いで見ると、彼はゆっくりと首を横に振ってくれた。

「いや？　イライラはするかもしれねぇけど、仕方ないんだろうな」

「……自分の中で、なんて説明していいか、まだわからなくて」

「そういうところだけ素直になられっと、本当に取り扱いに注意するよなぁ」

　優しく苦笑されて、俯いた。

「うん。ごめん」

「……いや。謝ることじゃねぇだろ」

　謝ることだと思うな。だって、今、付き合っているのは私たちなんだし。

　でも、待ってくれるのは嬉しい。私は、どちらかというとすぐに答えが出ない人間みたいだから。

　……本当に私って面倒な女だ。

　気持ちが揺れ動くか……と言われれば、ゆらゆらしてる。

　それでも、綾瀬君のことが好きか……と聞かれれば、そうじゃないと言える。

　あくまで綾瀬君は〝好きだった人〟だから。

　だけど、きっと……私と付き合ったから、傷ついた人でもあって。

　根本にあるのは、罪悪感だと思う。

　だって、今は磯村さんに触られても平気になっているんだもの。他の人からはまだ逃げてしまうけれど、きっと磯村さん相手なら自分からも触れる。

　今は触れて、昔は触れなかった。

『好きなんだろう？』って、何回も聞かれた。

『好きなのにどうして逃げるんだ』って、何回も言われた。

　そして、嫌な顔をされるようになって……。

　時が経てば、忘れていくものだと思っていた。記憶は薄れて埋没していくものだと思っていた。

　だけど、案外違った形で覚えているもので……。

　一瞬の表情や、そのときの言葉が……。




「……それで、私はどうして磯村さんの部屋にいるんでしょう」

　クッションを抱きしめ、ソファに正座している。

　そんな私を見ながら、とてもとても爽やかに……もとい、胡散くさい笑顔でテーブルにデリバリーピザを置いている磯村さん。

　……無駄にキラキラしている。

「それはだ。会社帰りに拉致って、無理やりタクシーに突っ込んで、気を失ったお前をそのまま俺の部屋に連れてきたからだな」

　それは犯罪ですから。

「考える時間をやるのは認めたが、ひとりにするつもりはねぇよ」

　考えるのって、普通ひとりでするものじゃないかしら。

　違わないよね？　私の認識は間違っていないよね。

「どーせ、お前がひとりで考えたところで、ウジウジ後ろ向きになるだけだろうと判断した」

　いや。判断されても困るんだけど……。

　間違いなさそうな判断だと思う。

「意地悪……」

「まぁな」

　認めるんだ。そこ、認めちゃうんだ。

「そもそもそういう男だってことは、知ってるだろうが」

　うん。まぁ……知っている、ね。でも、優しいのも知ってるな。

「いいから食えよ。昼だってろくに食ってないんだし」

　磯村さんはそう言いながら、ピザをひと切れ取って、テレビを観ながら食べ始める。

　……黙々と食べている。

　彼の横顔を見つつ、手を洗いに行った。

　キッチンと洗面所に置かれた除菌用の手洗い石鹸。いつも置かれている真新しいタオル。毎日ではないけれど、定期的に替えられているソファカバーにクッションカバー。癖の域は越えているであろう、細々とした些細な気遣い。

　何も言われないけれど、気づかないわけがない。そういうことができちゃう男。

「華」

「うん？」

「俺は女を泣かせるのは好きだがな」

　ちらっと目が合って、不機嫌そうな顔をされた。

「自分の女が他の男に泣かされるのは許せねぇぞ」

　言われて、自分が泣いていることに気がついた。

「じゃあ、磯村さんが悪い」

「なんで」

　何気ない気遣いを、嬉しいと思わないわけがない。

「だって、私を甘やかすから」

「冷たくされたいのか。奇特な奴だな」

　そういうわけじゃないんだけど。

　手を洗って、タオルで拭いて、ついでに涙も拭いてから、ソファに座って温かそうなピザを眺める。

　デリバリーピザを食べたことはない。思えば、磯村さんと会ってから、初めて尽くしだ。

「磯村さんって、当たり前みたいな顔で、いろいろなことを気遣ってくれてるよね」

「そんな恩着せがましいことはしてねぇよ」

　彼は怒ったように言ってからまたピザをひと切れ取って、テレビの方を向く。

　……ああ、そうか。そういうこと？

　一緒にはいるけれど、放っておかれているみたい。

　またピザを眺めて、試しにひと切れ素手で取る。それから口に運んで、ひと口食べてみた。

「……美味しい」

「つーか、店の味だな」

「お店のは、味が濃いのね」

「……だな」

　テレビを観ている磯村さん。

　放っておいてくれているけれど、話しかけたら答えてくれる……みたい。

　そういえば、前にもこんなことがあったな。私が磯村さんを無視するため、会わないように気をつけていると、しばらくは放っておいてくれていたけど、マンション前で待ち構えられていた……あのときも、きっと磯村さんは〝待っていて〟くれたんだろう。結果、今回と同じで、しびれを切らして拉致られたけど。

　黙々とピザをふた切れ食べ、ベトベトになった指先をじっと見ていると、コトンとテーブルに除菌用ウェットティッシュを置かれた。

「ありがとう」

「……素手で食えたな」

「うん。磯村さんって結構食べるね」

「酒飲んでねぇしな」

　指先を拭いて、テレビを観ている彼の横顔を眺める。

　イケメンだよね。普通にイケメン。こんなイケメンが、どうして私を選んだんだろう。他にもたくさん相手はいるだろうに。たくさんいて、おそらく選び放題だっただろうに。

「何か飲むか？」

　どことなく難しい顔で振り返られた。

「……何かあった？」

「ビールくらいしかねぇな」

「少し飲む？　飲むなら持ってく――」

「いい。座ってろ」

　立ち上がって、冷蔵庫からビールを二缶持ってきてくれた。

　彼が缶を開けるとプシュッと小さな音がする。そしてビールを飲みながら、またテレビの方を向いた。

　……やっぱり素敵な横顔。鬼畜で、口が悪くて、優しい磯村さん。

「好きよ？」

　呟いてみる。

「ぶほっ……」

　いきなりビールを吹き出して、彼は咳き込んだ。

「……だ、大丈夫？」

「っじゃねぇ！　お前はなんだ！　なんなんだ！」

　涙目になりながら、鼻を押さえている磯村さんを見て、キッチンから新しいタオルを持ってくる。

「……なんだと言われても困るけど」

「そういうところが取り扱い注意なんだよ。黙って人の顔を眺めてるかと思ってたら、いきなり初告白とか」

「そうだった？　初だったかな……」

「好きだなんて言われたことはねぇよ。好きだろって決めつけてたけど」

　嬉しいような、困ったような、そして少し怒ったような複雑な顔をする彼を見ながら考えた。

　そうかもしれない。確かに、私から言葉にしたことはなかったかな。

　それにしても、決めつけられているのもどうなんだろうか。

　恨うらみがましい視線を受けて、愛想笑いを返す。

「そんなに怒らないで」

「怒ってるわけじゃねぇが、なんてタイミングだよ」

「だって……」

　言いたかったんだもの。

　唇を尖らせてタオルをいじっていたら、磯村さんは短く息を漏らした。

「タオル、濡らしてきてくれ」

「濡らすの？」

「ビールは放っておくと、ベタベタになるんだよ」

　そうなんだ？　放っておいたことないしなぁ。

　タオルを濡らしてきて渡すと、彼はビールが飛び散った場所を拭き取る。

　それを見ながら、ソファに戻った。

「……今度の休みにモップかけようか？」

「……モップなんて持ってんのか？」

　驚かれて微笑む。

「掃除道具には、事欠かないわね」

「まぁ、そうだろうな」

　鼻をかんで、少しだけ落ち着いたらしい。

「あー……鼻がムズムズする」

「服に飛ばなくてよかったね」

「ビールだし、そんなもん洗えば済む話だろ」

　そうね。洗えばいい。簡単な話。

「んで、お前は考え中じゃねぇのか。さっきからやたらと話しかけてくんのな？」

「うん。話したい……んじゃないかな」

　たぶん。

　首を傾げると、珍妙なものでも見るような視線を返される。

「なんだ。その、他人事的な」

「……そうね。話したいんだけど、話す順番がわからない……感じ？」

「話す順番なぁ？　つーか、話すつもりはあるんだ」

「あるわよ。話さないと、あなた納得しないでしょうが」

　磯村さんはキョトンとして、それから唇の端が少しだけ上がった。

「よく、わかってるな？」

　……そうなのかな？

　まだ、磯村さんを理解しているとは思えない。

「私、まわりは見ていないかもしれないけど、観察はするのよ」

「そうか？」

「ある程度把握していないと、人はどんな動きをするかわからないから」

「ふうん」

「それを考えたら、一番不可解な人だよね……磯村さんって」

　ふいにキスするし。潔癖症ってわかっても、断り入れながら触ってくるし。

　口は悪いし、どんどん近づいてきてはニヤニヤしているし。

　嫌がることもたまにはするし、今日だってタクシーに詰め込まれたわけだし。

「どうして私は磯村さんのことが好きなのか、サッパリわからないけど……好きなの」

　真面目な顔で呟くと、磯村さんも真面目な顔で頷いた。

「……それはまた、反応に困る発言だな」

「単なる事実よ。反応は期待してないから」

　今度は困って呟くと、磯村さんにもやっぱり困ったような顔をされる。

「いや。惚れた女にそんなことを言われて、反応はすんなって方が無理があるだろう」

「ま、真面目な顔で茶化さないで！」

　ひょいと彼の眉がはね上がり、それから眉根が寄った。

「茶化してるわけじゃねぇ。そもそも俺はそこの信用度ねぇだろ」

「そんなわけないでしょ。信用してない人に……」

　身を任せるわけないじゃない。

　どれだけハードル高いと思ってるのよ。わけがわからなくなることの方が多いけど、肌と肌が直接触れるのよ？

　しかも、しかも……さ。

　初体験で感じることはないとか聞いたことがあるのに、私、反応したのよ？　それってどういうことよ？

　恥ずかしくなって、思わずソファに突っ伏した。

「何を真っ赤になって悶もだえてんだよ」

　いやに冷静で呆れた声が聞こえてきた。

　……そうね。はたから見ると変な人だ。わかっているけど、だって……ねぇ？

　意を決して顔を上げ、キッと磯村さんを睨む。

「とにかく、わかって」

「お前が俺を好きなのはわかった」

　あー……まぁ、うん。改めて言われると、やっぱり恥ずかしいんだけど。

　磯村さんはテレビを消すと、ビール缶を片手にテーブルに肘をついた。

「順番なんぞ気にすんな。わからなかったら聞くから、お前の言いたいように言ってみろ」

　私の……言いたいように、か。

　そうなのかも。何も上手に話す必要はないだろうし。上手に話せる自信もないし。

　そもそも私と会話が成立していた人は、かなり限られる。家族の他に話す相手は水瀬のみという生活を、かなり長い間送っていた。

「私、潔癖症でいじめられていた頃があって」

　唐突に話し始めた私に、磯村さんが微かに瞠目する。だけど黙って頷いてくれた。そんな姿を見て小さく笑うと、クッションを抱き込んで座り直す。

　今にして思えば、子供の頃は自分たちとは違う異質なものに敏感で、単に面白がっていただけなのかもしれないんだけど。

　机に雑巾や土が入っていたり。

『はなこさんは、トイレにいるものだから』と、学校のトイレに閉じ込められたり。

　他人に触れないのに、鬼ごっこの鬼をやらされ、とりあえず途方に暮れたり。

『消しゴム貸してね』なんて持っていかれることもかなり多かったし、返してもらってもどうしようもなかった。

　机の中に雑巾や土があれば、怖くて、席に近づけもしなくて、先生に怒られて。

　学校のトイレは生徒が掃除していたから、一見綺麗でも、とても衛生的には思えなかったし……。

　長い時間を学校で過ごす子供にとっては死活問題で、当たり障りなく接してくれていた水瀬だけが唯一の友達。理解者がひとりでもいてくれることで私は救われていた。

　話しかけられても、何かされるかもしれないから逃げまわる。付き合いづらい子供だったと思う。

　高校生にもなれば、表立って何かしてくる人はいなかったけれど……潔癖症を知っている人もいたし、面倒なことに巻き込まれないように過ごしていたから、相手からも敬遠されるのが当たり前の状況だった。

「そんな中で、普通にしてくれたのが綾瀬君だったのね」

　朝の挨拶から始まって。いい人だなぁ……なんて思って。いつの間にか〝好きだな〟って思うようになって。

　好きな人なら、触れるようになれるかもしれない……そんな風に考えて、告白して。付き合うようになった。

　初めてのデートはカラオケだった。マイクに触れず、座ることもできず、一時間立ったまま綾瀬君の歌を聞いていた。

　次のデートはファミレスだった。混み合っていて、出された水のコップにくっきりの指紋を見つけて、綾瀬君が食べているのをただ眺めていた。

　次のデートは遊園地だった。もちろん何も乗れずに、ただ遊園地内を歩きまわった。

　そこまで黙って聞いていてくれた磯村さんが、頭を押さえて待ったをかけてきた。

「悪い。なんだか綾瀬がかわいそうに思えてきた」

「……そうね。そうなのよ」

　私だってそう思うのよ。自分から告白しておきながら、酷いことしてるなって。

　綾瀬君も諦めたように笑って、『潔癖症なら仕方がない』って言ってくれていて。

　だから、頑張って手を繋げるようになって……。

「手を繋げるようには、なったんだけど……」

「おー……」

　キスされそうになると逃げ出して、抱きしめられそうになるとバッグでひっぱたいて、そのうちぎくしゃくし始めて。

「そうだろうな。そうなるだろうな」

「そのうち……触れないのはどうしてだって、言われるようになって……」

　磯村さんが難しい顔をする。私はそれに苦笑を返すと、ビール缶を開けた。

　ひんやりとする缶に触れながら、どう続けようか考える。

　考えて……そうだな。

「結果としては、綾瀬君に新しく好きな人ができて別れちゃった感じ」

　案外、普通に言えたことに安心する。だけど磯村さんはしばらく考えてから、じっと私を見てきた。

「浮気されたのか」

　あっさり聞かれて、一瞬だけ思考が止まる。

「え……」

「綾瀬に他に好きな奴ができたから……別れたんだろ？」

　頷きながらビールを飲む磯村さんを見て、思わず首を傾げる。

「そうなるの……かな？」

「なるだろ。付き合ってる女がいる最中に他の女を好きになるってことは」

「それは思いつかなかった」

　呟くと無言になって、静かな視線だけが返ってきた。

「あ……えっと、仕方ないかな、とか思ってた」

　慌てて言い直すと、不思議そうな表情をされた。

「なんで」

「なんでって、ほら、私は全然触れないし」

「それは理由にならねぇ。そもそも話聞いてた限りじゃ、綾瀬もお前の潔癖症を知ってたんだろ」

　でも、でもさ？

「磯村さんだって言ってたじゃないの。好きな相手に触れないのはきついって！」

　磯村さんは目を細め、それから髪をかき上げる。

「だからって、他の女を好きになる理由にはなんねぇよ。はなっから知ってて付き合って、どうして触れないんだとか抜かすのも馬鹿だが」

　ビールをあおるように飲んでから、空になった缶をテーブルに置いた彼に、思いきり睨まれた。

「そんなんで引っ込むお前も馬鹿だ」

　責めるように言われて、少し怯ひるんだ……けど。

「ひ……引っ込むわよ。自分で告白したくせに、いざ恋人らしいことをしようとすると逃げるしかできなくて、ごめんなさいって思うの、当然でしょ！」

　怒ったように返すと、冷静に首を横に振られる。

「そんなもんは潔癖なんだから仕方がねぇことだろうが。それ前提に付き合い始めたんなら、それは絶対に理由にはならねぇ」

　絶対に理由にならないって……。

「なるわよ！」

「ならねぇ」

「なるのよ！　私と付き合っていると、自分が汚いもののように感じるって言われたわ！　そんなつもりはなくても、私が逃げるから、悪いことをしている気分になるとも言われたし！」

　それに……。

「付き合うなら、こんな異常な女じゃなくて、普通の女がいいって！」

　立ち上がって叫ぶと、なぜか磯村さんは満足そうに笑った。

　……これは、もしかして？

「……はめたわね？」

　片手を額に当て、目を瞑る。

「はめてねぇし。だいたい、お前ってイラつかねぇと本音なかなか出してこねぇし」

　やられた。また言わなくていいことまで言った。

　ストンとソファに座り直し、それからウェットティッシュを取り出して、ビール缶を拭いてからひと口飲んだ。

　磯村さんって、こーゆー人だよね。そうだよね。

「まぁ、なんだ。俺が思うに、あんなにコソコソしなくても、堂々としてていいんじゃないか？」

「何を根拠に言ってくるのよ。私は傷つけた相手に今さら会いたくなかったわ」

「そうか？　お前が綾瀬を傷つけたって言うなら、綾瀬だって充分、暴言吐いてるみたいだがな」

「私が普通なら……そうはならなかったかもしれないじゃない」

　だって、綾瀬君は優しかったもの。

　優しくしてくれた……それを踏みにじったような気がしてならないのよ。

　他人に敬遠されているような人間と、告白されたからって簡単に付き合おうと思える人は珍しいはず。それだけでも、すでにハードルが高い。

　私にしてみてもハードルは高いわけだけど、あの頃はまだ希望があった。手を繋げるようになったんだし、そのうち平気になるのかも……って。

　実際、今は磯村さんに触られても結構平気になってきている。

「やっぱりお前は馬鹿だな」

　あっさり酷いことを言われている気がしないわけじゃないけど。

「だって、今は私……磯村さんに触られても平気になっているんだもん」

「ああ。最近は本当に身構えなくなったな」

「磯村さんに自分から触っても、きっと、もう平気だもん」

　まだちょっと、ほんの少しは不安だけど。

「どうしてあのときにできなかったことが今できるんだろうとか、あのときにできていたら、綾瀬君にあんなことを言われなくて済んだかも、とか……」

「やっぱり、お前もしっかり傷ついてんじゃねぇか」

　傷つかないはずがないじゃない。自分は異常な人間なんだと言われて、改めていろいろと考えもした。好きな人にも触れないなら、きっと私は誰とも〝お付き合い〟できないだろうと諦めた。

　諦めていたのに、今さら付き合えるように……触れるようになって。

「ねぇ。触ってもいい？」

「ん？　手か？」

「ううん。手じゃなくて」

　ビール缶を置いて立ち上がると、磯村さんは胡座のまま不思議そうな顔をした。

「また顔か？」

　磯村さんの前に膝をついて、首を左右に振る。

「ううん」

「……優しくしてね？」

　そう言われて吹き出した。

「磯村さん、馬鹿じゃないの」

「いや、前もそう言って思いきり人の顔――」

　抱きついてみたら、言葉が止まった。

　ほら。平気だもん。抱きついて、こんなに密着しても大丈夫だもん。

「……少し無理あるなぁ」

「そんな……無理してないけど」

「いや、そうじゃなくて」

　ひょいと膝をさらわれて、そのまま胡座の上に横抱きにされる。背中を撫でられて、抱きついたまま彼の肩に顔をくっつけた。

　しばらくそうしていたら、磯村さんが私の髪をまとめていたシュシュを外して、髪の毛を指に巻きつけ始める。

「なあ、ひとつ聞いていいか？」

「うん？」

「だいたいは、前に聞いていた話が詳しく聞けたって感じなんだが」

　どこか困ったような磯村さんの声音を聞きながら、目を瞑った。

「うん」

「会いたくなかったってのもわかったが」

　そうだね。会いたくなかったのよ。

「うん……」

「どうしてそんなにゆらゆら不安がってんのかは、わかんねぇ」

　うん。それはね……。

「私は、今、幸せだと思うのね」

「ん？　ああ……そう？」

「他の人を触れなくても、磯村さんなら触れるし。こうしているのも、幸せだと思う」

　だから、なんていうか……。

「綾瀬君に再会して……といっても、まだまともに会ってもないけど、あの当時の幸せだと思っていたことだとか、最後は酷い状況になっちゃったこととか……」

　嫌な思い出や、諦めた気持ちとか、そんなことを思い出して……。

「ああ、なんだ。俺たちの先のことが不安になったわけか？」

　そう、かな。きっと、そうだと思う。

　いつまでも幸せではいられないことを知っているから。

　何かが始まる、ということは、終わりも必ずあるわけで。終わってしまったときのことを考えたくはないけれど……。

　そう思うと、こうしていられることがとても幸せで、同時にとても悲しくなる。

「まぁ、人生、いつ終わりが来るかなんてわからねぇしな」

「うん……」

「だからって、死ぬときのことを考えてたってしょうがねぇだろ」

「……は？」

「ん？」

　私は、磯村さんからがばりと身体を離す。

「うわ……っ」

　慌てて支えられて、抱きしめ直された。

「私は、死ぬときのことを考えたわけじゃないんだけど」

「まぁ、長生きすれば、いろいろとあるだろうが、それはそれだろ」

　ひ、人の話を聞いてる？　聞いてないよね？

　ポカンとしていると、磯村さんは小さく笑って、それから私の唇にキスをした。

「異常に綺麗好きな女に、俺みたいな変わった趣味の男なら、ちょうどいいだろ？」

「え……あの」

「他の人間が触れないなら、俺で妥協しておけ」

「あ、あの」

「考えたこともなかったか？」

　考えたことって……何を？

「あれだろ？　有名なところで〝死がふたりを別つまで〟って奴？」

「……まさか」

　びっくりする私に、磯村さんは真面目な顔で続ける。

「考えてなかったなら、考えろ」

「う、うん」

「というか、拒否は受けつけてねぇからな？」

　どこかからかうような、でも真剣な瞳を見て、無言になる。

　その言葉はどうだろう。

　考え込むと、笑われた。彼は片方の唇の端を上げたまま、自信満々に囁く。

「まぁ、俺のことだけで頭いっぱいにしてな。俺は相当、独占欲の強い男だから」

「……それは、なんとなく気づいてた」

「おー……。なら、話は早いじゃねぇか」

　呆れて言うと、あっさり喜ばれるし……。

「早くない、早くない」

「それで、返事は？」

　急に真面目な表情で聞かれ、びっくりした。

「今のどこに考える時間があったっていうの!?」

「学習能力ねぇな。それが俺だろ」

　涼しげに言われて脱力する。

　……ええ。そうですね。それがあなただ。

　もう、降参です。全面的に降伏しちゃいます。だって、幸福感じちゃってる自分がいるんだもん。そう思いながら微笑んで、無言で抱きしめ返した。

「このままベッドに行ってもいいか？」

「……き、聞かないで」

　笑顔で固まって、ぎくしゃくと返事をする。

　それはもう、本当に聞かないでほしい。

　どうせなら、無言で連れていってほしい……そんな風に思いながらも、とても幸せな夜だった。










華子さんと磯村さん




「先輩～。ネームプレートが間に合わなかった場合、どうすればいいのでしょう～？」

　困り果てた千里さんの声。その奥には所在なさそうな綾瀬さんの姿。

　近づきたくないな。

「とりあえず手書きでネームプレート作っておく。間に合わないのは当たり前だから」

「手書きって……ボール紙とかにですか？」

　どこの幼稚園のお遊戯会だ。

　目を細めて心の中で突っ込むと、牧君が吹き出して、プラスチックのネームタグを引き出しから取り出した。

「少し待っていてもらえますか？」

「はい。すみません」

　牧君ナイス。あれかなぁ。千里さん育てるより、牧君を育てた方がいいのかなぁ。

　考えていたら、また千里さんの困り果てた声が聞こえてきた。

「先輩。これの記入方法がぁ……」

　半泣き状態の千里さんの顔を見ながら、眉根を寄せて、眼鏡を指で上げる。

　あー、もう。しょうがないなぁ。

　ツカツカ近づいていって、指し棒つきのボールペンを取り出して伸ばした。

「どこ？」

「あ。見えますか？」

　半笑いして目を細める。ふたりとも密着するかのごとく書類を眺めていて、私が覗き込めないわよ。

「えっと。ここですぅ……」

　指差しながら千里さんがよけてくれたから、書類を見つめて頷いた。

「ああ。そこは無記名でいいわよ。綾瀬さん」

　顔を上げて微笑むと、千里さんがびっくりしたような顔をして、綾瀬さんは不思議そうに首を傾げる。

「はい」

「入社おめでとうございます」

「え。ありがとう、ございます。伊原さん……でしたっけ」

「はい」

　不思議そうな表情のまま、綾瀬さんは私の顔をまじまじと眺めて、それから私のネームプレートを見て、ギョッとしたように一歩下がった。

　あ。これは同級生だった〝伊原華子〟だと気づいたかな。まぁ、いいか。

　書類を引き取ると、指し棒を引っ込めて胸ポケットにしまい、今度はシャープペンを取り出して必須箇所に丸をする。

「後はここに記入していただいて。年金手帳の番号は忘れずに」

「はぁい。頑張りますぅー」

「語尾は伸ばさない」

「はい」

　それからデスクに戻ると、別の後輩から声をかけられる。

「伊原さん。内線四番に、磯村さんから……」

「え。また名指しなの？」

「いえ。磯村さんだったから、伊原さんに回した方がいいかと……」

　なんだか余計な気を回したらしい後輩を睨みつけ、立ったまま内線を受ける。

「替わりました。伊原です」

『あ、ああ。伊原さん？　なんか、名乗ったらいきなり替わられたんだが』

　戸惑い気味の磯村さんに頭を抱え、首を竦めている後輩をちらっと見る。

「磯村さんの教育の賜たま物ものじゃないですか？　このまま行くと、磯村さんの内線は全部私に回ってきそう」

　私がいないときはどうするつもりなのかしらね。

　とりあえずメモとペンを取り出すと、微かに向こうで笑う気配がした。

『……まぁ。すまん』

「いえ。それで用件は？」

『ああ。一台複合機がダメになった。再起動してみたけど全く動かない』

「複合機ですね……すぐ見に行きます」

　内線を切って、業者リストと営業部に置いてあった複合機の取扱説明書を探していたら、後ろから牧君に声をかけられた。

「営業部の複合機って、確か会議室の暖房関係と同じ会社からのリースでしたよね」

「その通り。よく知ってるわね」

「つい最近、管理表を作り直したばかりなので。見るとあの業者の機材、少しトラブル多めなんですが」

　それは……牧君、よく気がついたわね。

「私じゃなくて、主任か課長に話を持っていって」

「え。僕がですか？」

　驚く彼に、笑顔で振り返る。

「そう。新しい業者を見つけられていればもっと完璧。ちょっと席を外すわね」

　説明書を持って総務部を出ると、後ろから声をかけられた。

「伊原さん」

　振り向くと、封筒を片手に綾瀬さんも総務部から出てくるところだった。

「何か？」

　少し緊張したけど、思った以上に普通に彼を見ることができた。逆に彼の方が、こっちが困ってしまうくらい緊張している。

「あの、伊原さん……って、もしかして伊原華子？」

「伊原華子ですけど、会社では〝さん〟づけでお願いします」

　キリッとして言うと、綾瀬さんは困ったように頭をかいて、それから近づいてきた。

「綾瀬晃司だけど、覚えている？」

「ええ。覚えております。急ぎますので、歩きながらでもいいですか？」

「あ、はい。なんていうか、伊原さん、変わったね……」

　ある程度の距離を保って隣を歩いてくれる綾瀬さん。

　変わったかな。いや、あの頃と比べるといろいろと変わったね。

「根本的にはあまり変わりありませんよ。相変わらずです」

　自嘲しながらも、眼鏡を直す。

「そう……かな？　前はもっと、柔らかい雰囲気の人だったけれど」

「こうしていれば、不用意に近づかれることはありませんから」

　エレベーターホールで立ち止まり、それから綾瀬さんを見上げる。

「触れないのは、相変わらずです」

　エレベーターのボタンをボールペンで押すと、綾瀬さんの表情がなんとも言えない複雑なものになった。

「でも……間違いじゃなければ、伊原さん、付き合っている人がいるでしょう？」

　……いますね。

　なんとなく困って、視線をそっと外す。

「一昨日おとといは、まさか伊原さんだとは全く気づかなかった……相手の男の人に触られても、逃げてなかったし」

「磯村さんは……ええと、大丈夫なんです」

「そう……。よかったね」

　静かに言われて、少し居心地が悪くなってしまう。

　だから、エレベーターが着いてすぐに乗り込んだ。そして、なぜか立ち止まったままの綾瀬さんを振り返る。

「僕は、まだ人事にも用があるから」

「……そうでしたか。これから大変でしょうけれど、頑張ってください」

「うん。ありがとう。それから……」

　綾瀬さんは言い淀よどみ、そして顔を上げる。

「あのときはごめん。僕は子供すぎて……八つ当たりして、酷いことを言ったと思う」

　八つ当たり……か。きっと八つ当たりは、皆するよね。

　どうしてもうまくいかないとき、イライラして、八つ当たりして……。

　私も結構、磯村さんに八つ当たりしているよね。

「ううん。私も……。私は、どうにかなると思っていたの。巻き込んでごめんなさい」

　綾瀬さんは首を横に振り、静かにゆっくりと微笑む。

　大人になった綾瀬さんの笑顔は、あの当時と変わらず優しいもので……。

　懐かしさと同時にどこか寂しさも感じた。

「じゃあ。急いでいるんでしょう？」

「はい……。ありがとうございます」

〝開〟のボタンからペンを離し、営業部がある七階のボタンを押す。

　閉まりかけたドアの隙間から、手を振る綾瀬さんの姿。

「お幸せに」

　聞こえてきた言葉にびっくりしたけれど、もう目の前にあるのは動き出したエレベーターのドアだけ。それを眺めて口元を和ませた。

　昔、終わってしまった恋は、どこかなんだかほろ苦い。たぶんふたりとも子供だった。子供すぎて、うまくなんていかなくて、八つ当たりして、喧嘩して。

　それでも、仲直りできていれば、違う結果があったのかもしれない。

　私は、引いてしまったから。もう、誰ともうまくいかないと自分で感じて、自分で決めてしまったから。

　決めてしまったことを覆くつがえすには、それなりの根拠と努力が必要で……。

　エレベーターから降りて、営業部のドアを開け、気がついた人たちの視線を浴びながら、磯村さんの姿を探す。

　窓際のコピー機や複合機の置かれた場所で、待っていてくれたらしい磯村さん。

　そうね。あなたは待っていてくれる。

　たまに無茶で強引だけれど、基本的にはいつも待っていてくれる。

　鬼畜で、エロくて、実は優しい磯村さん。

　私に気がついた彼が微笑んで、片手を上げた。

「伊原さん、こっち」

「これですか？」

「そう。何を押しても動かないから、一回試しにコンセントも抜いてみたんだけれど」

　裏表はあるけど、おそらく素を見せてくれている磯村さん。

「今、差し直して、電源入れてもダメな感じだな」

　電源ランプの点かない複合機と、説明書を見比べ、諦めた。

「業者呼ぶしかないみたいですね」

「まぁ、まだ一台は稼働しているから、どうにかなるって言えばなるけど……」

「早急に対応しますね」

　パタンと説明書を閉じて、磯村さんを見上げると、訝しげな視線で見下ろされた。

「ところで、磯村さん」

「はい？」

「昨日のお話の返事ですが」

「昨日の話の……？　え。おい。ちょい待ち、華……」

「お受けします」

　ニッコリ微笑むと、その瞬間に磯村さんは片手で顔を押さえ、困ったような顔をして脱力する。

「こんなとこで返事する？」

「思ったら言いたくなるんです」

「あー……そうみたいだな。お前はたまにそういうところがあるよ」

　彼は舌打ちして、いきなり私の左手を持つと、ジャケットのポケットをゴソゴソし始めるから、私は首を傾げた。

「お前ね。サプライズにもほどがあるだろうが」

「いつもの磯村さんほどじゃありませんから」

　クスクスとまわりから忍び笑いが聞こえてきて、さすがに恥ずかしくなって、視線を天井に向ける。

　いつも思うけど、営業部って、若干なれなれしい雰囲気というか、アットホームというか……。

　指先から冷たい感触のものがするっと通されて、驚いて左手を見た。

　キラキラしている透明な石が、薬指に光っている。

　それを眺めてから、磯村さんの忌々しいとでもいうような顔を見上げた。

「ったく、俺はこれから外まわりだよ。いい加減にしろよな、お前」

　え。いや、これはこれで、後でも充分間に合ったんじゃないの？

「いいか。前にやったリングみたいにしまい込むなよ？　絶対に外すんじゃねぇ」

「は、はい」

　真面目な顔で諭すように言われるから、思わず姿勢を正してしまった。

「じゃ、俺はそろそろ出るから、複合機の件はよろしく」

　何事もなかったように笑顔で言われ、手を離された。

「はい」

　コートとバッグを手に取り、慌ただしく出ていく磯村さん。

　それをぼんやりと見送り、なぜか営業部に取り残された私。

　そして左手には、間違いなく薬指にはめられたキラキラのプラチナリング。

　ちょっと……待とう？

　これって、なんの罰ゲーム？　ここでひとりにされるって……。

　現実感が戻ってくると、じわじわと恥ずかしくなってきた。

「おめでとうございます」

「あ、ありがとうございます」

　次々にお祝いの言葉などを言われながら、コソコソとドアを目指す。

「あー。おめでとう。次からはせめて終業後に返事をするように」

　営業部長の席から声がかかって、頭を下げた。

「すみませんでしたぁ！」

　言うなり脱兎のごとく営業部を飛び出すと、ドアの横に背中を持たせかけていた磯村さんと目が合った。

「い、いたの」

「まぁ、約束の時間まであと四十分ってところだ」

「ど、どうするの、これ……」

　閉じられた営業部のドアの中は、笑い声とからかいの言葉と、冷たい視線とが渦巻いていたけれど。

「帰ったら、俺はからかわれるだろうな。それは覚悟の上だし」

　諦めたような笑みを漏らされるから、困りながら照れてしまった。

「じゃなくて、えーと……」

「まぁ、しばらく騒がしいかもしれねぇが慣れろ。そのうち落ち着く」

　優しく微笑まれて、一瞬流されそうになったけど……。

「慣れないから！」

「おー……真っ赤だな？　怒ったときの華もなかなかいいって知ってるか？」

「知るわけがないでしょう！　なんなの、あなたは！」

　怒っていいのか、笑っていいのかわからないまま叫ぶと、彼がニヤリと邪悪に微笑むから身構えた。

　あ。えっと、よし。

「いってらっしゃい！　お仕事、頑張ってきてください！」

「それは、どうせなら玄関で言えよ」

　眉を上げ、小さく吹き出されて、それもそうだと納得する。

「本当、素直なときのお前は取り扱いに注意する」

　そんなこと言われても……と思いながら、仕方なく私も表情を和ませた。

「どうも？」

「褒めてねぇ」

　呆れたように笑っている磯村さんに、微笑む。そんなやり取りをしながら、エレベーターホールに向かい、停まっていたエレベーターに乗り込んだ。

　……まぁ、サプライズを仕掛けたのは、私だし。

　サプライズをし返されたと思えば、磯村さんらしいというか。

　なんだか楽しくなってきてクスクス笑っていると、いきなり眼鏡を外され、キスされた。

「こ、ここは会社！」

「知らねぇよ。お前の返事で吹っ飛んだわ、バァーカ」

　……いろいろと、気をつけよう。

　これからは、並んで歩けるように。これからも、並んでいけるように。

　いろいろなことがあるだろうけれど、それは当たり前のことで。

　それを乗り越えられたら、いろいろな道が開けると思う。

　逃げないで、引かないで……。

　たまには、突き飛ばすかも、しれないけどね？





ｆｉｎ．












あとがき




　はじめまして。佳月弥生と申します。

　このたびは『強引男子にご用心！』を手に取ってくださり、ありがとうございます。




　華子というヒロインが生まれたのは、ほんの些細な出来事からでした。

　エスカレーターの手すりの部分。それに触れる人、触れない人。潔癖症の人は絶対に触らないだろうな。そんな女の子がいたのなら、普通に恋はできるんだろうか？

　本当に些細ですが、思いついたら始めてしまうのが私です（笑）。

　さぁ、主人公を決めたなら、相手役がいないことには！　潔癖できついお姉様街道をまっしぐらに突き進もうとする華子の相手には、多少強引で、ある意味、衝撃的な相手役が必要でしょう。そう思ってでき上がったのが、表向きは爽やか営業マンのくせに、実は鬼畜な磯村です。

　正直、こんなふたりの物語がどのように転がって、どのように進むのか、私自身にもわかっていませんでした。書いている間にふたりを取り囲む人が増え、唯一の華子の理解者で親友の水瀬、磯村の友人でアクの強い山本に葛西、華子に慣れ親しんでいく後輩の千里に牧、最後まで出すか出さないか迷っていた、華子がひとりを目指した理由でもあるキーパーソンの綾瀬……その中で、思っていた以上に磯村は包容力のある男に成長し、華子はそんな彼にどんどん惹かれていってくれました。

　そんな話が、一冊の本として世の中に出ていくことになるなんて、まるで夢のような出来事です。忘れもしない、織姫と彦星の一年に一回のデートの日。届いたメッセージに叫び声を上げました。




　最後になりましたが、書籍化にあたり、お世話になった皆様にお礼を申し上げます。

　右も左もわからない（浮き足立ってもいる）初心者の私に、根気よく親切丁寧に、なおかつ癒しとなってくれていた担当編集者の三好様、矢郷様。見るたびにニヤニヤして悶えちゃうほど素敵なイラストを描いてくださった弓槻みあ様。ふたりの恋の行く先を温かく見守り、そして読んでくださった読者の皆様。感謝はしてもしきれませんが、本当にありがとうございます。





佳か月げつ弥生やよい









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。










強引男子にご用心！
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